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　第一話　男ってバカだなーの回





　あたしって学校生活の三分の一以上を布きれ一枚で過ごしてるんだなー。

　んなコトに気づいたからって、

　だから何ってコトもない……いつもの放課後。

　いつもの外プール。

　いつものチョット長めの休憩時間。

　36万リットルくらいの水（25メートルプールって言うより壮大！）の上にビニールボートを浮かべて、あたしは足をプールに投げ出して、そこに寝そべってる。

　平日の昼下がりのプールで、のんびりとくつろぐ。

　まるで自宅にプールがある海外のセレブみたい。

　なんか優雅な気分になれるしー。

　でも、ここは永なが遠とお高校（通称・とわこー）のただのプールなわけだから、ビバリーヒルズちっくな高級住宅街とは違う。

　ここには、十代の音が聞こえてくる。

　陸上部のホイッスル。

　バウンドするサッカーボールの音。

　金属バットが硬球を打つ高い音。

　繰り返し同じメロディを奏でる吹奏楽部の演奏。

　放課後の学校って、賑やかだよねー。

　最も汗臭さとは無縁の運動部にいるあたしは、汗まみれの青春を送る運動部系ひしめくグラウンドをフェンス越しに眺める。



「……男って、バカだなー」



　だってさ、野球部の掛け声なんて意味不明だし。

　バッチコーイとか。

　ナイバッチとか。

　アザッースとか。

　永なが遠とお高の本校舎に隣接してるプールはちょっと小高くなってて、グラウンドが端から端までよく見渡せる。



    

  
    
      



    

  
    
      　野球部の外野の選手が枝豆くらいの大きさで、内野の選手は小豆くらいのサイズなのに、キャッチャーは大福豆くらいに見える。

　遠近法おかしいよねー。

　不意にその大福豆が野太い声で、

「締まっていこー！」

　って叫ぶ。

　キャッチャーすごい太めだから、急にダイエット宣言し始めちゃったのかな？

　ううん、さすがにそりゃないよねー。

　まったりしながら、グラウンドを眺めてたら、

　背後から声をかけられた。

「オイッスー！」

　振り向かなくてもわかる。往年のいかりや長ちよう介すけ風ふうの挨あい拶さつをかます女子高生なんて茂しげ依より子こしかいない。

「おいすー。依子はいま何してる中？　歩いてるっぽいねー」

「せやで、ウォーキングしとったよ。やっぱ準備運動って欠かせへんもんな」

　依子は、家の都合で小さいときに大おお阪さかと京きよう都とを交互に何度となく引っ越した。で、小学校高学年でこの永なが遠とお市に来た。

　本人曰いわく大阪弁ベースの京都弁味付け＋どっかの方言も隠し味されてるらしくて、「うちのは無手勝流関西弁もどきやから」と笑ってる。

　年々、関西弁のイントネーションがおかしな感じになってくるのが、依子のチョットした悩みらしいの。

「準備運動？　泳ぐのー？」

「アホ言うちゃあきまへんよ。泳ぐなんて、んな斬ざん新しんなコトしませんて」

　ここはプールで、あたし達は水泳部。

　第三者からしてみれば、どこが斬新なの？って感じだろうけど。

　あたし達にとっては、やっぱ斬新って言えちゃうかも。

　顧問の先生がいないこの休憩時間は、泳いだら負けみたいな雰囲気がある。

　今この瞬間のプールは水泳部の練習場じゃなくて、もはや水の楽園なの。

　各自がっつり満喫しちゃってーって感じ。

　で、あたしらのプールを満喫する選択肢に「泳ぐ」なんてないの。

　だって、休憩時間が終わったら、あたしらマグロですか？ってぐらい泳がされるからねー。

「ヤエってば、独り言いいよった？　男ってなんちゃらみたいな」

　あたしはビニールボートに寝っ転がったまま、言った。

「うん。男って、下等で下品で単純で愚かなくせにその上野蛮で、どうしようもないバカだなーって」

「ヤエ盛ったよね。それ限りなく独り言に近い呪じゆ文もんやから」

「ねえねえ依より子こも男ってバカだなーって思うっしょ」

「ふうん。男かぁ……うんしょ……」

　考える間もプールの中でアキレス腱けんを伸ばす依子。

　彼女はこの部ではレアな紛れもない体育会系人間なの。

　てか、水泳部なのにどっちかっていうと体育会系じゃない部員がいるほうが変なんだけど。

「うちはわからんなぁ」

「まさか依子って、男が賢い生き物だとか思ってんのー？」

「いやいやいやそらないわ」

「じゃあ、なんなの？　なんでわかんないの？」

「ヤエってば、何怒ってんの。男子にムカつくコトでもされたん？」

　なんもされてない。

　ただ、下品で単純で野蛮な生き物が嫌いなだけ。

「うちはやっぱわからんよ。男子に興味とかぜんぜーんあらへんし」

　依子の顔をしげしげと眺めた。

　涼しげで切れ長の目。理想的な角度に上がってる鼻。意志の強そうな目元とは対照的に女の子的で柔らかそうな唇。

　綺き麗れいだと思うモノって何？って聞かれたら、二十四番目くらいに挙げるのは「依子の顔」かなー。

　ついでに二十三番は、「窓から入る陽ひ射ざしの中で舞ってる微かすかなホコリ」。夜空の星みたいにキラキラしてんだよねー。

　ちなみに栄光の一番は「ラインストーンじゃなくて、本物を使ったダイヤモンドネイル」。あたしってキラキラしたモノに目がないの。

「ふぅーん、男子の方は依子に興味あると思うけどなー」

「……」

　突然プールの中で依子の肩がブルッと震えだす。

　あれ、水温ってそんなに低かったっけ？

「ヤエ！　出し抜けに怖い話すんのヤダ。うちそないなの嫌やから」

「怖い話？」

「ホラーは苦手なんよ」

「どこにホラー要素を見いだせたのー？　男子は依子にあると思うよって言っただけじゃん」

　つぎの瞬間、怪奇現象が起こった。

　夏期講習のない夏休み中の小学生みたいに常に元気いっぱいの依より子こが、プールのど真ん中でうつろな表情になり、「なむなむ」って言い始めたの。韓かん国こく料理の「ナムル」の名称を思い出せなくて、独特な悶もだえ方をしてるわけじゃないみたい。

　胸の前で合わせた両手をなぜかスリスリしてる。

　あ、そっか。

「なむなむ」って「南な無む南な無む」のコトか。

　ん？

　てか、なぜにお経？

「よ、依子、急に絡みにくい人になっちゃったけどー？」

「ヤエ、日常生活においてさ、まるで空気みたいにその存在をまるっきし意識しとらん物体ってあるやん」

　いったい、なんの話がおっ始ぱじまったの？

「えーっと、どんな物体だって？」

「こちら側はその存在をほぼ視認すらできとらん。そないな未知の物体」

　なにコレ、幽霊の話？

「ほぼ視認すらできないってコトは、依子はたまにならそれが見えるってワケー？」

「うん。不本意やけど、ごくまれにその物体の姿を視界に捉とらえてしまうんよ」

　それってごくまれに幽霊が見えちゃうってコト？

「依子って霊感強かったっけ？」

「霊感？　ヤエいったいなんの話しとるの。ふざけへんで！」

　嘘うそでしょ。いったいなんの話してんのかわかんないのは、あたしの方なんですけど。

「ほんで、話を戻すよ」

　どこに戻るのか全くわかんないけど、とりあえず頷うなずいておく。

「そないな未知の物体に、いつのまにか一方的に興味を抱かれるってバリ怖いやん」

「……」

　あたしは依子が絡みにくくなったきっかけを思い出した。

　あたしが「男子の方は依子に興味あると思うけどなー」って言ってからだったはず。

「ねえ依子。一応確認したいんだけど、その未知の物体ってもしかして……『男子』？」

　……依子は小刻みに顎あごを上下させる。

　ひどく消極的なヘッドバンキングをし始めたわけじゃなくて、どうやら頷いているっぽい。

「ってコトはさ、依子は男子の存在を全く意識もしてなくて、ほぼ視認すらできなくて、未知の物体だと思ってるワケだよねー」

「うん」

　うわ、迷いのかけらもない真っすぐな瞳ひとみで即答しちゃったよ。

　確かに、グラウンドで「ナイピッチ！」とか「ナイセン！」とか意味わかんないコトを叫びまくりの野球部の男子共は、未知の物体っぽいけど。

　そーえば、ナイセンって「ナイス選球眼」の略らしい。

　乱闘の合図で「内戦！」って言ってんのかと思ってたけど……。

　んなわきゃないよね。

　てか、小さな頷うなずきを繰り返してた依より子この顎あごの上下運動がいつのまにか大きくなってて、首のストレッチに移行してるっぽい。

　未知の物体に怯おびえるパニック映画のヒロインの顔から、いつもの体育会系の顔に戻ったみたい。

「うちは恋愛に興味とか持っとらんし。男なんぞに一個も興味あらへんし」

　でも、視認くらいしてあげようよ。

「別にこの世界に男なんていなくても困らんし。……あ！　でも男がおってくれんとボウリング場から15ポンドのボールがなくなっちゃうやろなぁ」

「男の存在意義がそこ!?」

「そやかて、うちは15ポンド使いやからさ」

　さすが我が部唯一の体育会系。力持ちだねー。

　あたしは２リットルのペットボトルより重いものは持てないし、ケータイより重いものはなるべく持ちたくない、ダメッ子だよー。

「てかさてかさ。結局依子は今まで『男ってバカだなー』って思うエピソードは一個もないカンジなんだよね？」

　期待しないで聞いてみた。

　男への興味皆無の依子には、男のバカなトコなんて気にも留めてないよね。

　依子は手首の柔軟をするように両手をブラブラと振りながら、「えーっとねー」と呟つぶやいて……。

　それから。

　笑いの響きを含ませた澄んだ声で依子は言った。

「男ってバカやんって思うのは、メールにハートマーク入れただけやのにバリ喜んじゃって、うちの欲しいもんを買ってくれるとこかなぁ」

「え？　依子それって」

「よっしゃ、ストレッチも充分やし。ぼちぼちウォーキングに戻るわ。準備運動不足は、だめだこりゃ！」

　いかりや長ちよう介すけ的な挨あい拶さつ（オイッス！）であたしの前に現れた依より子こは、いかりや長介的な締めゼリフを口にして、あたしの前から去っていく。

「……依子、だめだこりゃを使うタイミングがまあまあ強引だよー」

　プールのど真ん中のビニールボートに残されたあたし。

　グラウンドからは「ピッチャーびびってるッ！」と、野球部のヤジが聞こえてくる。

　ささやかな疑問が二つ。

　依子、いったい誰だれにハートマーク入りのメールなんて送ったワケ？

　野球部員共よ、アンタらのスポーツマンシップはどこにいったワケ？



　ささやかな疑問はひとまず置いといて、あたしは「男ってバカだなー」って思うかどうか、もう一人の部員に訊きいてみるコトにした。

　――パシャパシャ。

　ビニールボートに乗ったまま、両手で漕こぐ。

　コースロープのない（休憩時間前に外した）プールの最北に移動する。

　グラウンドとは反対側のプールサイドには、シングルのベッドシーツくらいのゴザが敷いてある。別に近所の畳屋が在庫品を学校の屋外プールに不法投棄していったわけじゃない。

　そのゴザは、榛はる名な日に唯い（呼び名はにいちゃん）のＭｙゴザ。にいちゃんは、休憩時間中競泳水着姿のまま、だいたいゴザに座って読書を楽しんでいる。

「おーい、にいちゃーん」

　本に視線を落としていたにいちゃんの顔が、あたしに向けられる。

「あら、やえさん」

　にいちゃんの声って、なんか春の陽ひ射ざしみたい。

　温かくて柔らかいから。

　その声で呼ばれると、あたしの名前は丸っこいひらがなに聞こえてくるんだよねー。

　ちなみに依子の声は、少し金属的な響きを含んで澄んでて。

　依子に名前を呼ばれると漢字の重たい印象の「八や重え」じゃなくて、カタカナの「ヤエ」に聞こえてくるの。

「ごきげんよう」

　真顔で「ごきげんよう」。そんなお上品な挨拶が妙にしっくりくる子は、にいちゃんしかしらない。

　ごきげんようなんて、冗談みたいな言葉なのに。

　あたしもお上品に挨拶する。

「ご機嫌麗しゅう。にいちゃん」

「ふふ、やえさんの言葉遣いって面白いです」

　いやいや、先にユニーク仕上げの挨あい拶さつしたのにいちゃんだから。

　あたしは、にいちゃんの顔をまじまじと見つめた。

　くりんとした瞳ひとみは、ワンデーアキュビューデファインをつけてるみたいに黒目がメッチャ大きい（羨うらやましい！）。リップクリームの減りが早そうな厚みのある唇はぷるんとしてる（かなりセクシー！）。女の子らしさ極まるってカンジの各パーツが、超絶なバランスの良さで小顔に配置されてる（もはや奇跡！）。

　可愛かわいいと思うモノって何？って聞かれたら、二番目に挙げるのが「にいちゃんの顔」。

　ちなみに栄光の一番は、「スワロフスキーでスイーツしたデコ電」。あたしって、キラキラしてるものに首ったけだから。

「ねえねえ、それなんの本？　かなり分厚くない？」

　にいちゃんは本の表紙をこちらに向けてくれる。

「え」

　視力１・５で凝視したけど、間違いない。

　その本の表紙には……、

『ニコニコ小学国語辞典』

　って書いてある。

　にいちゃんは無類の読書家で、いつもいろんな本を読みまくりだけど、今日はなにゆえその本をチョイスしたのかな。軽い謎なぞ。

「面白いー？」

「わからないです」

「……あ、わかった！　これから読み始めるってコトっしょ」

「いいえ、読む予定はありません」

　エー。じゃあなんで、その本持ってんの？　深い謎。

「やえさん」

「んー？」

　にいちゃんは、やけに神妙な顔で言った。

「本は読むためだけの単純な存在ではないんです。本はときに、わたしのピンチを助けてくれる心強い味方……いわゆるヒーローなんです」

　……。

　にいちゃん、本読みすぎて頭チョットおかしくなったかもー。

「えーっと、にいちゃん」

　あたしは気を取り直して、そもそもにいちゃんに訊きこうと思ってた本題を口にした。

「いきなりなんだけどさ。『男ってバカだなー』て思わない？」

「男の人ですか。……そうですね……」

　にいちゃんは、シンキングタイムに入る。

　高校のプールサイドにゴザを敷いて、競泳水着姿で考え事してるなんて、普通ならシュールなコントみたいなのに……。

　にいちゃんが、そーしてると「麗しい」って感じになる。

「麗しい」なんて言葉、チョットギャグみたいだけど。にいちゃんは「麗しい」って言葉が似合う子なんだよなー。

　にいちゃんってさ、競泳水着を着てるだけなのに、まるでドレスでも着てるみたいに存在がキラキラしてるの。

　まるでお姫様のようなにいちゃん。

　なんか音だけ聞いたら二丁目っぽくてウケる。

「……あのう。ちなみになんですが、やえさんは男の人のどんなところをお馬ば鹿かだなって思うんですか？」

「あたし？　そーだなー」

「はい」

「まず男ってさ。目が合っただけなのに『この娘こ、俺おれに気があるんじゃ？』とか勘違いしだすし。

　笑顔でチョット話しかけただけなのに『この娘、俺に気があるんじゃ？』とかトチ狂いだすし。

　社交辞令で褒めただけなのに『この娘、俺に気があるんじゃ？』とか超訳しだすトコかなー」

　喋しやべっているうちに男ってバカだなって、再認識できた。

　にいちゃんは、しきりに何度も頷うなずいてくれる。

　よかった。メッチャ共感してくれてるみたい。

「そうでしたか。そのように振る舞えば、男の人は『この娘、俺に気があるんじゃ？』と思ってくれるんですね。

　やえさん、貴重な恋愛テクニックを教えて頂きありがとうございます」

「え」

　にいちゃんは進駐軍からチョコレートをもらった少女のような純粋な喜びの表情で、あたしを見てる。

「他ほかにも『この娘、俺に気があるんじゃ？』テクニックはありますか？」

「テクの話してなーい！　まさかにいちゃんは男子にモテたいとか思ってんのー？」

　そーえば、にいちゃんと異性の話をしたコトってなかった。

　にいちゃんって彼氏募集中だったのかな。

「やえさん。とても大事な話があるんですが、聞いてもらえますか？」

　こんな風ふうに切り出されたら、相手が赤の他人だって「うん」って言っちゃうね。

　あたしが頷うなずく前に、グラウンドから「バッチコーイ！」って野太い声が届く。

　だからかな、あたしが頷く前ににいちゃんは「わたしは」と話し始めちゃう。

「男の人という生き物に興味があるんです。男の人は、女であるわたしでは想像もできないような言動を取ります。ですので最近は、男の人という摩ま訶か不ふ思し議ぎな生命体のことをよく知りたいと思っていまして」

　摩訶不思議なんて言葉、ドラゴンボール（夕方の再放送でハマった）のＯＰ以外で初めて聞いた。

　でも驚きなのは、摩訶不思議っていうボキャブラリーじゃない。

　にいちゃんが、男に対して、なんかすごいスタンスで向きあってるコト。

「えーっと、にいちゃんはつまり男に興味があって、男を知りたいってコトなの？」

「はい」

「それって、男子とつきあいたいってワケじゃないのー？」

「現時点では、そのような気持ちは全く芽生えてないです。これはネズミとつきあいたいって気持ちが研究者に沸かないのと同じだと思います」

　うわ！　にいちゃんにとっては、男子＝モルモットみたい。

　なにをこじらせたら、そんな価値観になっちゃうの？

　にいちゃんの頭ん中が摩訶不思議だよー。

「やえさん！」

「な、なに？　にいちゃんが大声出すとチョットびっくりするね」

「今まさに突然浮かびました。……男の人がお馬ば鹿かだなって思うところです」

「お、いいね。教えておちえてー」

「はい、男の人のお馬鹿な点は……自分勝手な欲望を満たすために、自分が長い時間をかけて築きあげてきたものを、一瞬ですべて壊してしまうところです」

　おわっと、これはマジで男のバカなトコ来たねー。

　あたしの頭ん中には、世の愚かな男達の事件簿がよぎった。

　警察官が下着ドロ。学校の先生が電車で痴漢。

　んなコトして地位や仕事を失っちゃうバカな人達。最低ーで最悪ー。

「にいちゃんわかってるね。やつらはホントバカなの」

　グラウンドからは、ランニングしてる野球部の掛け声が聞こえてくる。

　おー、ぱいおっ、ぱいおっ、ぱいおっ！

　あたしはがっかりして、フェンスの向こうに視線をやった。

　なんで「おっぱい」って叫んで走るの？

　なんで「おっぱい」って叫んで走ると楽しそうなの？

　答えは簡単。

　それは、バカだから。

　不意に背後から「……ドミノ」って言葉が聞こえてくる。

　ん、ドミノ？

　フェンスから視線を戻す。

　そこには、

「ドミノ……ドミノ」

　言ってるにいちゃんがいた。

「ドミノ……なんで男の人はあんなことをするのかしら」

「……にいちゃん？　一瞬にして会話についていけなくなったんだけど。ドミノがどしたの？」

「ドミノが次々と倒れていく様が見たいという自分勝手な欲望を満たすために、自分が長い時間をかけて築き上げてきたドミノの列を一瞬ですべて壊してしまうなんて。……男の人って本当にお馬ば鹿かさんです」

「……」

　にいちゃんはゴザに置かれた湯飲みを掴つかみ、グビグビと呑のむ。おそらく中身はほうじ茶。

　にいちゃんって、見た目がウォルトディズニー仕様みたいに愛らしいのに、渋いものが超好きだったりするんだよなー。前だって、部室のカーテンを部費で新調しようってなったときに、にいちゃんの希望は唐草模様だったしね。ハイセンス過ぎるギャグかと思ったけど、にいちゃんマジ顔だったし。

　なんてチョイ昔のコトを思い出してたら、

　――ん？

　ゴザの奥に、なぜか新聞の山とハサミとセロハンテープがあるのを見つけた……にいちゃん、プールサイドで新聞も読む気なのかも。

「やえさん。プールサイドで呑む日本茶って本当に美お味いしいですよね」

「ごめんだけど、ちっとも共感できない」

　話題が日本茶の美味しさについてになってしまわないように、ドミノの疑問をぶつけてみた。

「てかさ、ドミノ倒しって別に男子限定の遊びじゃないよねー。男のバカだなって思うところがドミノ倒しするコトってのは、チョット違くない？」

「そうですか？　わたしはドミノ倒しをしている女の人を見たことがありませんでしたから」

「うぅーん、言われてみればあたしもないかも。でも世の中に一人もいないわけじゃないよね、多分」

「は！　思い出しました。生活指導の先生が、ドミノ倒しをしているの見たことがあります」

　生活指導は四十代半ばの軽く太めの女の先生。座右の銘は確か「一日一善」とかなんとか。

「へぇー意外、あの先生にそんな趣味があったんだー」

「先生のドミノ倒しは、スケールがとっても大きいんですよ」

「スケールが大きいドミノ倒し？　なになにどんなの？」

「学校の駐輪場にて自転車を用いてドミノ倒しをするんです」

「あー、そーゆうドミノ倒しもあるよね。最悪バージョンのやつ。で、倒したあとの先生の行動ってどんな感じ？」

　これは人間性が問われる場面だよね。善か悪か。

「それが変わってるんです。倒したのを最後まで見届けないで立ち去っていかれました」

「悪玉っ！　今後の生活指導ぜんぜん聞く耳持てねー」

「ドミノ倒しというものは、倒すのは一瞬ですが並べるのは大変なんですね」

「なんでドミノを並べる苦労を語ってるの？　にいちゃん、したコトあったのー？」

「ちょうど並べるチャンスがあったものですから。倒れた自転車を直せば『一日一善』ができますしね」

「にいちゃん、ううんにい様。あなたこそ生活指導に適任」

　にいちゃんの清い心に触れて、ほんわかした気分になってるときでも、バカどもの雄お叫たけびはプールに届けられる。

　おー、ぱいおっ、ぱいおっ、ぱいおっ、ぱいおっ。おー、ぱいおっ……。

　野球部はまだランニングしてる。

　連中は、一日に何百回「おっぱい」って言うつもりだろ。

　突然、にいちゃんの口が「は！」となにかに気づいたように大きく開かれた。

「どこからか掛け声が聞こえたおかげで、男の人がお馬ば鹿かだなって思うところがもう一つ浮かびました」

「それ言っちゃって頂ちよう戴だい！　あたしはきっと１２０％共感すると思うよー」

「はい…………あっ、うぅ」

　あたしを真まっ直すぐ見ていたにいちゃんのくりんとした瞳ひとみが、急にキョロキョロし出す。

　ん、なにきっかけで挙動不審？

「も、申し訳ないです。浮かんだと思ったんですが、沈みました」

「それどんな状況？　にいちゃん言ってよー、もう一回浮かばして」

「あの、その、やえさんには共感して頂けないかもしれませんし」

「気になるー！　言お言お、にいちゃん以外の子も共感できるかもしれないっしょ」

「ええ、そのぉ、依より子こさんだったら共感してくれるかと思います」

　グラウンド側の第８レーンプールで、依子はウォーキングを繰り返している。

　精が出ますねー。

「なんでなんでー。あたしだけ共感できないコトなの？」

「え、あ、うぅ……あのー」

「にいちゃん、言いたくないコトは言わなくていいよー。あたしには共感できないコトだもんね。そっかー、そっかー」

　あたしは超凹へこみましたって顔をして、ビニールボートに座った姿勢のまま、俯うつむく。「そっかー、そっかー」言いながら、どんどん俯く。

　やがて、顔面着水。

「や、やえさん俯きすぎて水面に顔がめり込んでます！　……わかりました。男の人のお馬ば鹿かなところをお伝えさせていただきます」

　いよっしゃ。

　押してダメなら引いてみろ作戦成功。いやー、だいぶ身体からだ張っちゃったー。

「では話しますよ。……コホン」

　にいちゃんは、濁音のない可愛かわいらしい咳せき払ばらいを一つする。咳払いすら可愛いって女の子として、なんか勝ち組だよね。

「男の人という生き物は、視界に女性の大きなお胸が入ればたちどころに目が行ってしまい、二度見三度見、場合によっては釘付けになってしまうところがお馬鹿だと思います」

「あーわかるわかる。ホントバカだよね。チラ見してる男の顔ってキモ過ぎだしー。ところでにいちゃん」

「はい」

「なんでそれがあたしには共感できないコトだと、思ったのかな？」

「……」

　にいちゃんは、学年屈指の巨乳でなんとＥカップもある。

　依子も、依子の分際でなぜかＤカップもありやがる。

　あたしは、発育途上のＡカップ。

「……にいちゃん」

「は、はい。なんですか？」

「この世界は混こん沌とんとしちゃって、なにが正しいのか、なにが偽りなのか、なにが正義なのか。なにもかもがまるでわかんない時代を、あたし達はもがきながら生きてるよね」

「やえさん。話がこれでもかってくらい見えないんですが」

「でもね、一つだけ確かなコトを伝えておく」

　あたしは「ゴホォン」と可愛かわいいさの欠片かけらもない咳せき払ばらいを一つして、言った。

「胸が大きくない子だって、男子のやつらが巨乳に弱いっていう超くだらなくてどうでもいい事実知ってるんだから！」



　ぷかー、ぷかー。

　あたしは一人、ビニールボートに寝っ転がってプールに漂流中。

　男のバカだなーて思えるところを考えて、休憩時間を全すべて使い切っちゃうなんて、そんなのダメダメじゃんって気づけたの。

　あーぁ、そもそもグラウンドなんて眺めてたから、よくなかったんだー。

　放課後のグラウンドには、意味不明の掛け声がてんこもりなんだもん。

　今度はサッカー部が「ギャクサイ！　ギャクサイ！」って叫んでる。

　ギャ臭い？

　汗かきすぎて体臭がえげつない臭さになってる奴やつがいるのかな？　……んなわけないか。もうなんでもいいやー。

　この磨きたてのガラスみたいに澄んだ青空でも眺めて、のんびりしよーっと。

　……。

　………。

　…………。

　……………。

「どりゃっっ！」

　超勇ましい声が、プールにいきなり響いた。

　あたしは飛び起きた。

　反射的に声のした方を見ると、

　そこには……、

　プールを走ってる依より子こがいた。

　プールの中を、じゃない。

　プールの水面を、二足歩行で走ってる。

「よりこよりこ生きているんだ。友だちなのか」

　あまりの光景に唖あ然ぜんとしたあたし。

「どりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃりゃ！」

　依子が右足と左足を交互に素早く繰り出し……、

　そして。

　数秒後。

　依子は、25メートルのプールを渡りきった。

「うちすげぇー！　偉業をやってのけちまったぜ！」

　誇らしげにプールサイドに立つ依より子こ。

　……あれ？

　依子の両足に、プラスチックかゴムっぽい素材の円盤がくっついてる。

　ううん、くっついてるっていうより、履いてるって感じ。

「ヤエー！　見とったー？　うちの勇姿ぃ」

　依子が、再び水面を歩いてあたしの前にやってくる。

　プールの水面に見事な仁王立ち。

　依子アンタ、何なに奴やつ？

「へへーん。うちのコト、今度から人魚姫って呼んでもええよ」

　水面を二足歩行で駆け抜ける。あだ名をつけろって言われたら、エリマキトカゲ姫としかつけらんない。

「聞きたいコトいっぱいあるんだけど、ひとまず足に着けてる円盤みたいのなにー？」

「ヤエは気になっちゃう子やな。これの名前は…………水すい遁とんの術専用かんじき！」

「その名前ぜったい今考えたでしょ」

「細かいコトは気にしやん気にしやん。これさえあれば人類は水面を走れるんよ。むしろ陸上より早う走れたかも。準備運動の効果さまさま」



    

  
    
      



    

  
    
      　水すい遁とんの術の準備運動に、プールのウォーキング。

　うん、ツッコむのはやめとこ。

「その水遁の術専用なんちゃらって、どっから現れたの？」

　怪しげなモノの出所はまず確認しときたい。売ってるとは思えないから、まさかの手作り？

「ヤエはホンマに気になっちゃう子やな。この水遁の術仕様かんじきは……」

　あれ、微妙にさっきと名前変わってない？

「通販で買こうたの」

「へえー、通販ってなんでも売ってるねー」

「ほいで、気になるお値段は」

　うん、気になる気になる。

「なんと、この高性能でお値段据え置き一万円の掘り出し物やったんよ」

「一万円!?　え、それホントに一万の円なの？　円が一万なの？」

「ヤエそれどないな種類の質問？」

「ウォンとかじゃなくて？」

「うちは円とウォンの単位間違えたコト一回もあらへんから。多分これからも一生あらへんと思う」

　エー。だって一万円だよ。水遁の術に一万円だよ。小二みたいなコト言っちゃうけど、うまい棒なら千本買えるんだよ。

「依より子こ。あれだね。うん、あれだね」

「どれよ」

「お小遣い使い切っちゃったんじゃないのー？」

　んなコトしか言えない。

　他ほかに浮かぶ言葉は「正気の沙さ汰たなの？」ぐらい。

「お小遣いの心配はいらんよ。オトンに買こうて貰もらったから」

「え、なんでなんで。依子、どうやって握ったのー？」

「握る？　シースー？」

「握ったんでしょ。依子パパの弱味をさ」

「実父は強ゆ請すらんよ。てか誰だれも強請らへん！」

「じゃあ、どうやって買ってもらったの？」

「なしてうちがオトンに物を買こうて貰えた理由が強請るしか浮かばへんのよ。うちってさ、いつもはオトンとメールのやりとりって全然しないんやけどね」

　それならあたしも同じ。全然メールしない。パパからきた最新のメールは一ヶ月くらい前に二通。

［女性は星の数ほどいますけど、星には決して手が届かないんですよ。いえいえ、宇宙船を作れという話ではありません。星を眺めてるだけの人生でも、喜びは感じられるものです。おそらく］

　その直後に、

［すまん、送信先を間違えた］

　ってきた。

　パパ、もしかして失恋直後の人にそんなメールを送る気なの？　アンタ鬼なの？

　パパの知らない一面を見た気がして、あたしはあのメールについて聞いたりできない。

　あたしって、男子が超嫌いだから、１００％恋なんてしないだろうけど。もし億が一、男子に恋なんかしても、パパに恋愛相談するのだけはやめとこ。変に達観したアドバイスきそうだし。

「ヤエってば、なにしかめっ面しとんの。でさでさ、オトンやけどね」

　パパの謎なぞのメールのコトを考えてたら、あたしの表情は曇ってたみたい。

「メールにハートマーク入れて、『これ買ってほしいな』って送ったら、買こうてくれたんよ。

　オトンにはすっごく感謝しとるけど、ハートマーク一つであないに喜んじゃうなんて。我がオトンながら単純ってゆーか、ちょびっとだけバカやなって思った。えへっ、うち悪い娘やね。やからもうこないなおねだりはしやんの。最初で最後」

　パパに一万円の水すい遁とんの術専用アイテムをねだる女子高生も、娘にねだられて一万円の水遁の術専用アイテムを買うパパも、あたしには軽く理解できない世界。

「ヤエもね、どーしても欲しいもんがあったら、メールにハートマーク入れてヤエオトンにおねだりしてみたら」

「あたしはやめとく。おねだり後のあたしのパパの返信がなんか怖い気する」

　不意に、にいちゃんはおねだりってするのかなーって思った。

　あんなお姫様みたいに可愛かわいい子にねだられたら、にいちゃんパパは大変だろうなー。

　なんて考えながら、プールサイドのゴザの上でほうじ茶啜すすりながら読書してるはずの水泳部員のほうを見ると……。

　――え。

　にいちゃんは、めっさ真剣な表情で、新聞をジョキジョキ切っていた。

　なにゆえ!?

　あたしはビニールボートからプールに入って、にいちゃんのもとにダッシュした。悠長にビニールボートを漕こいで移動してる場合じゃない。

　にいちゃんの行動の意図はなに？

　すっごく気になってた。

「おっ。にいさんにもうちの奥義を見してやらにゃー！」

　依より子こは、プールサイドに向かうあたしの隣、水面を歩いてる。

　バシャバシャ。

　依子が歩くたびにあたしの顔に水しぶきかかりまくり。プールに一緒にいて一番イラッとくるタイプは、水すい遁とんの術使いに決定。

　あたしはプールから這はい出て、ゴザに座るにいちゃんに向きあった。

「に、にいちゃん？」

　近くで見ても、やっぱりにいちゃんは新聞をジョキジョキ切ってる。

　奇抜なストレス解消法？

「にいさんオイッス！」

　プールサイドに上がった依子が、いつも通りの元気いっぱいな挨あい拶さつをかます。おい長ちよう介すけ、にいちゃんの奇行が目に入ってないの？

「依子さん。ごきげんよう」

　お上品な微笑ほほえみを浮かべるにいちゃん。

　手元のハサミと新聞が異質。どっちもありふれたモノだけど、学校のプールサイドで見るモノじゃないし。

「そんでにいさん、水遁の術なんやけど」

　チョット依子、新聞ジョキジョキの件はノータッチなの？

　あたしは依子を押しのけ、たまらずにいちゃんに訊きいた。

「にいちゃんなにしてんの？　新聞とハサミがあるけど……」

　にいちゃんは、新聞とハサミを自分の膝ひざの上に置いた。

「……わたしは」

　絵本の中のお姫様のようなにいちゃんの顔は、魔法が解けたみたいに瞬く間に曇った。

「恥の多い人生を送っているんです」

　人間失格（現国の授業で習ったばっか）の暗唱が始まったの？

　ううん、違う。

　なにきっかけかわかんないけど、にいちゃん自身の告白っぽい。

　あたしは黙って、急にシリアスな感じになったにいちゃんの次の言葉を待った。

　一方依子は、「足痒かゆっ」とか言って、水遁の術使いの装備を解いてる。こいつはシリアスな空気とか全く読めないアホっ子だ。

「わたしは……勉強は嫌いではないんですが……授業中は、つらく感じるときが本当に多いんです」

　授業中がつらいのは、世の中の学生の九割に共通する思いだよね。

　でも、にいちゃんの口からそんな言葉が出てくるのが、なんか意外だった。

　あたしの周りで、ケータイの取説より分厚い本（マンガ以外）を好んで読んでるインテリは、にいちゃんだけだったから。

「本当に情けない話なんですが……わたしの心は、その場の雰囲に……非常に影響されやすくて……周りの人の気分や感情が移ってきてしまうんです……この性質はわたしの恥です」

「その恥っていうのと、授業中つらく感じるコトは関係してるのー？」

「はい。やる気のあまり感じられない先生がただ板書しているだけの授業は、全く頭に入ってこなくて……先生のせいにして申し訳ないんですが、先生の無気力さがわたしに移ってしまって、全然集中できないんです。自宅で一人学習していたほうが頭に入るといった具合でして」

　それは、わかる気がする。

　逆金八先生って結構いるから。

　逆金八の授業に対するやる気は、消化試合しか残ってない最下位確定の球団ファンの応援より、俄が然ぜん低めだから。

　依より子こもにいちゃんの話に共感してるみたい。首のストレッチですか？ってくらい「うんうん」と大きく頷うなずいてる。

「やる気あらへんせんせーおるよね。うちなんて授業中眠くて死にそーになったら、空気イスするんよ。これで、眠気むっちゃ覚める」

　依子アンタ、あたしの中の体育会系イメージから見事にぶれないねー。

　で、にいちゃんは、悩める話を続けた。

「……集中したいのに集中できない。どんなに集中しようと頑張っても授業が頭に入ってきません。だから自己嫌悪に陥ってしまって……わたし情けないです」

　にいちゃんの沈んだ表情を前に、一いつ時ときも落ち着かない女・依子も、どこの部位のストレッチもしないで深刻な顔をしてる。

　きっと、あたしも依子と同じ顔してる。

　そんだけ可愛かわいい顔して生まれたら、人生楽勝じゃないの？って言いたくなるにいちゃんは、たまにとっても不器用に人生を生きてる子なの。

　あたしと依子は保護者みたいな気分で見守ってると、にいちゃんは沈んだ表情を振り払うように、力強く頷いた。

「頑張っても授業に集中はできません。ならいっそのこと開き直って、授業時間を無為に過ごさないために頑張ろうって考えました。有意義に過ごせれば、自己嫌悪にならなくて済むと思いまして」

「にいちゃんはとことん真面目だねー。有意義にする方法見つかった？」

「はい、有意義に過ごす方法を模索した結果。先生に隠れて、自分の好きなものを読んでいたいという考えに囚とらわれました。小説よりマンガのほうが、周りの雑音を気にせず読みふけられますので、授業中にマンガを読みふけりたいと思います」

「いきなり斜め上いく不真面目さ！」

　授業中にマンガ読もうとするとか、にいちゃんアグレッシブだねー。

「すみません」

　にいちゃん、ゴザの上でそんな申し訳なさそうな顔して縮こまってたら、まるで捕り物時代劇で、しょっぴかれたばかりの人みたいだよー。

　依より子こが「ぐぐぐっ」と煮立った鍋なべのような笑い声を漏らす。依子って顔が結構綺き麗れいなのに、笑い方がときたまブスっ子なの。

「にいさんの不真面目さ意外過ぎてウケる。でもなんで新聞切っとるん？　あ、わかった。新聞をその先生に見立てて、八つ当たりしとるんやね」

「いえいえいえいえいえいえいえ」

「にいちゃん落ち着いて！　首振り過ぎで怖いから、てか絶対それ頸けい椎ついに悪い！」

「八つ当たりだなんて滅相もないです」

　にいちゃんは慌てた様子で、新聞とニコニコ小学国語辞典を胸の前に掲げた。

「新聞に載っている４コママンガの部分だけを切り取って、辞書のページにセロハンテープで貼はろうと思ったんです。……あっ、そういえば、このセロハンテープすごいんですよ。付ふ箋せんみたいに粘着力が微弱ですから、剥はがすときに辞書のページが破れたりしないんです」

　あたしは、セロハンの性能には関心がなかった。

　教壇にいる先生からは辞書を見ていると思わせ、授業中に公然とマンガを読もうとするにいちゃんの得体の知れない行動力に関心があるだけ。ひとまず拍手を送りたい。

　にいちゃん、あなたのコトをクラスメート達はきっと「お姫様のように可愛かわいい読書家優等生（巨乳）」だと思ってるだろうけど、あたしはわかってるから。にいちゃんがユーモラスガールだって、わかってるから。

「なあにいさんにいさん。新聞の４コマっておもろいん？　普通に少年マンガのほうがええやん」

「いいえ、新聞の４コママンガが最適なんです。マンガ本も沢たく山さん持っていますが、本のページを切るなんてすごく抵抗がありますから。そんなことはできません」

　そりゃそうだよね。

　いらなくなった本を売ったりとか捨てたりならできるけど、切るって無理。なんか本のバチが当たりそうだし。本の精霊的なモノに軽く呪のろわれそー。

「ねえにいさん。その４コマを辞書に貼っとる時点でさ、読めてしもうたりせんの？」

「はい、そうなんですよ。なので授業中はそれらを再読したいと思います」

　授業中に、ある程度のリスクを背負って、新聞の４コママンガを再読する。

　それが有意義な授業中の過ごし方なのか、あたしにはわかんないんだけど。

　なんかいいじゃんって思えた。

　にいちゃんが自己嫌悪になんてならないんなら、いいじゃんって思えるよ。

「ええねぇ、授業中のにいさんは勇者やね。ほいで今思い出したんやけど、にいさんってテストの成績学年トップクラスやったよね。授業中隠れてマンガ読もうとしとる優等生って、斬ざん新しんでかっちょええ」

　そっか、にいちゃんは家でいっぱい勉強頑張ってるんだよね。

　あたし達三人はクラスが違うから、授業中に先生に隠れてマンガを読むにいちゃんの姿が見られないのが唯一残念だなー。

「にいちゃんってさ、なんかすごいタイプの読者家だよね」

　にいちゃんは、今日一番の笑顔を見せてくれる。

「本は読むためだけの単純な存在ではないんです。本はときに、わたしのピンチを助けてくれる心強い味方……いわゆるヒーローなんです」

　それって、さっきにいちゃんが言ってた言葉。

　最初聞いたときは、にいちゃんの頭がチョットおかしくなったかと思ったけど。

　こんな意味があったなんて……。

　んなコト最初にわかるわけないよねー。

　にいちゃんのプールサイドでの奇行の理由もわかって、なんか一件落着的な空気が猛烈に流れだしたとき。

　依より子こが「ありゃ」と呟つぶやいた。

「でもさ、小学の国語の辞書を授業中に開いとっても、違和感のあらへん科目なんてあるん？」

「……」

「……」

　沈黙のなか、にいちゃんがひどく細い声で震えて言った。

「……わたしのやっていたことは、ハサミに無用な裁断をさせ、セロハンテープをむやみに消耗させ、古新聞を切り刻んで、若干回収しにくくしただけ。……自己嫌悪です」

「に、にいちゃん。元気出してよ。せっかく切ったんだし４コママンガ読んだら」

「……もう読んじゃいました」

「うん、そうだったねー。そう言ってたよねー」

　早くもあたしはなんも言えない。

　依子はおもむろに円盤みたいなもの（水すい遁とんの術専用なんだっけ？）をにいちゃんに差し出した。

「にいさん、これ使つこうて。ヤなコトなんて忘れられるよ」

　にいちゃんは、しげしげと水すい遁とんの術専用なんちゃらを眺めた。

「依より子こさん、ありがとうございます。はい、使わせていただきます」

　にいちゃんが、ゴザから立ち上がる。

　水遁の術専用なんちゃらを握ったまま、足裏に装着はせず、なぜかその場で深呼吸をし出す。

「フー、ハー、フー、フー、ハー、フー、フー、フー、フー」

　にいちゃんってもしかして深呼吸ヘタな子？

　息吐きすぎて酸欠になったりするんじゃ、なんて心配してたら、突然、にいちゃんはなにかの構えをとるみたいに足を前後に大きく開いた。

　そして。

　水遁の術専用なんちゃらを思いっきり……投げた。

「そらフリスビーとちゃう！」

　依子の絶叫が響くプールの上空を、本当に本当に美しい弧を描いて、水遁の術専用なんちゃらが飛ぶ。

　優雅に舞う円盤を見ながら、あたしはあるコトを思った。

　プールにて水遁の術を繰り出し、25メートルを走破した依子。

　辞書に新聞の４コママンガを貼はって授業中に読もうとするも、由々しき過ぎる問題に気づいて、実行前に作戦が頓とん挫ざしたにいちゃん。

　そんな二人と一緒に過ごす、水泳部のチョット長めの休憩を楽しんじゃってるあたし。

　不意にある言葉が浮かんで、あたしは呟つぶやいた。

「男はやっぱバカだけど、もしかしてあたし達――」

　そのとき。

　フリスビーと化した水遁の術専用なんちゃらが、対岸のプールサイドに着地するコトなく、緑のフェンスの上を越えて、グラウンドに向かってったのが見えた。

　依子が「かんじき！」と叫ぶ。そうだ、水遁の術専用かんじきって名前だったねー。

　依子はかんじきを見失わないように、左右に動いて目で追った。

　で、足元にあった湯飲みを蹴けっ飛とばした。

　――ほうじ茶が舞う。

　陽光を浴び、茶柱が鈍く輝く。

　にいちゃんは、ぷよぷよで二連鎖を出したスケルトンＴみたく「ほうじ茶！」と叫ぶ。

　そして。

　にいちゃんはプールに転がり落ちそうな湯飲みを追いかけ、依子にぶつかる。

　依子はかんじきしか見てなかったから、不意打ちの衝撃に耐えられず、プールに。

　にいちゃんも湯飲みと共に、プールに。



    

  
    
      



    

  
    
      　――ドボン！



　二人がプールにダイブするのを見たこの瞬間、間違いなくわかったコトがある。

　もしかしてじゃない。

　男はやっぱバカだけど、あたし達も確実にバカじゃん。



    

  
    
      
　第二話　人間ですみませんの回





　いつもの放課後。

　いつもの外プール。

　そして、毎休み時間のたびに「溶ける～、まぢ溶ける～」って言っちゃうような今日は……。

　いつもより俄が然ぜん暑い日。

　いつものチョット長めの休憩時間中。

　あたしは浮き輪をつけて、水面に仰向けでプカプカ浮かんでる。

　殺人的な陽光が降り注ぐグラウンドで、限りなくうめき声に近い掛け声を上げる運動部の面々を眺めながら、思わず呟つぶやいた。



「あたしって放課後の勝ち組だよね。ぶるじょわー」



　プールで涼むって、学校でできる気持ちいいコトの実はトップだよねー。

　あまりにも気持ちいいから、暑さでイライラしがちだったあたしの心はすっかり和らいで、いつのまにか「溶ける～」から「とろける～」に口癖が変わってる始末。

　で。

　あたしは、より一層ぶるじょわな気分を上げるために、わざわざ部活に持参してきた、とあるアイテムを取り出した。

　それは、ハンドル付きオペラグラス。

　中世の貴族の愛用品的なコレは、持ち手がワインレッドの樹脂仕様で、縁取りの金は陽光のもと輝きまくりな一品。

　一言で言うと「超リッチ！」って感じ。

　二言で言うと「ご機嫌なパーティグッズ扱いはやめて」って感じ。

　キラキラしてて派手なものがやっぱ好きなあたしは、これを東急ハンズで見つけたときソッコーで買っちゃった。

「下々の者がよく見えるー」

　……あれ？

　遠くに見える野球部のキャッチャーが、いつもの暑苦しい肥満体じゃないっぽい。

　キャップを被かぶっててもわかるくらい天パーをこじらせた細身の男が、

「締まっていこー」

　って風鈴の音のような凜とした声で叫んでる。

　その髪型は見てるだけで体感温度が上がりそうだけど、声はなんか涼しげ。

　野球部に、あんな子いたんだー。

「オイッスー。あつは夏いね！」

　振り向かなくてもわかる。

　いにしえのギャグで、局地的に冷却効果をもたらしてくれる女子高生は一人しか知らない。

　我が部屈指の体育会系、茂しげ依より子こその人。

　あたしは漂ったまま、言った。

「おいすー。てかまだ夏じゃないじゃん」

「暑い日はいつやって夏みたいなもんやん。こないな日は学校生活における最上の贅ぜい沢たくをプールでするに限る！」

　依子はプールで水すい遁とんの術をしでかすアホっ子。

　最上の贅沢って、なにする気？

「ヤエ聞いて驚け！　……だらららららららら」

　暑くて、依子の音声出力がおかしくなったのかと思ったけど、どうやら口でドラムロールをやってるみたい。テンション高いねー。

「じゃじゃん！　プールん中でアイスを食うコトでした」

「アイス？　え、あるのー？」

「野の々の美みっ！が差し入れしてくれたんよ。飼育部に行く前に『冷蔵庫にアイスあるから食べてね』って。優しき顧問に感謝やね」

　野々美っ！てのは、水泳部顧問の野の々の宮みや麻あさ美み先生のコト。

　妹の面倒見がいいお姉ちゃんみたいに超親しみやすくて、結構おっちょこちょいで、いつも忙しそーで、だからしょっちゅう慌てて、だけど疲れ知らずで、常に元気な先生。

　そんなんだから、「野々美」のうしろに「っ」と「！」もつけて、「野々美っ！」が麻美先生の正しいあだ名。

　どんなにシリアスな場面でも、声を潜めなきゃいけない場面でも、先生を呼ぶときは「野々美っ！」って言わなきゃいけないの。なんかそーゆうルール。学校ってよくわかんない決まり事とか規則とかあるけど、これもその一つかな。

　で。

　その野々美っ！は、人がいいから頼まれ事は全然断れなくて、水泳部だけじゃなく掛け持ちで飼育部の顧問もしてる。

　放課後はまず水泳部であたし達三人に熱血指導して、途中飼育部の様子を見に行って、また水泳部に帰ってきて練習メニューをガンガン与えてくれる。スパルタって感じじゃないけど練習濃度はしっかり濃い目なんだよね。

　そんで。

　野の々の美みっ！が飼育部の様子を見に行ってる小一時間くらいが、水泳部のチョット長めの休憩時間になってる。あたしにとっては、学校生活で最もお気に入りの時間なんだよねー。

「アイスがあるとか最高じゃん。ぶるじょわ度アップしたー！」

「プールのクラゲみたいに漂っとったヤエのテンション上がってきたね」

　暑い日のプール＋アイス。

　これでテンション上がんなかったら、しかるべき病院に行ったほうがいい。絶対、心がやばい系の病気になってる。

「野々美っ！ありがとー」

　あたしはこの場にいない顧問に感謝した。

　野々美っ！の返事の代わりをしたみたいに、グラウンドの果ての飼育部の犬が「ワンッ！」と、空を切り裂くような甲かん高だかい声で鳴いた。

　飼育部は捨て犬や捨て猫を育ててる部で、なぜか犬猫にはみんなケーキの名前がついてる。ミルフィーユとかエクレアとか。

　中にはシュヴァルツヴァルター・キルシュトルテって超長い名前のドーベルマンだっている。

「今の鳴き声はモンブランやね」

「え、依より子こどの犬が鳴いたかわかるワケ？」

「モンブランだけやけど。まだ子犬やから声が高いんよ」

　モンブランは柴しば犬いぬの子供。栗くり色いろの毛並みには悪くない名前かもね。

「ねえヤエ。モンブランってさ可愛かわいいやんね。食べちゃいたいくらい可愛いやんね」

「えっと、ケーキのモンブランの話？」

「なに言うてるん？　犬のほうのモンブランの話はなししとったやん」

　エー。だって、モンブランのコト食べちゃいたいくらい可愛いとか、地味に紛らわしいから。

「はぁー、今日は部活終わったら、モンブランに会いに行こっかな」

　依子は夢見るような目でグラウンドの端に見える飼育部の檻おりを眺めてる。

　依子って、実は部の誰だれよりも（あたしとにいちゃんしかいないけど）可愛いものが好きだったりする。

　部の誰よりもっていうか、依子ほど可愛いものを愛でる気持ちに溢あふれてる子に、あんまり逢あったコトない。

　依子ほどさして可愛くないものを無理やり可愛くしようとする子には、間違いなく逢ったコトない。

　だって、この前の水すい遁とんの術専用かんじきだって、ハートや星のシールをペタペタ貼はってカスタマイズしてたし。

　それで「コレ可愛かわいいやんね」って聞いてくるんだけど、あたしには可愛いかんじきとかよくわかんなくて「そのシール、防水？」って関係ないコト聞いた。「可愛さを追求するためには、機能性なんて気にしちゃあかんよ」とか言って、結局、依より子こはプールに剥はがれたシールを何枚か漂わせる始末。

　依子って、腕わん白ぱくな男子小学生的やんちゃな心と、「カワイイ」に首ったけな女子高生的乙女心が同居したチョットややこしい人間なの。

　その両方の心が暴走すると、「空気イスをキュートな姿勢でできひんかな」なんて言い出す。いろいろややこしいー。

「依子、今はモンブランのコトよりアイス食いに行くコトに専念だよ。アイスー」

　あたしはアイスを求めて、プールから這はい出た。

　プールサイドには、いつも通りゴザの上で本を読むにいちゃんがいた。

　プールサイドで読書するにいちゃんって、なんか宮沢賢治の詩みたい。

　雨にも負けず、風にも負けず、雪にも夏の暑さにも負けずに本読みまくりだから。

「兄さんオイッス！　部室行くよっ。野の々の美みっ！の差し入れアイスあるんよ！」

　本から顔を上げたにいちゃんは笑顔で頷うなずき、閉じた本をゴザの上に置いて、弾むようにしてこちらにやってくる。

　いつもだったら、読みさしの本を閉じるときは必ずしおりを挟むにいちゃんなのに、アイスの前ではそんな習慣も忘れちゃうみたい。

　つまり、暑い日のアイスの誘惑を前に負けずに済む人間はいないってコトなの。

「よっしゃ、者どもアイスを食らうで。うちらの部はもはや天国やね。ヘヴンヘヴン」

　プールサイドの床の熱を足の裏にじんわり感じつつ。

　あたし達は「ヘヴンヘヴン♪」と連呼しながら。

　サザエさんのＥＤの最後で小屋に入っていく磯いそ野の一家及びフグ田一家の如ごとく、水泳部の部室兼更衣室になだれ込んだ。

　そして。

　冷凍庫を開け、愕がく然ぜんとしたの。



「個別包装のピノがたった二つだけやと見せかけといて……アイスノンもある！」

　深い絶望の中にいるあたし達。おどけた調子の依子の言葉は、部室の中をあてもなく、漂流した。

「アイスはアイスでも、食べられへんアイスはなーんや？　正解はアイスノンやん」

　依より子この無理に陽気な声が、掘っ立て小屋みたいな十二畳の部室の中に悲しく響いた。

　つい一分前には、「ヘヴンヘヴン」って阿あ呆ほうのように口ずさんでいたのに。

　今は「地獄！」って言い放ちたい。

　濁音が一つもない「ヘル」なんてさっぱりした言葉じゃ足んない。

　濁音の「じ」に無念さを。

　濁音の「ご」に失望を込めて。

「地獄！」って叫びたいー。

　地獄って言葉を噛かみしめるあたしの横で、ついさっきまではしゃいでいた依子は、いつのまにか頭をがっつり抱えだしてて、

「だめだこりゃ、だめだこりゃー」

　いかりや長ちよう介すけ的な言葉を、雑に吐き散らかしてる。

　ぶるじょわでヘヴンな休憩時間が一転して、大きな問題に見舞われる。

　アイスが二個。

　なのに、あたし達は三人。

　この状況を人は、由々しき事態と呼ぶ。

　こんな暑い日はなんとしてもアイスが食べたいー。

　初めっからアイスがあるなんて思ってなければ、当然ないものを欲しようとはしない。



    

  
    
      



    

  
    
      　アイスの存在なんて意識するコトなく、アイスを食べなくても別に平然と過ごせる。

　でも。

　あたしの脳は、「アイスを食べれる」と、確実に強く思ってしまった。

　あたしの脳は、想定してたよりアイスの量が格段に少なかったって現実を断固として受けいれてくんない。

　今も変わらずアイスを欲してる。

　アイスがなくては生きらんない身体からだにされちゃったー。

　二個はあるんだから、あたしが１００％食べらんないわけじゃない。

　でもさ、この場でピノを食べるってコトは、食べられなかった人の無念さをヒシヒシと感じつつ、食べるってコトなの。

　できれば、そんな負の感情なんて向けられるコトなく、気兼ねなくパクッと食べたい。

　暑い日のアイスって、気軽に食べられるご馳ち走そうなハズだから。

　二個のピノを三人で等分に分けたらどうだろ？

　いや、ダメ。

　アイスを分けるっていったって、まな板に包丁でもないとそんなコトできないし。てか、包丁があっても、綺き麗れいに分けるなんて無理っぽい。

　高確率で、なんだかわかんない甘くて冷えたグチャグチャなものが、いくつかできちゃうだけな気がする。

　そんなコトになったら、ピノに申し訳ない。森永乳業に申し訳ない。

　不意に、あたしの心に悪魔が宿った。

　アイスを食べる権利を、嫌々じゃなくて、快く譲ってくれる人がいれば、気兼ねなく食べるコトができるじゃん！　本人にとって、アイスより好きな食べ物の存在を思い出させてあげれば、きっと快く譲ってくれる。

「にいちゃんはさ、今日もほうじ茶呑のむよね。お茶菓子は煎せん餅べいがいいんだっけ？」

「煎餅より大学いもの方が好みですね。最近大学いも作りにハマってまして……あ、ほうじ茶といえば、ほうじ茶とアイスの組み合わせって意外に合うんですよ。やえさん、良かったら是非どうですか。今日はいいお茶っ葉があるんですよ」

　そう言って、にいちゃんは微笑ほほえむ。

　にいちゃんにアイスをやんわり諦めてもらおうってしてたあたしの魂胆には全く気づかないで、にいちゃんは天使のような微笑みを向けてくれるから、あたしの中の悪魔は退散した。

　依より子この中のいかりや長ちよう介すけも退散したようで、「だめだこりゃ」って言わなくなった依子が、苦しい表情で、けれど力強い声で言う。

「アイスが二個って状況は逆立ちしたかて変わらへん。うちらはこの試練を乗り越えなきゃアカンのよ」

　あたし達の中で、「そんな大おお袈げ裟さな」って言う子はいない。

　砂漠で彷徨さまよった人間が一滴の水の存在を軽んじたりしないように、あたし達はアイスの存在を軽く考えてない。

「ピノちゅう個体の存在を尊重するため、一個のピノは一人で食べるべきやと思うんやけど。ヤエと兄さんはどお？」

　あたしは賛成。にいちゃんもコクコク頷うなずく。

「せやったらゲームしよっか。んで、勝者二名がアイスを食べるコトにするんよ」

「ゲームか、いいね。なにするー？」

「せっかくやから盛り上がるゲームがええね。プールやからこそできるゲーム……水球？　水中バレー？　息止め？」

　やる気な依より子こ。

　でもにいちゃんは、

「ゲームですか。わたしは運動に自信ないですし、鈍いので……ゲームはその」

　乗り気じゃないみたい。

　てか、運動に自信ないのに水泳部にいるとか、にいちゃんって謎なぞ多き子。

　ひとまず、あたしは考える。

　体育会系の依子が有利になりすぎないで、にいちゃんもしたくなるゲームを。

　にいちゃんは文化系（水泳部なのに）だから、知的要素があるゲームがいいよね。

　で、なおかつ一応プールだからこそできるゲームだったら最高かも。

　……。

　考えるコト数秒。

　あ。

「ねえ、ゲームなんだけどさー。プールん中にあたし達三人が入って、そこから見えるモノだけを言えるしりとりってどうかなー？」

「おっ。プールでできる斬ざん新しんなゲームやね。やるやる。兄さんはどお？」

「しりとりいいですね。やりたいです。それならわたし負けませんよ」

「勝者はアイスを食べられるワケだけど、敗者の罰ゲームはどーする？」

「んー、そんなんいらへんよ」

「敗者の方は唯ただ一人アイスが食べられないわけですから、それが充分罰だと思います」

「二人とも平和主義者だねー。まあ、あたしもこの暑い日に、『グラウンド三周！』みたいな罰ゲームとかゴメンだけどね」

　結局、罰ゲームはナシになった。

　で、あたし達はゲームを開始するため、部室からプールに移動した。



【プールの中から見えるモノ限定しりとりのルール】

・同じ単語でも、そのモノがいくつかあれば、そのモノの数だけその単語は使用可能。

　例えば、視界の中に水中ゴーグルが三個あったら、「水中ゴーグル」って言葉は三回まで使うコトができる。

・人名、集団及び団体名などの固有名詞も有り。

・時間制限有り。一分以内に次の人にまわす。

・待ったはもちろんナシ。「ん」で終わる単語を言った瞬間に問答無用で勝負あり。



　そして。「プールの中から見えるモノ限定しりとり」が始まる。

　ちなみに順番は、依より子こ→あたし→にいちゃんの順。



「プール（現在地）」

「ルーズソックス（ちょうど履いてる子がフェンスの向こうに通過。ラッキー）」

「水泳部（にいちゃん即答だねー）」

「部活動（依子は野球部を指差してる）」

「浮き輪（あたしがさっき使ってたやつ）」

「ワンダーフォーゲル部（にいちゃんまた即答だしー）」

「部活動（依子はテニス部を指差してる）」

「うなじ（にいちゃんのうなじ綺き麗れい。依子のも綺麗）」

「自転車競技部（……にいちゃん即答続くねー）」

「部活動（依子は陸上部を指差してる）」

「ウォーター（えーっと、苦し紛れの英語）」

「卓球温泉部（……にいちゃん即答ばっか）」

「部活動（依子はサッカー部を指差してる）」



「チョット待った！」

「ヤエどないしたん。次は『う』やから」

「あたしは最初の『ルーズソックス』以外ずっと『う』！　てか依子は『部活動』って言い続けてる！」

「そやかてそこら中にいろんな部で部活動しとる人がおるし。それよりうちは兄さんの『ぶ』攻めがえげつないんやけど」

「申し訳ないです。ちょうどまわってきた言葉が頭文字になる部活が目に入るので」

　にいちゃんの「ぶ」攻めは全然ルール違反じゃない。

　問題があるとすれば、永遠高とわこーにはトリッキーな部活が多いってコトかも。様々な部が入り乱れてグラウンドはカオスだし。

　てか卓球温泉部は、卓球の練習を早々に終えて、こんな暑い日でも近所の温泉に行くみたい。洗面道具一式を持ってグラウンドを横切ってくし。

「目に入るものはなんでも言っていいしりとりだけど、同じ言葉は禁止にしよ。『部活動』はもうダメ」

「ヤエ堪忍してーな。兄さんの『ぶ』攻めを前に『部活動』返しを禁止にされたら、すぐ負けるやん……あ、そっか」

「なに気づいたのー？」

「なあヤエ、グラウンドにおる各部の部長がどれか教えてくれ」

「『部長』返しもダメ。あたしには結局『う』ばっかり回ってくるじゃん。お願いだから『う』以外の言葉いわせて」

「やえさん、依より子こさん。わかりました。わたしは『ぶ』攻めをやめます」

「兄さんがそう言ってくれるんなら。うちは『部活動』ってもう言わへんよ」

　っていうコトで。

『部活動』返しは禁止になり、にいちゃんは自ら『ぶ』攻めを封印し、プールから見えるモノ限定しりとりは若干のルール変更ののち。

　あたし→にいちゃん→依子の順で再開した。



「宇う梶かじ（野球部の顧問の先生）」

「次亜塩素酸カリウム（多分、プールの消毒に使ってる錠剤）」

「虫（依子が空のどっかを指差してる。あ、ハエみたいのいた）」

「新しん保ぽ（テニス部の副部長）」

「ポリウレタン15％（にいちゃんが自分の競泳水着を指差す）」

「友達（依子があたし達を指差す。なんかチョット照れるんですけど）」

「長ちよ宗うそ我か部べ（陸上部のマネージャー）」

「弁べん柄がら色（にいちゃんが陸上部を指差す。確かに練習着が焦げ茶みたいな色してる）」



「ちょい待ち！」

「なによ依子。次『ろ』でしょ」

「ヤエ、人名ばっか挙げ過ぎやん。ほいで兄さんはなにそのボキャブラリー！　うちらがプールに入れてる消毒用の錠剤って、次亜塩素酸カリなんちゃらってゆうんやね」

　なんで『ウム』だけ忘れられたの？

「人名挙げんのは、反則じゃないでしょ」

「ヤエってば、どーしてクラスメートでもあらへん人の名前なんか覚えとんの」

「むしろ覚えちゃうっしょ」

「無理無理、話したコトあらへん人の名前とかまるっきし気にしとらんから。兄さんは話したコトあらへん人の名前とか知っとる？」

「いいえ。人の名前を覚えるのは苦手でして全然です。話したコトのある人の名前も覚えられなくて。あ、でもお二人のお名前はフルネームで言えるんですよ！」

「それドヤ顔で言われても！　てか二人ともダメだね。人の名前をちゃんと覚えてると得するコト多いよ。逆に、覚えてないと困るコトもあるからー。現に今あたしは得してるしね」

　ボキャブラリーが豊富なにいちゃんは、しりとりでは超強敵。

　でも、このゲームは唯一の勝者になる必要なんてない。

　唯一の敗者にさえならなければいいの。

　だから、あたしは依より子こに勝てればいい。

　あたしには人の名前をよく覚えてるっていう強みがある。依子より俄が然ぜん有利。

「とにかく依子、いちゃもんつけてないでさっさと『ろ』を言ってよ。一分過ぎたら、負けなんだからね」

「あと10秒です。９、８」と、タイムキーパー係のにいちゃんがカウントダウンを始める。

「へいへい、わかったよ。えーっと『廊下』」

　本校舎から体育館に伸びる外廊下がギリ見える。

「『か』かぁ」

　なにげにあたしは人名で答えるのに、こだわってた。

　あたしは、プールサイドに置きっぱなしだった中世の貴族仕様のオペラグラスを手にする。

「ヤエ、そのパーティグッズみたいなお調子者アイテムはなんやの？」

「依子それだけは言っちゃいけない一言だから。これはあたしの気分をリッチにしてくれる至高の一品なのー」

　さあさあ、人名が「か」から始まる人物をグラウンドから見つけよっと。

「やえさん、オペラグラスの使用はルール違反にはならないんですか？」

　グラウンドの生徒達を眺めたまま、答えた。

「プールの中から見えるモノ限定しりとりだからいいのー。にいちゃんも依子も使っていいから」

「よほどテンション高くないと、そないな愉快なもんで遠く眺めようと思えんけどね」

　視界の中に、ランニングしてる野球部員達を捉とらえた。

　今日も相変わらず、「ぱいおっ、ぱいおっ、ぱいおっ」言ってる。飽きもせず連日下品でバカなやつら。

　そのなかに、さっきキャッチャーをやっている天パー男が見えた。

　実は、あの天パー男が気になってた。

　確か、あたしと同じ学年に一人だけすごい天パーの男子がいたハズ。

　で。

　その男子は変わった名字で、しかも「か」から始まる偉そうでスケールのでかい名字だったような気がする。

　偉そうで。

　スケールのでかい。

「か」から始まる名前かー。

　……カイザー？

　いやいやいや、それ日本人じゃないし。てか、ナニ人でもなさそー。

「やえさん。残り時間15秒です。14」

「ヤエ、『か』なんてむっちゃあるやん。例あげたろか、たとえばやなぁ、ほらほらコレとか」

　オペラグラスを目元に当てたまま、依より子こに振り返る。

　バカな子に勉強を教える鼻持ちならない秀才みたいな得意げな顔が見えた。しかもドアップで。

　依子は自分の頭を指差してる。

「髪」って教えてくれてるんだろうけど。

　これで「髪」って答えるなんて、屈辱的。

　そんなのヤダ。

「依子黙って待ってな。誰だれも目をつけてなかった『か』がこの視界にはあんのー。ヘアーを日本語でなんて言わないから」

　さあ、髪以外の『か』はどこかなー。

　……かみ？

　そうだ！　思い出した！

　あたしは、真面目にタイプキーパーをするにいちゃんの「３」って声を聞きつつ、胸を張って言った。

「『かみ』」

「ぐくくくっ。ヤエってば結局『髪』って答えとるし」

「そこの笑い方ブス待て！　違うの。『髪』じゃなくて『神』。神様の『神』なのー」

「やえさんって、なにか宗教に入信されていたんですか？」

「にいちゃん、その質問なにゆえ？」

「やえさんは視界の中に神様の姿が見えるんですよね。ゴッド様が」

「違う違う。神様が見えるわけじゃないよ。もー、そんなの見えるわけないじゃん！　人間の神が見えてるのー」

「人間の神。なんやなんや？　なんのジャンルで神と称された人間がおるん？」

「違ーう！　野球部に天パーいるじゃん。ううん、監督じゃなくて。ほら、ランニングしてる中に。これで見てみてよー」

「うちは視力２・０やからいらんよ。天パーもう見つけたし。にいちゃん使つこうて」

「はい、ではオペラグラスを使わせてもらいます。…………頭が酸化スチールウールみたいになってる人を発見しました。彼ですか？」

「そうそれ。それが天パー」

「ヤエ、なんでうちらにスチールウールくんを見せたんよ。神はどこ？」

「あの天パー男の名字が『神』なの。神様の『神』って書いて『神』」

「えー、そないな名字の人がおるん？　そやかて『神』やろ。兄さんは知っとった？」

「すみません。わたしはお二人と担任の先生以外の名前は全すべて、完全無欠のうろ覚えでして」

「それどないな種類のうろ覚えなん？　ほんでヤエ、うちら二人が知らんのやから、これは無効チヤラとちゃうの？」

「待ってよ、あいつは絶対『神』なんだってばー。今までだって、人名言ったときは全部認定してくれたじゃん」

「そらうちも、なんとなーくそないゆー名前の人って気がしたってゆーかさ」

　依より子こがごたごた言って渋り出す。

　なんとか天パーが「神」だと証明したい。

　にいちゃんがオペラグラスをあたしに返してくれて、それをプールサイドに置いたそのとき。

　ランニング中の野球部員達がフェンスのすぐ向こうを通過していく。

　……そして。

　天パー男の背中が見えた瞬間。

　あたしはガッツポーズをした。

　その練習着の背中に「神」の一字が見えたから。

「……本当に『神』さんだったんですね。やえさんお見事です」

「へへーん、言った通りでしょ」

「『神』なんて名字のやつがホンマにおるんやね。うちのクラスにおったら『ねえキミは何様なん？』って、おちょくっちゃいそ」

「つぎはわたしの番ですね。……『水みな面も』」

「あれ、難しめな言葉ばっかり言うとった兄さんが、割と普通のコト答えたやん」

「はい。わたしの見た限り、この視界の中に『も』から始まるものはもうないかと思いましたので」

「う、兄さん勝ちにきとる。容赦ねえー。も……も」

　依より子こは「も、も、も」と唸うなりながら、辺りをキョロキョロと見回してる。

　運動部系の「物置」は、ここからじゃ死角だし。

　確かに、あたしの見たところでも「も」は見当たんない。

「も」で始まる生徒に、図書委員の「毛利」さんとかいるけど。図書委員がグラウンドに都合よくいるわけないしー。

　依子は、校舎の外壁を指差した。

「『モルタル』！」

「違うってわかってるよね。この上なく鉄筋コンクリートだから」

　依子は、グラウンドで真面目にストレッチをする陸上部員の輪を指差した。

「問題児？」

「誰だれが!?　みんな熱心に部活してる子達。てか自信なさ過ぎて疑問形になってるし」

　依子は、よく晴れた空を指差す。

「『木星』」

「……見えないよね」

「うちらに見えとらんだけで、この空の向こうにはきっとあるんよ。このプールからだって、心の底から願えば見えてくるんよ」

　そんな精神論で見えるものじゃない。

「願えば、それぞれの心の中に木星が見えるハズなんよ」

　心ん中の木星は、木星とは認められないんだけど。

「ねえ依子、『プールの中にいて、視認できるもの』でお願い。心ん中になにが見えてもノーカウントだから」

「心の中アカンの？　そっかー、もうヤエってばしゃーないなぁ。そないなルールの説明は最初のうちにしてな」

　エー。なんかあたしのわがままを譲歩してもらった空気がバンバン出てるんですけど。不条理！

「あ、そやヤエ、中世の貴族みたいな双眼鏡貸して」

「言っておくけど、オペラグラス使っても木星は見えないから」

「ちっ、低性能め」

「その批判ホント好きじゃない。てか依子ギブしなよ。もう一分経つし」

　にいちゃんのカウントは残り「９」まで進んでる。

「ぐくくくっ」

　突然、依より子こが煮立った鍋なべのような声で笑い出した。何度聞いても思う。笑い方ブスだなー。

　てゆーか、なんで笑ってんの？

　負けそうになって、頭おかしくなった？

「あるやん。『も』から始まるめっちゃ可愛かわいいのあるやん！　それは……」

　タイムリミット寸前なのに、しっかりタメなんか作って依子は自分を指差して言った。



「『もい子』」



　……。

　あたしとにいちゃんは、沈黙。

　タイムキーパーの役目を思い出したにいちゃんが、「２、１」とカウントダウンを再開する。

「ちょいちょい！　なんで今のノーカウント扱いにしとんの？」

「だって、そんな言葉知らないし。『もいこ』ってなに？　にいちゃんも知らないよね？」

「はい、わたしの知識不足ですね。……依子さん、あの、『もいこ』というのは一体なんなんでしょうか？」

「実は『もい子』ちゅうのはね……」

　あたしとにいちゃんは固かた唾ずをのんで待つ。依子焦じらす子だねー。

「なんと、うちのあだ名なんよ！」

「あら？　依子さんには、そのような愛称があったんですね」

「ううん、あらへんよ。やから、たった今ネーミングしたんよ」

　……。

　あたし達三人だけのプールに、吹奏楽部の調子外れのトロンボーンの音色がむなしく届いた。

「そうでしたか。たった今、ご自身で名付けられたんですね。なぜに『もい子』なんですか？」

　にいちゃんは一番の問題を綺き麗れいにスルーして、そんな質問をした。

　あたしは「もい子」の由来よりも、自分のあだ名を自分でつけたって部分が気になってるけど。だってそんな子、普通いないよね。

「うちってさ、こう見えてもコンプレックスがあったんよ」

　あたし達がどう見えてると思ってんだろ。そのコトは気にしないようにして、急に思い詰めた感じで話し始めた依子の言葉に耳を傾ける。

「うちの名前ってさ、ちっとも可愛かわいくないやん」

　……。

　あたしとにいちゃんはお互い困った顔で見あわせた。

　ここは全力で否定するのがエチケットだよねとか思ってたら、無言になってるあたしとにいちゃんの代わりに、吹奏楽部のトロンボーンが「プッ」と間抜けな音で相づちを打つ。

　放課後のプールって、真面目な話をするには不向きな場所なの。

「そっか、そうやな。可愛くあらへん名前やって思うやんなぁ」

　待って待って。相づち打ったのトロンボーンだから。あたし達はなんも言ってないよ。

「兄さんは榛はる名な日に唯いで、ヤエは綾あや崎さき八や重えやろ。二人とも名前可愛いのに、うちは茂しげ依より子こ。こないなもん微み塵じんも可愛くないやん」

「エー、あたしの方が可愛くないよ。八重ってさ、なんかおばあちゃんみたいじゃん。てか今時、おばあちゃんでもそんな名前いないっしょ」

　依子は、ビシッとあたしに指差した。なに？

「八重って名前は一周して逆に可愛いやん」

「一周？　逆？」

「可愛い女子高生やのに、八重って渋い名前なのがギャップあってむっちゃ可愛い」

「えっと、それなら依子って名前も渋くていいんじゃないのー」

「名前に渋さなんていらへん。ってか『依子』は圧倒的に『八重』より可愛くない。もはや完敗。『八重』って名前は字で見たら渋いのに音にしたら可愛いやん。絶妙に渋可愛いやん。ヤエ、名付けてくれた両親に感謝しなアカンよ」

「う、うん。でも、依子も音にしたら可愛くない？」

「ワレどこがやねん、いうてみいや！」

　依子、関西のヤクザみたいになってる。メッチャ怖いし。

「よ・り・こ」

「言い方!?　それ可愛い声で可愛い言い方しただけやん！」

　依子は喚わめいたあと、しょげたように俯うつむいてしまう。

「『依子』は地味やし、音にしても変やし、字で見ても変やし、てゆーか『依』ってなに？　なんで依存症の『依』を、憑ひよう依いの『依』を、名前に使うんよ。依る子っていったいなんやの」

　未いまだかつて、自分の名前をこれほど嘆いてる子を見たコトない。

「依子さん。『依』という字には、『頼りにする』という意味があってですね。『依頼』とか『依託』と言った熟語にも使われてます」

『依頼』や『依託』の『依』だよって言われても嬉うれしいかどうか微妙って思ったけど、依子は小さな希望を見つけたように、その表情は夜明けの空みたく微かすかに明るくなった。

「依願に依託かぁ、ねえそれってどないなときに使うん？」

「そうですね……依願退職や依託射撃です」

「……」

　依より子この表情は日暮れのどんぐもりになった。

「依子。渋めの名前仲間同士さ、一緒に元気出していこ」

　結局、そんな励まししかできない。

　すると、依子は顔を上げて「ぴぎゃあ！」とわめき出した。

　どしたの？

「うちとヤエの名前には決定的な違いがあるんよ！」

「なんなのー？」

「そら名字よ！　ヤエの名字は『綾あや崎さき』なのに、うちの名字は『茂しげ』よ。この格差がむごい！」

「えーっと、『茂』だって」

「フォローはいらん！　そやかてうちが『綾崎依子』になることも。ヤエの本名が『茂八や重え』になって、あだ名が『茂しげ八ぱち』になることもあらへんのやから」

　うん、そりゃそんなコトにはならないだろうけど。

「ほんで、うちはわかったんよ」

　依子は胸を張って言った。



「『茂依子』って名前の読み方を変えれば『もい子』になるって」



「……つまり『もい子』ってあだ名なら、可愛かわいいってコト？」

「うん、バリ可愛いやん。字も音もバリ可愛い！」

　あたしは頷うなずくしかできない。

　だって、依子は長年の苦しみから解放されたような晴れやかな顔をしてるから。

「もいもいもいこ～15歳～。もいもいしちゃうの～♪」

　自分でつけたあだ名を、妙なメロディで歌い出す依子。

　うん、なんかよくわかんないけど依子が幸せそうで良かった良かった。そーいうコトにしとこ。

　にいちゃんが、おそるおそる言った。

「あの依子さん、わたしの名前についても、やえさんのようになにかご意見ないですか？　わたしはその、渋いものが好きなので……わたしの名前の渋さはどうでしょう？」

「もいもいしちゃうの～♪　兄さんは『榛はる名な』も『日に唯い』もむっちゃ可愛い。渋さはゼロ。『榛名』って名字を維持するために生涯未婚でいるべきやね。以上！」

「……そ、そうですか」

　名字のために未婚を貫く。斬ざん新しん。その考えはあたしになかったわー。

「ヤエと兄さん、今後はうちのコトを『もい子』って呼んで。もう二度とうちのコトを『依より子こ』ちゅう忌いまわしきいにしえの言こと霊だまで呼んだらアカンよ」

　忌まわしきいにしえの言霊って。

　それ黒魔術の呪じゆ文もんみたいだねー。

　でも、そんな風ふうに言って、茶化したりできる雰囲気は全然ない。

　依子があまりにも真剣な表情をしてるから。

　依子の切なる願いにいろいろ気になるコトもあったけど、あたしとにいちゃんは頷うなずいた。

　ある日を境に、友達の呼称が変わる。

　心の準備もなしに。

　うーん、慣れるかなー。

「より、じゃなかった。もい子、あのさ」

「はいはーい、なんやのぉー？」

　もい子って呼ばれて嬉うれしそー。

「しりとりの続きしよっか」

「オッケー」

「タイム制限は大目に見るよー。じゃあもい子、『も』から」

「ヤエー、うち『もい子』ってゆうたやん！　もい子の存在を認知して！」

　愛人が不倫相手の男に「自分のお腹の子供を認知して」と迫るような必死の形相で、「認知して！」と訴えかけてくる元・依子。

「わ、わかったよ。あたしが悪かった。あたしの番だね『こ』か。えーっと」

　あたしは陸上部の顧問を指差した。

「『小こ須す田だ』」

　ホント、人の名前を覚えておくと得するねー。

「次はわたしの番ですね。『だ』ですか」

「兄さんはさ、きっと今までみたく難儀な言葉でくるんやろうね。楽しみやわ。どないなんかなぁ」

　うわっ、もい子狡こすっ。

　なにげににいちゃんのハードル上げたし。

　これでにいちゃんは、難しい言葉で『だ』をつなげなきゃいけない空気になった。

　でも、にいちゃんはイッツマイペース。空気なんて気にしなかった。

「『大学いも』」

「どこにそんなんあるん？　ヤエのキャッチコピー？」

　誰だれが大学いもなのよ。あたしのどこに芋との共通点を見いだしたのかまず教えて。

「あそこにあるんです」

　にいちゃんは穏やかな微笑ほほえみを浮かべ、プールサイドのゴザの上を指差した。

　そこをよく見ると、なぜかタッパーみたいなものがある。

　あたしは、オペラグラスを手に持ち、確認した。

「……あれは、確かに、大学いも」

　もい子は大学いもが視界に平然と存在してる現実が信じられないみたいで、プールから出て、ゴザの上のタッパーに向かった。

　タッパーを開けるときのもい子の顔は、オペラグラスでよく見えた。

　あんなに、切なげな瞳ひとみでいもを確認する子そうそう拝めないねー。

　あたしの隣から、にいちゃんの照れたような声が聞こえた。

「さきほど話しましたが。大学いもを作るのにハマってまして」

　にいちゃん、こんな暑い日じゃ惣そう菜ざい屋やだって好んで大学いも作んないよ。しかもプールサイドで食べようと思ってたんだよね。

　うん、一つだけ言わせて。

　炎天下に、いも放置しといて衛生面は大丈夫なの？

　いもじゃなく幽霊でも見たみたいに、精気が抜けたもい子がプールに戻ってきた。

「……『も』かぁ。うちはまた『も』かぁ。嫌や」

　にいちゃんは、狙ねらって「も」攻めをしたのかも。

　ハードルを上げてきたもい子に対する仕返し？

　にいちゃんって、実は侮れない子。

「『も』なんてもうあらへん。……ねえねえ、ヤエちゃーん」

　苦悶に近い表情で悩み倒してたもい子が急に媚こびるような顔で、あたしにすり寄ってくる。

　なんだろ、軽くキモい。

「ヤエってさ、スタイルええやんね」

「いきなりなに？」

「顔もさ、カワゆいし。も・し・か・し・て」

「お褒めの言葉嬉うれしいけど。あたしはなんの『モデル』でもないわよー」

「けっ」

　表情が一変する。感じ悪っ。

「ねえヤエ。質問です」

「なにー？」

「日本の首都はどこでっしゃろ？」

　なぞなぞ？　いや、普通に答えよー。

「……東京」

　もい子はあたしの顔を指差した。

「お、こないなとこに『物知り顔』発見。ヤエ、次『お』やで」

　……。

　あたしとにいちゃんの沈黙が、ノーカウントを意味していた。

「もい子お願いだから、どうかなりふり構ってください」

「そやかてアイス食べたいんやもん！　ねえ、どっかにしゃくれた顎あごの子っておらん？」

「まさかとは思うけど、その子に『モアイ像』ってあだ名を今つける気じゃないよね」

「……」

　もい子は、あたしの指摘を無視して、言った。

「グラウンドに脆ぜい弱じやくな男子はおらんかな」

「……『もやしっ子』って命名する気でしょ」

「……」

　もい子は、またもあたしの指摘を無視して、言った。

「ライターってない？　あといらへん紙とかも」

　えっと、これはなんだろ。

　にいちゃんが答えた。

「もい子さん、学校でボヤ騒ぎはダメですよ。『燃えかす』はいけません」

「ああ、『燃えかす』か。にいちゃん正解だねー……ってこうゆうゲームしてないし」

　いつのまにか、もい子はあたりを鋭い眼光で睨にらみつつ、

「モンシロ蝶ちようカモン！」

　って叫んでる。

「もい子、あと一分間でモンシロ蝶がくる奇跡を信じるの？　てか、もう一分経ってない？」

　にいちゃんのほうを向くと、タイムキーパーはひどく申し訳なさそうな顔をして頭を下げた。

「すみません。大学いもをこんな暑い日になんで持ってきてしまったんだろうと考えてしまって、1分間のカウントをするのすっかり忘れてしまいました。今から始めます」

「にいちゃんやんなくていいよ。だってもう明らかに一分は経ってるっしょ」

「コラ！　うちの負けをそない雑な感じで決めたらアカン。今回はセーフにしてよー。にいちゃんに落ち度があるんやからさ」

「やえさん、もい子さんをセーフにしてくれませんか。わたしのミスで勝敗が決まるなんて、わたしアイスを美お味いしく食べられません」

　勝者は、誰だれに気兼ねなんてするコトなくアイスを美お味いしく食べなきゃいけない。それが勝者の責任。それが敗者への敬意なの。

「……わかった、セーフにする。じゃあ、もい子『も』から」

　にいちゃんは、「59、58」と気合を込めて、カウントダウンを始める。

　セーフが認められても、もい子は「も」から始まるものが全然見つけられず、無情にも時間は刻々と流れる。その間、もい子はクオリティの低い牛のモノマネみたいに「もーもー」唸うなり続けた。売り飛ばされる間際の子牛だって、こんなには泣くまい。

　にいちゃんのカウントダウンは、20秒を切った。

　あたしは水泳部と掛け持ちの飼育部に行った顧問野の々の美みっ！の姿を探して、グラウンドの向こうを眺めた。「もーもー」唸ってるもい子の声を聞いてたらドナドナを思い出して、その流れで飼育部の動物たちを思い出しちゃったの。

　飼育部のゲージが遠くに見えた。

　死角になってて、水泳部の部室くらいあるゲージの一部分しか見えないけど、そこでゲージの掃除をしてる野々美っ！の姿があった。

　野々美っ！って偉い先生だよなー。

　いつも一生懸命だし、生徒想いだし。

　でもたまにドジっ子なのが面白いけど。

　頑張る顧問野々美っ！の姿を眺めながら、思った。

　休憩後の水泳の練習しっかり頑張ろーって。

　突然、死角になってたゲージの影から茶色のなにかが、掃除中の野々美っ！に飛びついたのが見えた。

　野々美っ！は不意打ちの衝撃に耐えられず、ゲージの床に倒れる。

「野々美っ!!」

　あたしは顧問の身に起きた災難に、思わず叫んでた。

　あたしの視線を追っかけて、にいちゃんともい子も飼育部のゲージを見やる。

「あぁ！」

　もい子が、久しぶりにその口から「も」以外の音を発した。

「『も』発見！　野々美っ！の上に乗っかっとるあの可愛かわいい子犬は『モンブラン』。『モンブラン』や、『モンブラン』！」

「……」

「……」

「二人共黙っちゃってどないしたん？　うちが絶体絶命の状況で『も』を見つけたさかい、驚いてるんやね。つぎはヤエの番っ。えーっと『モンブラン』やから…………あ」

「……もい子さんお気づきになられましたか？　残念なのですが、『モンブラン』の最後の文字は」

「みなまでゆうな。兄さんみなまでゆうたらいけんねん……」

　もい子はがっくしと肩を落とし、泣きそうな声でそう呻うめいた。

　こうして。

　プールの中から見えるモノ限定しりとりは、そのしりとりの最中にもい子ってあだ名を自ら手に入れたもい子の敗北によって。

　幕を閉じた。



　にいちゃんと一緒にプールの中で、勝者の特権であるピノを食べる。

「ぶるじょわ階級ー」

　これでもかってくらい幸せな気分。

　暑い日のアイスはやっぱ最高ー。

　唯一の敗者であるもい子が恨めしそうな視線を投げてくる。

「そんな目で見ないでよー。正々堂々の勝負で決着したんだから。もい子は人の名前は覚えてなくてもさ、可愛かわいい犬の名前は覚えてたのに残念だったね」

　まさか『も』から始まる好きな子犬が『ん』で終わるなんてね。

「まあ、これからはあたしみたいに、みんなの名字くらいは覚えたほうがいいんじゃない」

　勝者の気分を味わい中だから、ついつい上から目線で言っちゃう。

　でも、人の名前を覚えておくコトは悪いコトじゃないし。

「もい子さん。良かったらこれ食べますか？　アイスの代わりになれば」

　優しいにいちゃん。もい子にタッパーを差し出してる。

「兄さん、大学いもには大学いもの活躍の場があるんよ。せやから大学いもはアイスの代わりになる日は永遠にないんよ。って兄さん、これ熱々やん」

「レンジでチンしてきました。大学いもは温かいほうが美お味いしいですので」

　暑い日、プールサイド、熱々の大学いも、飲み物なし。

　もい子は兄さんの優しさを無む碍げにしないために、「おおきに」と、か細い声を発し、うつろな目でタッパーを受け取った。

　美味しかったアイスの余韻に浸りながら、無の表情で、大学いもをあむあむと食べるもい子を眺めてた……そのとき。

　――ピンポンパンポーン。

　校内放送が知らせるどこか間抜けなメロディが流れた。



『一年Ａ組、神じん卵らん太た郎ろうくん。校内にいましたら、至急職員室中村のもとまで来てください。繰り返します。一年Ａ組、神じん――』



　二度同じ内容を繰り返し校内放送は終わった。

　そして。

　グラウンドでキャッチボールをしてた天パーが、野球部の輪から離れていく。

　グラウンドを眺めてたもい子が、最後の大学いもを手にしたまま、呟つぶやいた。

「『じんらんたろう』って生徒を呼び出す放送のあとに、ヤエが名字は『かみ』って言っとった男子が校舎に走っていく。……ん？」

「あら、もしかして彼の名字は、『神かみ』じゃなくて……『神じん』なのかしら」

　……嘘うそでしょ？

「そ、そんなコトないよー。きっと天パーは放送の呼び出しとか関係なく、校舎に用があっただけっしょ。うん、きっとそう」

　あたしがそう言ったタイミングで、野球部の誰だれかの野太い声が聞こえてきた。

「神じん！　職員室の用終わったらソッコーでグラウンドに戻ってこいよ！」

　確実に、天パーに向かって、『じん』って呼んでた。

「えーっと、神かみって名字だからさー。『じん』ってあだ名かもしれないよねー」

　それはいくらなんでも……無理っぽいかな。

　もい子の冷たすぎる視線が向けられる。

「ヤエ、しりとりのときさ、『かみ』って言っとったやんね」

「うん、言ったね」

「せやけど、実際あの男子は『かみ』やなくて『じん』やったわけやね。ってコトは」

「もい子オッケー、しりとり仕切り直しだよね。オッケーオッケー、前回の闘いは無効ってコトっしょ」

「ちゃうちゃう、ヤエの負けやん！　『じん』やったら、『ん』ついとるし」

「チョット待って。確かに『じん』だったら『ん』がついてアウトだけど、あのときのあたしの番は『か』だったわけだから、『じ』から始まる言葉はハナからノーカウントでしょ。単なる言い間違いってコトにしてよー」

「やえさん。言い間違いでノーカウントにしても、あのとき残り時間は３秒もありませんでした。あのとき言い間違いだとすぐ気づけたら、残り３秒以内に『か』から始まる言葉は言えましたか？」

　恐ろしく記憶力のいい元タイムキーパー。

「もちろん言えるよー。だって『か』なんていくらでもあるし」

「ほなヤエ、さっそく言うてもらおうか。３秒以内に『か』のつくもん言えたら、さっきのを無効チヤラに認めたるよ」

「え」

「ほないくで。３、２、１、０」

　……。

「髪」って言えばよかった。

　でも「髪」って、もとはといえば、もい子のヒントだったんだよなー。もい子のヒント通りに「髪」って答えるのチョット屈辱だなーなんて逡しゆん巡じゆんしちゃってるうちに、３秒なんてすぐに経った。トホホ。

「そっかー、あたしの負けか。仕方ない、おぬしに勝ちを譲ろう」

　あたしはもい子の手首を掴つかみ、

「ちゃんぴおん」

　って言って、その手を高々と天に上げた。

「じゃあ、あたしは休憩時間の残りをビニールボートでちょっくらお昼寝でもして過ごそっかなー」

「ヤエ。寝る前に寝言ゆっちゃアカンよ」

　太陽の下、もい子の瞳ひとみがギラギラしてる。

「うちが勝者やねんな。間違いないやんな」

「う、うん。そだね」

「ならうちにはアイスを食う権利があるってわけやね。さあ、勝者の特権プリーズ。うちもプールん中で『ぶるじょわー』って言わせてぇ」

「待ってよ。もうアイスないしさ。今度あたし買ってくるからさ」

「ヤエ、今アイス買こうてきて。大学いもでパッサパサになったうちの口ん中を爽さわやかにして」

「よっしゃ、なら水道水汲んでくるよ！　バケツ何杯ほしい？」

　思いっきり笑顔で言ったら、もい子の目は壁に空いた穴ぼこみたいになった。

「あーぁ、ヤエはあないに人の名前覚えてるコトに自信持っとったのに、人の名前間違っとるし。人の名前間違って覚えとったのにアイス食うとるし。『神じん』を『神かみ』って、ドヤ顔でゆうてたし。ドヤ顔で人名を――」

「わかりました。アイス買いに行かせてもらいます」

　というわけで。

　あたしは水着から制服に着替えて、アイスの買いだしに行くはめになった。

　プールから出るとき。

　背後からもい子の「ちょい待って」の声がかかる。

　もしかして、やっぱり行かなくていいよ、とか言ってくれるのかななんて思ったけど。

　違った。



    

  
    
      



    

  
    
      「ヤエ、ダッシュでお願いな。アイス溶けてまうし、休憩時間が終わっちゃうやん」



　罰ゲームは結局ナシのルールになってたけど。

　思い返せば、罰ゲームにグラウンド三周とかはゴメンだよね、みたいなコトをあたしは言ってた。

　……なのに。

　高校のすぐ近くにはコンビニがなくて、あたしはグラウンド五週分は離れた場所にあるコンビニまでアイスを買いに行くコトになった。これ以上ないくらいトホホって気分。

　で、買った後はマジで溶けちゃいそうだから、ダッシュして永遠高とわこーに戻った。

　そして。

　アイスを入れたコンビニ袋を持って、校門を抜けたとき。

　大量のスチールウールを頭に乗っけたような男子が目の前に現れた。

　その男子は涼しげな顔で、高原にピクニックにでも来たように、ひょいひょいと軽快な足取りでグラウンドに向かおうとしてる。

　ダッシュしてきて汗だくのあたしは、気づけば思いっきり、その天パーをこじらせた男子を睨にらんでた。

　天パーは、あたしの尋常じゃない視線を感じたみたい。高原で熊くまにでも遭遇したみたいに、ギョッとした顔で足を止めた。

　無言で見つめあうコト、五秒。

　天パーが言った。

「……な、なにかご用ですか？」

　ＮＨＫでニュースを読む新人アナみたいな妙に畏かしこまりくさった声。

　あたしは無言で見つめるだけ。

「あ、あの、どうかされたんですか？」

　その馬ば鹿かみたいに真面目な声を聞いてたら、あたしは我慢できなくなってきた。

　もい子やにいちゃんに、人の名前は覚えておいたほうがいいよなんて得意げに言ってた自分。恥ずかしい気持ちになってた。情けない気持ちにもなってた。

　お門違いだけど、ホントお門違いだけどさ、ややこしい名字の男子の存在に腹が立っちゃってた。

　あたしはそんなごちゃ混ぜの感情を、目の前の男子に遠慮なくぶつけるコトにする。

「なんで、アンタは」

「はい？」

「なんで、アンタは神かみじゃないのよ！」

「………………え、あの。僕はただの人間であることを責められたんですか？」

「アンタが神かみだったら、あたしは救われたのに」

　わかってる。

　理不尽なコト言って、目の前の天パーにキレてるのわかってる。

　天パーは、悲しい事件を読み上げる感受性豊かなアナウンサーみたいに、なにかに耐えるような表情をして、悲しげな視線をあたしに向けた。

「…………人間で、すみません」

「い、いいよ。人間でいいから、別に」

　ってか、ナニこの会話？

　……。

　………。

　全然知らない男子との沈黙がツラ過ぎて……てか、アイス溶けるじゃんとか思って、あたしはダッシュでプールの方に走りだした。

　あたしの背中に神じん卵らん太た郎ろうの真剣な声が飛んできた。

「僕は神にはなれませんが、何かの分野で神と呼ばれるような人間になれるよう頑張ります！」

　あたしの背後でなんかすごい宣言してる男子がいるんですけど。

　ヤバッ、アイス軽く溶けてない？

　あたしは振り返って、神じん卵らん太た郎ろうにすっごーく適当な調子で言った。

「頑張って、神になって！」

　正確には、神じんから神かみに改名してー。

　てゆーか、もうしりとりしなさげだから、神卵太郎は神卵太郎で別にいいよー。



    

  
    
      
　第三話　ぱいおっぱいおっの回





　気になる人とかいたりする～？

　それ系の質問を。

　話題に尽きかけ気味のときに何気ないトーンでされても。

　修学旅行の夜みたく無駄に深い話をしたくなってるときに畏かしこまったトーンでされても。

　いないよ。

　あたしは、ソッコーでそう答えてた。

　恋愛の話（恋バナって言葉は好きじゃない）なんて興味ないし、恋愛そのものとは無縁だし、きっとこれからもそれは変わんない。

　クラスの女子達は、片想いすれば「切なくて死にそー」とか言って。

　失恋すれば「悲しくて死にそー」とか言って。

　つきあい出せば「幸せすぎて死にそー」とか言って。

　言葉だけ聞いたら、バトルものの少年マンガの主人公みたいに、しょっちゅう死にかけてるけど。

　そこはやっぱりマンガの主人公と同じでまぢで死んだりしない。

　恋をしてる女子は、よく死にかける無敵の生き物っぽいの。なんだろね。

　あたしは安全第一の学校生活を送ってるから、女子達の「死にそー」にも、校長せんせーの「命は大切に」って訓示にも、全く気にしないで生きてる。

　で。

　あたしがなんでこんなコトをダラダラ考えてるのかってゆーと。

　そう。

　できちゃったの。

　あたしにも気になる人が。

　……って言っても。

　切なくて死にそーになったり、

　悲しくて死にそーになったり、

　幸せすぎて死にそーになったりは、

　絶対なんない。

　男子って生き物が嫌いなあたしにとって、その男子全般の中でも最も嫌いな個体と断言できる男子が現れただけだから。

　その最も嫌いな男が自分の半径十メートル以内に入ってきていないかどうか、学校にいる間は、常に気になって仕方ない。

　間違いなく、あたしの人生史上最も気になる男。

　そいつが変な名字だったせいで、あたしはこの前コンビニまでダッシュしなきゃいけなくなった。

　まあ、そいつの名前をちゃんと覚えてなかったあたしが悪いんだけど。

　とにかく、そいつの天パー頭……ううん、そんな生やさしいモノじゃない……そいつのスチールウール頭は、生理的に嫌いなんだからしょうがない。

　そうなの。

　あたしは神じん卵らん太た郎ろうなんて大嫌いなのー。



　いつもの放課後。

　いつもの水泳部。

　前半の練習が終わった直後のこの時間は、コースロープをあたし達三人で外してる。

　神卵太郎のコトなんて考えちゃってたけど、水泳部っていいよねー。

　プールにいる間は、神卵太郎の不意の接近に備えて、気を張んなくていいから。

　さあ。

　コースロープを外し終えたら、プールにビニールボートを浮かべて、

　まったりしよー。

　なんて考えてたら、グラウンドの果てから野太い声が聞こえてくる。

「締まっていこー！」

　野球部のかなり太めのキャッチャーだ。

　プールサイドからフェンス越しに野球部の練習風景を眺めたら、

　……アレ？

　神じん卵らん太た郎ろうがいないじゃん。

　グラウンドの野球部員の中に、キャップからスチールウールみたいな髪をはみ出してる子を見つけらんない。

　神卵太郎がいないんなら、それはそれで気にしなきゃいい話なんだけど。

　なんでだろう。

　姿がないコトが余計に気になる。

　例えるなら、自分の部屋に虫がいて、つぎの瞬間見失って、「虫どこいった!?」って状況に似てんのかも。

　部屋にいる虫って、外に逃がすか、成敗するか（ゴメンね）するまでは、常に視界に捉とらえて虫の所在を把握しとかないと落ち着けない。

　それと同じで、このまえは野球部の練習をしてたはずの神卵太郎の居所が不明だと、妙に落ち着かない。

　ホント、いてもいなくても気になる男。



　いつもの休憩時間の最中。

「超のどかだねー」

「はい、のどかですね」

　あたしはビニールボートににいちゃんを招いて、二人でまったりしてる。

　もう一人の水泳部員はまったりとは無縁で、顧問野の々の美みっ！指導下の練習中以上の運動量で休憩時間を過ごしてる。

　――バシャバシャバシャ。

　もいこはプールを撲殺しようとしてるみたいな水音を上げて、二足歩行で水面を激走してる。

　水すい遁とんの術、精が出るねー。

　もい子は、あたしの周りにいる女子高生ん中で、「それ正気なの？」って言いたくなるお願いを、正気の塊である教職員連中に真顔で言ってのけるコトができる希有な無鉄砲なの。

　最新のもい子無鉄砲列伝といえば、顧問の野の々の美みっ！に「水泳部の準備運動に是非水すい遁とんの術を正式採用してほしいんよ」って打診したコト。

　打診する直前のもい子に「正気なの？」って聞いたら、「勝機はある」って答えてきた。

　いやいやいや、正気も勝機もほぼないから。

　で、あたしとにいちゃんの予想通りあえなく却下されてた。水泳部にはすでに野々美っ！が考えたウォーミングアップがあるし。

　もい子曰いわく、水遁の術は水泳に必要な筋力と集中力と方向感覚を養えるって、熱心に訴えたんだけどね。

　てか、水泳に方向感覚っているのー？

「もい子さんは水遁の術の競技人口を増やすのが目的らしいですね」

「なにそれ。競技人口増やして、水遁の術大会でもする気なのかなー」

「はい。国際水泳連盟、通称ＦＩＮＡにオリンピック種目として認めてもらうのが夢だって言っていました」

「壮大過ぎるアホな夢ー。水遁の術ってそもそも泳いですらないじゃん」

　水遁の術の練度を上げようと、バシャバシャを繰り返すもい子を眺めながら、

　あたしはプールに入れた足をパシャパシャする。

　にいちゃんもプールに入れた足をパシャパシャする。

　たったそれだけのコトが、なんか楽しい。

　放課後のプールでの休憩時間って、どーしてこんなに居心地がいいんだろ。

　教室の休み時間に女友達と一緒にいるときも楽しいんだけど、居心地いいとか思ったコトない。

　休み時間の女友達とは、三秒以上沈黙を続けちゃダメってゲームをしてるみたいに、忙しなく言葉が行き交ってる。

　だけど、水泳部の休憩時間は、声出したら負けってゲームをしてるくらい沈黙になるコトがちょくちょくある。

「沈黙」＝「居心地悪っ」だと思ってたけど……、

　それが違うって水泳部に入ってわかった。

　だって今なんて、バシャバシャとパシャパシャしか聞こえてこないけど、全然居心地がいいしー。

　居心地がいい理由は、多分もい子とにいちゃんは、あたしや教室の女の子達みたいに、三秒以上沈黙を続けちゃダメってゲームに参加してないからだと思う。

　休憩時間のあたし達の中には、なんのルールもない。

　水遁の術をしてもいいし、ゴザの上で読書をしててもいい。

　みんな自分の部屋にいるみたいに勝手気ままに過ごしてんのに、誰だれの「気まま」も邪魔しないで、あたし達三人はここにいる。

　ここには、居心地のいい沈黙があるの。

　それって、なんか素敵じゃんって思えたりする。

「……やえさん」

　おっと。あたしったら、考え事に没頭しまくってた。

　水の流れる音とか水の弾はじける音って、考え事に集中しちゃう効果があるから。

「なあに」

「わたし、もい子さんのよくわからないエネルギー好きです」

「うん、あたしも好きかもー。もい子って見てて飽きないよね」

　そう言ってる矢先。

　――ザバァーン

　もい子はプールの真ん中あたりで、思いっきりこけた。

　……。

　土左衛門のように水面にうつぶせで浮かぶもい子。

「た、大変です！　もい子さんが志半ばで」

「いやいや、生きてる生きてる！」

「あっ、もい子さんが起き上がりました」

　もい子は、水すい遁とんの術専用かんじきをつけたまま泳いでこっちにやってくる。

　あたし達の顔を見ると、もい子は苦笑を浮かべる。

「水遁の術の本場は池やから、プールはしんどいわ。足の運びが池とちゃうねん。なあヤエ」

「知らないし！　その悩み全然わかんないからー」

「あ。このプールの水質を池に近づければ練習効率が上がるやん！」

「声のトーンがなんで名案浮かんだ風ふうなの？　もい子冗談でしょ」

「あたりまえやん。微生物に、藻類や水草、それに虫や魚とかの生態系をバランス良く循環させて、水質を綺き麗れいな状態に保つんはさ、今のうちにはムズいしね」

「実現させるためにまあまあ調べてるよねそれ！　『今のうちには』って部分が怖いんですけど」

「ヤエ安心して。プールはプールとして利用するんが一番やと思う」

「すっごく普通のコト言われただけなのに、ホント安心したー」

「あれ、もい子さん、自分のお胸を自分で触ってどうされたんですか？」

　確かに、もい子は自分の胸をペタペタ触ってる。

「プールでこけたときに強く打っちゃって地味に痛いんよ。そや、良かったら二人が撫なでてくれへん？　痛いの痛いの飛んでけ的なやつ」

　あんまり良くないし。

　でもにいちゃんは気にした様子もなく、

「いいですよ」

　もい子の胸を触り出した。

　ナデナデ。

　プールサイドで、一人の女の子の胸を一人の女の子が優しく撫なでてる光景。

　……なんか、見てるだけで恥ずかしくなるんですけど。

「ヤエは触ってくれへんの？」

「あたしはいいよ。そういうの恥ずかしいし、チョット変じゃん」

　もい子は急に「ぐくくッ」と伝家の宝刀ブス笑いを見せだす。いきなり見るに堪たえない笑顔。

「ヤエはさー。ヤエはさー。綾あや崎さき八や重え15歳はさー」

「なに？　なんか絶妙に嫌なトーンで名前呼ばれてるんですけど」

「ぐくくっ、女の子のおっぱい触んのは、男じゃなきゃ変やと思ってるんやね」

「んなワケないし！　想像したらキモ。男に触られたら、あたし形成外科に直行だから」

「形成外科？　なんでなん？」

「皮膚移植しなきゃ。それと脳外科にも行って、忌いまわしい記憶消してもらわないと」

「やえさんそれは無理です。脳外科ってそんなＳＦみたいなところじゃないですよ」

「ならにいちゃん教えて、脳外科の先進医療を受けられる国ってどこ？」

「日本の医療が遅れているから無理なわけじゃないです」

「ってコトは、もし男に触られたら、あたしは辛つらい記憶を持ったまま癒されない心を抱えて、現世を彷徨さまよえと？　にいちゃんはそんなひどいコトを言うんだね」

「いえ、微み塵じんも言ってないと思うんですが。やえさんまず落ち着いて、ご自身の右手を見てください」

　右手？

　……。

　いつのまにか、あたしの右手はもい子の胸に導かれてた。

　むぎゅーん。

　もい子の胸（Ｄカップもある代物！）は、世界中の柔らかいものを詰め込んだ塊の反抗期みたいだった。

　柔らかいくせに、しっかり反発してくる。

　下品な男子が好きな言葉みたいで嫌だけど、まさにボインボインって感じ。

　あたしの手じゃチョット収まんないくらいデカいから。

「ヤエどお？　時速80キロで走っとる車の窓から手を出したみたいやろ」

「それ全然わかんない」

　多分、時速80キロで走ってる車の窓から手を出しても、こんな柔らかいものには触れらんないと思う。

　てか。

　もい子って、中身はやんちゃな男子小学生みたいな感じなのに……、

　身体からだには、こんな気持ちいいものを二つもつけてるんだー。

　あたしは自分のＡカップ（発育途上！　Ｂへの昇進間近！）の胸を見た。

　……なんか、女の子として負けてる気がする。

　もい子より、さらに胸が大きいにいちゃん（Ｅカップもある化け物！）は、乳ガン検診を行う医師さながらの真剣さで、もい子の胸を黙々と撫なで回してる。

「もい子さんの乳房は内側からはぜるような量感がありますね。競泳水着越しなので、ぬるま湯を満たした風船のような触れ心地に感じます。この乳房は、わたしの指をドロドロに溶かそうとする丸く豊かなうねりです」

　にいちゃんは、本を読み過ぎちゃったんだー。

　胸の感想がエッチな小説みたいになってるし。

　――!?

　って、あたしは今現在の状況を一気に理解した。



    

  
    
      



    

  
    
      　プールサイドにて、一人の女の子の胸を、女の子二人掛かりで触ってるっていう異常事態。

　おっぱいって恐るべし。

　あたしから冷静な状況判断力奪うし。

　あたしは慌てて、もい子の胸に触れた手を離した。

「あたし達何やってんの!?　にいちゃんそれ撫なでるどころかもう完全に揉もんでるよね？」

「もい子さんすみません」

「ええよええよ。揉んで揉んで。減るもんじゃないんやし」

「もい子アンタはおやじみたいなコト言わないの」

「もい子さん聞いてください。わたしは自分の胸があんまり好きじゃないんです」

　にいちゃんは絵本の中のお姫様のような顔を物憂げな表情にして、そう告げた。

　えーっと、なぜあたしには聞いてくださいって言ってくれなかったのかなー、気になるんですけど。

「だから、わたしは他ほかの方のお胸はどんな案配なのか興きよう味み津しん々しんでして。この好機につい乳房を揉みしだいてしまいました」

　つい乳房を揉みしだいて、ってどういう種類の「つい」なの？

「そうやったんか。わかるよ兄さん。すんごく可愛かわいい清純派アイドルとか、ファッション誌のキュートなモデルに巨乳ってバリ少ないもんね。おっぱいがおっきーのって可愛くないし。水すい遁とんの術の加速度落ちてる気するし。デカいおっぱいなんて嫌やんね」

「はい、お胸のせいでイスに座って本を読むときは、本の下のほうが見えにくくなることがたまにあります。嫌なことはいっぱいあるのに良いことなんて、都こんぶをお胸の間に挟んで収納できるくらいしかありませんし。こんなに大きくないほうがいいです」

　ＥカップとＤカップが自分の胸に不満を言いまくってる。

　あたしは、蚊帳の位置もわかんないくらい蚊帳の外にいる気分。

　……そして。

　いつのまにか二人の視線があたしの顔にたどり着き、その視線はあたしの身体からだを下がっていく。

「チョット！　あたしの胸に羨せん望ぼうのまなざしを向けんのまぢやめて。あたしの胸は路上の石ころを見るような目で見て！」

「ヤエって特殊なＭ？」

「誰だれがよ！」

　ヒートアップしたあたしは止まんない。

「もい子もにいちゃんもＡカップの悲しみをちっともわかってない！　あたしはキラキラして派手なモノが好きなのに、そういうファッションって、水着でもドレスでもなんでも胸があるほうが似合うし。

　どうせ巨乳の子より貧乳の子が似合うキラキラしてて派手なファッションなんてさ、スパンコールを鏤ちりばめたクジャクの着ぐるみしかないし！」

「……クジャクの着ぐるみってあるんやね」

　もい子がそう呟つぶやいた後、二人はあたしの胸から視線を外し、押し黙る。

　Ａカップの胸を、羨せん望ぼうのまなざしで見つめたらダメって戒めになったはず。

　二人にはもう二度と同じ過ちを犯さないよう、多いに反省してもらおう。

「ねえ、ヤエ」

「なあに？」

　謝罪の言葉かなー？

　しょうがない。ゴメンの一言で許してあげよう。あたしって胸は小さくても心は広くありたいから。

「大丈夫！　ヤエは軽肥満体型の男子小学生よりか胸あるって、うちは思うんよ」

「……え、そもそも、そーゆう人はライバル視してなかったんだけど」

「でも、やえさん。軽肥満体型の男子小学生のお胸の膨らみは侮れませんよ」

「侮らせてよ！　てか、さっきからなんか軽肥満にこだわってる？」

「そやかて肥満体型の男子の胸やったらヤエより大き……ほな、トレーニングに行くかなっ」

「言い止まるタイミング遅っ！　なに言うつもりだったのか察しが付き過ぎる！」

「やえさん。若い女性のＡカップ率は……なんと10％強もあるんです。ＡＢ型の人の割合より若干多いんですよ。ということはＡカップの人なんていっぱいいるんです。だから人生を棒に振っちゃいけません」

「人生を棒に振る予定はこれっぽっちもなかったよ。にいちゃんって、フォローの仕方が斬ざん新しんだよね」

「はい、ありがとうございます」

　ああ、にいちゃんが喜んじゃった。

　にいちゃん、ゴメンだけどフォロー下べ手たな子だと思ってるよ。

　いつのまにか、アキレス腱けんを伸ばしてたもい子が「いよっしゃ」と、なんか気合を入れた。てか、もい子ってホント隙すきあらばアキレス腱伸ばす子。

「ぼちぼち宴もたけなわやから、うちは水すい遁とんの術に戻ろっかなー」

「どこらへんに宴があったの！」

　……。

　………。

　…………。

　そして、あたし達の間に、初めて居心地の悪い沈黙が流れた。



　もい子は自主トレーニングを再開させて、あたしとにいちゃんはビニールボートでの、まったりタイムに戻った。

　何気なく、グラウンドの野球部の輪の中に神じん卵らん太た郎ろうの姿を捜したけど……やっぱりいない。

　アイツ、スチールウール頭のくせに部活休んでんの？

　この前は、キャッチャー頑張ってたのに。

　見た目は生理的に大嫌いなんだから、部活くらい頑張ってよね。

　って。

　別に神卵太郎の人間性なんてなんでもいいんだけどさー。

　グラウンドを眺めてたら、隣に座るにいちゃんが話しかけてきた。

「やえさんは水泳部以外だったら、入ってみたい部ってあったんですか？」

「唐突な質問だねー」

　あたしは視線をグラウンドからにいちゃんに移した。

「うーん、見学しに行こうとした部ならあったけど」

　あ、しまった。その話はあたしの高校生活の軽い黒歴史。

「え、なに部ですか？　つくって食べようドネルケバ部ですか？」

　にいちゃん、なにつまんない冗談言ってんの？

　って思ったけど、そういえば永遠高とわこーって、ホントにドネルケバ部がある。しかもあいつらは文化祭のときに２年分の部費を荒稼ぎする営利団体ってウワサ聞いたし。

　あたしは、何部の見学に行こうとしたか知られたくなくて、話題を変えた。

「あたしのコトより、にいちゃんは水泳部以外に入ってみたい部ってあったのー？」

「ないですね。水泳部がなかったら、わたしはどの部にも入ってなかったと思います」

「あたしも水泳部なかったら帰宅部だったかもー。あたしの場合まず男子がいない部ってのが絶対条件だしね」

「やえさんは、本当に筋金入りの男性嫌いなんですね」

「だってさー。男子なんていたら、さっきみたいにもい子の胸触るなんておふざけできないから」

「そうなんですか？」

「そうよー。あいつら単純で下品で馬ば鹿かだから、そんなの目撃したら興奮しちゃって鼻血出しまくって、プールの水を真まっ赤かに染めるから」

「……や、やえさん。男性像が前世紀の遺物のようなラブコメ主人公になってますよ」

「前世紀の遺物って言っても前世紀はほんの十年前なのよー。十年で男って生き物が進化するわけないじゃん」

「でも鼻血でプールを真まっ赤かに染め上げるびっくり人間は、現実にはいないと思います」

「いないの？　にいちゃんはＹｏｕＴｕｂｅとかよく見る？」

「ＹｏｕＴｕｂｅはあまり見ないんですが、声を大にして『いない』と断言させてください」

　にいちゃんと話しててわかったコトがある。

　あたしが水泳部で過ごすこの休憩時間が、妙に居心地いいって感じる理由の一つ。

　それは、ここには男子がいないってコト。

　教室で女子達と話してるときは、会話の輪に男子はいなくても、背景には男子がウジョウジョいるし。

　ここだったら、グラウンドの方を見なければ、男子の姿なんて見なくて済む。

　それに見ちゃったときもフェンスの向こうだから、安全。

　まるで動物園で檻おりの中のライオンでも見るみたいに安心できる。まあ、男子はライオンみたいに、派手な感じでかっこよさげな生き物じゃないけどね。

「男の人がいない部ですと、テニス部はそうですよね」

「あそこは論外。だって顧問が男だし。しかもギャグキャラみたいにプロテイン飲みまくってるから」

「では、合唱部はどうですか？　部員は女の子だけで顧問の先生も女性ですよね」

「だねー。でもあたしって、リズム感にチョット自信がないってゆーか」

「リズム感ですか？　でも合唱曲ってそんな速いテンポの曲は歌わないですよね」

「いやー、速いとか遅いとかの次元の話じゃないってゆーか」

「はい……えっと、何次元の話ですか？」

「全すべてのコトは三次元で起こってるから。……てか、あたしって、実は三本締めからして苦手っぽい感じってゆーか」

「やえさんってやっぱり面白い人ですね。あはっ、ユーモアのあるギャグ好きです」

「どこからあたしのユーモア見いだしたの？」

「三本締めに苦手なんてないですよね。そんな馬ば鹿かなです」

「にいちゃん、そんな馬鹿なコトが起こってるんだけど」

「……一回試してみてもいいですか？」

「いいよー、三本締めやろっか」

　あたしとにいちゃんは、手のひらを上に向けて両手を開いた。

　音頭はにいちゃんが取る。

「お手を拝借。いよーおぉ」

　タンタンタン、タンタンタン、タンタンタン、タン（にいちゃん）。

　タンタンタン、タンタンタン、タンタンタンタン、タン（あたし）。

「いよー」

　タンタンタン、タンタンタン、タンタンタン、タン（にいちゃん）。

　タンタン、タンタンタンタン、タンタン、タン（あたし）。

「もう一丁」

　タンタンタン、タンタンタン、タンタンタン、タン（にいちゃん）。

　タンタン、タンタンタンタン、タンタンタンタン、タンタン（あたし）。

　……。

　確か三本締めって、このあと「ありがとうございました」的なコト言って、拍手とかしなかったっけ？

　にいちゃんは、慈愛に満ちた瞳ひとみをあたしに向ける。

「……やえさんって皆勤賞を狙ねらってる人でしたよね」

「その質問なにゆえ？　ちなみにだけど今日のあたしは体調万全だよ。別に早退しないで無理を押して部活に来たわけじゃないから」

「……やえさん、では次はアレンジバージョンじゃないほうでお願いします」

「ＮＯアレンジ！　にいちゃん信じて。あたし本気だったから」

「やえさんはラジオ体操ってそつなくできますか？」

「できるに決まってるじゃん、って即答したいけど。後半の腕を振りながらジャンプするトコは苦手かな。成功率は三割って感じ」

「…………」

　自分のせいで言葉を失ってる人の顔って見たくないよねー。

　あたしはおどけて言い直した。

「三割は謙虚に言い過ぎたかも。四割五分はイケるかな。あははっ」

　にいちゃんは、張り詰めた表情であたしの両手をガシッと掴つかんできた。

　な、なに？

「やえさん。ラジオ体操なんてできなくても、生きていけますから！」

「う、うん、そうだね。そう思って生きてきたよ今日まで」

　にいちゃん、リアルトーンのアドバイスありがとね。

　それと無理にフォローしなきゃいけない空気にさせちゃってゴメンね。

　にしてもにいちゃん、ホントフォロー下べ手ただよ。下手過ぎて、あたし胸の奥がちょびっと痛いよ。

　話題を元に戻したい。

　えーっと、他ほかの部ってどお？って話してたんだよね。

「ねえにいちゃんってさ、なんで水泳部に入ろうと思ったのー？」

　にいちゃんは体育会系とは真逆の雰囲気を持ってる感じだし。気になる。

「やえさん。わたしはその場の雰囲気に影響されやすかったり、周りの人の気分や感情が移ってきてしまうって話、覚えていますか？」

「忘れるわけないじゃん」

　やる気のない先生の授業は、どうしても集中できなくて自己嫌悪しちゃうっていうにいちゃんの話。

「わたし実は、入学してすぐの頃ころいろんな部を見学に行ったんです。ヒップホップダンス部から見学し始め、本当にいっぱい行きました」

　ヒップホップダンサーにいちゃんが誕生してた可能性もあったってコト？

「ＹＯ」とか「チェケラ」とか言ってるにいちゃん見たいなー。

「全すべての部を見学し尽くして、わかったんです」

　ドネルケバ部は学祭で稼いだお金でケバブの本場の中東旅行を画策してて、今はケバブ全然つくんないで現地の語学勉強に明け暮れてるコト……なわけないよね。

「水泳部が一番心地良い感情が溢あふれてる部活だなーって思ったんです」

「心地よい感情？　それってあたしともい子が出してるの？」

　あたしともい子は、水泳部に同じ日に入部して出で逢あった。

　にいちゃんは、あたしが入部したほんの三日後に見学にやってきて、翌日入部した。

　それ以来、あたし達は放課後のプールでいつも一緒にいる三人になったの。

「はい、見学に来たとき。野の々の美みっ！先生のもと、お二人が真剣に水泳に取り組んでいる雰囲気。そして休憩時間中のお二人は、一言ではとても言い表せられないんですが……陽の雰囲気がありました」

　そればっちり一言で言い表してるよね。ううん、今そーゆうトコ気にする場面と違うから。

「練習中はいつも……やえさんともい子さんの真剣な感情の影響を受けて、わたしは水泳をやる気いっぱいで頑張れるんです。

　休憩時間中はいつも……やえさんともい子さんの明るい感情の影響を受けて、わたしはプールで和みまくりなんです。本当にここは楽しい部活ね」

「あたし達って、そんなに楽しい部なのかなー。そっかなー」

　なんだろ、照れくさい気分になっちゃうんだけど。

「はい、超楽しいですよ」

　にいちゃんが「超」を使うのはレアで、にいちゃんの楽しい気持ちがすごく伝わってくる。

「今日だって、もい子さんと一緒にやえさんのことを羨うらやんだり、わたしたちは仲良しさんですよね」

　すっごくハートウォーミングな空気が流れてる。

　でもね、これだけは言わなきゃいけない。

「羨うらやんだのって、あたしの胸のコトだよね。決して羨せん望ぼうの目で見てはいけないこのぺったんこのコトだよね」

「…………」

「にいちゃん。『あ、しまった』って顔したあとに無言を通しても、なかったコトにはできないから」

「やえさん。人々は太古の昔から平地に安住を見いだし、営みを続けてきました」

「なにゆえ話題が平地？　……もしかして、ものすっごく遠回り気味にあたしの胸をフォローしてたりする？」

「……やえさんのお胸は限りなくＢに近いＡだと思います。いわばこれはもうＢみたいなものです。そしてＢもＣも大差ありません。ということはＣみたいなところもあるということです。すなわちやえさんのお胸は、Ｃと言っても支障はない代物であり、Ｄなんてもうすぐってワケです」

「ちんぷんかんぷんだよ！」

　にいちゃん、フォローがヘタ過ぎて、言ってる意味すらわかんなくなってるよー。

　ビニールボートの上であたふたし出したにいちゃんは、あたしの両肩を正面からガシッと掴つかんで、絵本の中のお姫様みたいな可愛かわいらしい顔をグッと近づけてきた。

「わたしにとってこの部より楽しい部はありません。この部には、いつも素敵な感情が溢あふれています。やえさん今日までありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします。簡単ではありますが、以上がわたしからのやえさんへのメッセージとさせていただきます」

　にいちゃんは、それはそれは見事な強引さと閉会の挨あい拶さつじみた言葉でこの場を締めくくった。つい直前まで胸の話なんてしてませんけどっていう素知らぬ顔で。

「やえさん。話を戻すんですが……三本締めだけではなくてですね」

　エー。そこまで戻すんだね。うん、わかったよ、その話題に乗るよ。あたしこれ以上にいちゃんに胸のフォローされたら、心に癒えない傷を負いそうだし。

「一本締めしてみませんか？」

「それ、リズム感いらないし」



　にいちゃんと一本締めじゃなくて、何度か三三七拍子を挑戦して、悪戦苦闘して、自分の絶望的なリズム感のなさを自覚して、結局水泳部以外の部の話をする。

　何気なく、野の々の美みっ！は、掛け持ちしてる飼育部で今なにやってるのかなーって思って。

　グラウンドの隅の飼育部の方を見たら……。

　いた。

　いや、野の々の美みっ！じゃなくて。

　もじゃもじゃ頭が。

　飼育部に大人のプードルがいたはずだけど、その「もじゃもじゃ」とは違う。

　あの酸化スチールウールみたいな「もじゃもじゃ」は間違いなく……、

　神じん卵らん太た郎ろう。

　なんであいつが、飼育部でドーベルマンと戯れてんのー？

　野球部じゃなかったの？

　もしかして、飼育部にも所属してんの？

　てか、野球部と飼育部の掛け持ちって、斬ざん新しん過ぎない？

　ドーベルマンにエサと勘違いされたのか、飼育部の柵さくをよじ登って、ドーベルマンから逃げ惑う神卵太郎を「なんかウケるー」って気分で眺めてたら、

「二人ともオイッス。スポーツの発展と振興に一翼を担う気あらへん？」

　もい子が水面を歩きながら、こっちにやってきた。

「なあに、水すい遁とんの術をやれって話？」

「察しええね。そう、競技人口増やすのがうちの使命みたいなトコあるんよ」

「ごめんパス」

「えーっ。ほな兄さんはどお？　一緒に『水上のバイク』って呼ばれるようになろうよ」

「すみません、そんな異名はいらないです。あとそれはマリンジェットのことですね」

「世界陸上やなくて世界水上目指そうよぉ」

「種目完全に水遁の術オンリーですよね」

　不意に、あたし達のいるプールにこの世で一番好きじゃない騒音が聞こえてきた。

　ぱいおっ、ぱいおっ、ぱいおっ。

　野球部がランニングを始めたみたいね。

　げんなりするあたしとは対照的に、もい子は弾んだ声で言う。

「今気づいたんやけどね。野球部があの掛け声を毎度しとるってコトはさ、あれって理にかなった練習法なのかも。『ぱいおっ、ぱいおっ』言いながら走ると効果上がるみたいな。よし、二人とも『ぱいおっ、ぱいおっ』言いながら水遁の術しよっ」

「なんかやりたくない度に拍車がかかった。絶対パス」

「すみませんが、わたしも遠慮致します」

「そんなぁ。あ、そや、こないだしたしりとりゲーム楽しかったやんね。またなんかゲームして、負けた人が『ぱいおっ、ぱいおっ』言いながら水遁の術やるってどおどお？」

「もい子、ゲームに持ち込む流れが強引だから」

「ええやん。とにかくやろうよぉ」

「でもさ、もい子は負けても大して罰ゲームになってないじゃん。いつも水すい遁とんの術やってるわけだし」

「そやねー。ほなうちが負けたら、休憩時間が終わるまでにコースロープを一人で張るよ」

　休憩時間前に外したコースロープは、後半の練習の前に張り戻さなきゃいけないんだけど、あれが地味にめんどくさい。

　もい子が一人でやってくれるんなら、かなり嬉うれしいかも。

　あたしはにいちゃんと目をあわせる。アイコンタクトで会話するの。

　やろう、にいちゃん。

　やりますか、やえさん。

　あたしにとって、嫌だなーって思えて、気分ダウンしちゃうコトの第一位、それは、

　めんどくさいコト。

　めんどくさいコトを回避できるんなら、そこは頑張っちゃうんだよね。

　めんどくさいのが嫌なら、そもそも休憩時間にコースロープを外さなきゃいいって話なんだけど。

　コースロープのないプールって、自由な感じがしてすごく好きなんだから仕方ない。

　自由のためなら、どんなめんどくさいコトもやってのけちゃうエネルギーが、若者には必要だよね。なーんて、あたしどの立場で言ってんだろー。

「よし、ゲームしよ。もい子負けたらコースロープ、まぢで一人で張ってね」

「もい子さん、ゲームなんですが、身体からだを使うのは得意じゃないので、高飛び込みなどは勘弁してほしいです」

「そないな高度な競技する気毛頭ないし。てか飛び込み台ないやん」

「もい子さんアレを見て下さい」

　にいちゃんが指差す先に、プールの側にそびえる大木が見えた。地上二十メートルはありそうな位置から伸びた一本の太い枝が、プールサイドの頭上に伸びてる。

　にいちゃんは、微動だにせずその枝を真まっ直すぐに指差し続けてる。

「いやいやいや兄さん、なに飛び込み台あるやんみたいなドヤ顔しとんの。あそこから飛び込むとか、ジャッキー・チェンやないと無理無理」

「……きっとジェット・リーもいけますよ」

「知らんやん！　アジアのアクションスターの限界知らんやん！」

　とにかく高飛び込みは却下。罰ゲームより過酷なゲームなんかしたくない。

「で、もい子、ゲームはなにすんのー？」

「せやなぁ。前回はしりとりやったから、今回は古今東西ってどお？」

「いいですね古今東西。テーマはなににしますか？」

「なるべく短期決着がつくものにしよー。答えが沢たく山さんあり過ぎるやつだと決着つく前に、休憩時間が終わっちゃうし」

「ほいなら、血液型の種類ってどお？」

「Ａ・Ｂ・Ｏ・ＡＢ！　短期決着過ぎるー」

「せやったら、十二星座の種類は？」

「それさー、あたし達の中に誰だれか十二星座を一つでも忘れてる人っているの？」

「まずおらんやろうね。やから、解答順が一番目の人が五巡目に答える星座がなくなって、負けるパターンやね」

「ゲーム性ない！」

「ほな12星座古今東西の命運を握る解答順決めじゃんけんするで！」

「命運握り過ぎ！　もはやじゃんけんの時点で決着つく！」

「もー。ヤエは不満ばっか。古今東西のテーマかぁ。ヤエと兄さんはさ、うちが来る前はなんの話をしとったの？」

「はい、水泳部以外だったら、どの部活がいいか話していました」

「お！　それええやん。部活の種類古今東西しよ」

「案外いいかもー。永遠高とわこーって変な部多いし。でも部の数なんていっても数十個だから、そんな長期決戦にならないと思うし」

　ってコトで。

　部活動名古今東西をするコトに決定。

　ここで一度ルールの確認。

　お題は、永遠高とわこーの部活動名。

　敗者には罰ゲーム有り。

　もい子が負けた場合は、コースロープを一人で張る。

　あたしかにいちゃんが負けた場合は、野球部の下品な掛け声を言いながら、水すい遁とんの術敢行。

　うん、あたしの人生史上やりたくない罰ゲーム暫定一位だねー。



　古今東西が始まる間際。

　もい子は部室の横にあるトイレに行ってて、プールサイドにはあたしとにいちゃんの二人だけ。

　来きたるべき決戦を前に、一緒にゴザの上で精神集中してたら、にいちゃんがあたしの肩をツンツンしてきた。

「なあに？」

「先ほどはやえさんに対する無礼な発言の数々申し訳ございませんでした」

「無礼な発言？」

「はい。やえさんのお胸はコーヒーカップのソーサーをひっくり返したほどの厚みしかないものだと言ってしまって」

「謝ってる矢先にまた無礼！　てか、ソーサーは絶対今初めて言ったよね。胸へのそんな独創的な感想あたし忘れないと思うし」

「やえさん、受け取ってほしいものがあります」

　そう言うとにいちゃんは、ゴザの角を捲めくった。

　――え？

　にいちゃんはなにやら薄っぺらい冊子みたいのを取り出す。

　ゴザの下にモノを隠しておくとか、斬ざん新しんな収納術だねー。

　なんて思ってたら、それを差し出してくる。

「……？」

　小冊子の表紙には、『永なが遠とお高校・部活動の全記録』とある。

「これって」

「毎年学年末に発行される小冊子です。これは最新版で昨年度の部の活動記録が載っています」

「ってコトは」

「はい、永遠高校にある様々な部が全すべて網羅されています。わたしはこれに載ってる全ての部に見学に行ったので覚えてます。やえさん使ってください。これがやえさんに対する無礼へのお詫わびです」

　あたしは小冊子をすぐに受け取れない。

　だって、これじゃあズルだし、もい子に悪いよね。

　にいちゃんは、あたしのそんな気持ちをくみ取ってくれたように頷うなずいた。

「やえさん安心してください。もい子さんだけにコースロープ張りという重労働をさせはしません。わたしもやります。やえさんはこのゴザの上に寝っ転がって、休憩時間の終わりにプールであくせくするわたしともい子さんをご覧ください」

「めちゃくちゃ勝ちにくいね」

「あ、もい子さんが戻ってきます」

　にいちゃんはあたしの手に小冊子を握らせた。

「いよっしゃ、ヤエ、兄さん、戦いの火ぶたは切って落とされるよ！」

　もい子は、まるでお守りのように水すい遁とんの術専用かんじきを大事そうに胸に抱えて、やってきた。

　……やっぱりあたしは水遁の術したくないから、これを使おう。

　でも、もい子が負けたら、コースロープ張るのをあたしも手伝おう。

　あ、結局三人で張るコトになるなら、いつもと同じじゃん。



　あたし達はそれぞれ好きな位置に座る。

　にいちゃんは定位置のゴザの上。

　もい子はあたしとは対岸のプールサイド。

　あたしはプールサイドにビニールボートを置いて、もい子から見て、ボートの死角になるトコに小冊子を隠し持った。

　解答順は、あたし→にいちゃん→もい子の順。

　でも順番なんて関係ないっぽい。

　こっちには、必勝の書がある。

　すぐ決着ついちゃうんじゃないかな。もい子ゴメンね。

　なんて思ったけど。

　そんな予想に反して、もい子がすんごい奮闘する。時折、抱えたかんじきを祈るように持ち上げ、部活名を出し続けるの。

　メジャーな部なんて全すべて挙げられた感じで。

『パソコン部』『ディベート部』『ボランティア部』『百人一首かるた部』『ライフル射撃部』『郷土研究部』『茶華道部』『第二ジャグリング部』……。

　マイナー＆マニアック寄りの部も次々と挙げられていった。

　予想外の大激戦。

　十何巡かして、次はあたしの番。

　必勝の書に残った部活動の名前は、あと三つ。

『都市伝説解明部ＭＢ』

『美容研究部グラマー＆プリティ』

『下校道を極めよう！　集団下校部・勝ち越しの会』

　これまたすこぶるマニアックな部が残った感じ。

　もい子も超頑張ってたけど、さすがにここまでだよね。

　必勝の書のおかげで今日初めて知った部活の存在も多かったなー。

　あたしは勝利を確信して言った。

「集団下校部！」

　これで、次のにいちゃんが答えて、勝負有りかな。

　ゴザの上で水ようかんを食べながら、にいちゃんは静かに告げる。

「……都市伝説解明部です」

　プールサイドのゴザの上で和菓子を頬ほお張ばる水泳部員。にいちゃんが都市伝説になりそー。

　で、次の番のもい子はさぞかし苦り切った表情をしてるかと思ったんだけど。

「ぐふぐふっ」

　別に愚父と愚夫を呼んだわけじゃない。もい子はブス笑いをし始める。敗北を悟って、壊れた？

「うちの勝ちのようやね。ぐくく」

　かんじきを胸に抱きしめたまま、身体からだを揺らして笑うもい子。

　そのとき。

　もい子が古今東西開始時から抱えるかんじきの裏っかわに、なんか見えた気がした。

　――あ、あれは！

「もい子、かんじきの裏を見せて」

「ぐくく、バレてしもうたねぇ」

　もい子は悪びれもせず、『永なが遠とお高校・部活動の全記録』別名必勝の書を掲げてみせた。

「え。もい子、なんでそれを？」

「古今東西の前にトイレ行ったとき、部室から取ってきたんよ……ヤエ、そないな責める目でうちを見ちゃアカン。ビニールボートの後ろに隠してんの知っとるんよ」

「まぢで？　ならなんであたしに指摘しないのー」

「理由は十二星座占いにおける解答順と一緒やね」

「どーゆうコト？」

「三人が順番に部活動の名前ゆうてった場合、合計数からヤエの番でちょうどなくなるって最初に気づいとったから」

　もい子は真剣極まりない顔で、あたしとにいちゃんを交互に見る。

「ヤエ、それに正々堂々戦ってたっぽい兄さん堪忍ね。うちにはなにを犠牲にしても水すい遁とんの術を布教して、水泳部の公式なウォーミングアップにしなきゃいけんっていう使命があるんよ」

　なんなのその使命感。水遁の術使いの忍者の霊でも取り憑ついたの？ってレベル。

　もい子は胸を張って答える。

「永遠高とわこー最後の部活は、美容研究部グラマー＆プリティ！」

　もい子は敗者への配慮のつもりなのか、勝ち星をあげた力士のような厳かな表情で、あたしのもとに水遁の術専用かんじきを持ってくる。

　あたしは、すぐ側に来たもい子に告げた。

「もい子、その部はノーカウントなの」

「ヤエ負けを認めへんのは見苦しいよ。安心して、うちはヤエか兄さん、どっちが負けても一緒に水遁の術やるつもりやったから。ほいでもかんじきは一つしかないから順番にやろっ。さあヤエ、まず一緒に準備運動しよっか」

「聞いて、美容研究部グラマー＆プリティはもう廃部になってんの」

　……。

　一同、沈黙。

　もい子が冊子に目を通す。

「『新入部者は、もれなくコラーゲン美容クリーム贈呈。在籍する五人の部員は全員グラマー＆プリティ。入部すれば卒業までにバストのカップ数がスリーアップ保証。アナタも一緒に、都会的でオシャレなグラマラスガールになりましょ』。ってコレ、部活の紹介ってゆーより、いかがわしいセールスみたいやな。グラマラスガールって文句がすでにオシャレちゃう気がする。で、ヤエ、部員が五人おるみたいやけど」

「その五人。別名大都会ビューティフルファイブは、全員去年の三年生。もう卒業してる。しかも顧問も還暦で退職したから、ばっちり廃部になったってわけ」

　還暦目前で美容部を率いてた先生には、会ってみたかったなー。

「嘘うそやろ。うーん、廃部になったんかどうか実際はわからへんしなー」

「廃部なの。間違いないから」

「ヤエは自分が負けたくないから、そないなコト言ってるんやないの？」

「ねえにいちゃん、さっきこの冊子に載ってる部活、全すべて見学に行ったって言ってたよね」

　水ようかんを食べ終えたにいちゃんは只ただ今いま金平糖をボリボリ食べてる。完全に傍観者の体になってるし。

「やえさん、金平糖ほしいんですか？　すみません一人で食べてて」

「金平糖せがんでないし。ねえにいちゃんなら知ってるでしょ、美容研究部ってもうなかったでしょ」

「申し訳ないんですが、わからないです」

「え、なんで？」

「実は唯一美容研究部だけ見学に行かなかったんです」

「エー。どうして」

「わたし、都会的になりたくなかったものですから。下町のほうが好きなんです。浅あさ草くさ、月つき島しま、日に本ほん橋ばし、人にん形ぎよう町ちよう、柴しば又また、日につ暮ぽ里り」

　にいちゃんが一人下町古今東西を始めちゃってる。うん、絡みにくい。放ほうっておこう。

「兄さんはグラマーでプリティやから、美容研究部に入る必要なんてないよ。ちゅうわけで、ヤエだけが廃部しとるって言うても納得できひんよ。廃部しとるって証拠ないし」

「……証拠があれば、信じてくれるんだね」

「あるなら信じるよ。でも、ないんやろ、証拠」

　証拠って言葉は、ときに強力な自白剤のような力を発揮する。

　人に「証拠ないでしょ」みたいに言われたときに、自分がその証拠を持ってたら、「証拠あるから」って言いたくて仕方なくなっちゃう。

　あたしは、そんな衝動に負けてしまった。

「……証拠ならあるから」

　隠したかった過去を明るみにするのと引き換えに。

「だって、あたしは水泳部に入るまえに美容研究部に見学行こうとしてたの。そしたら、廃部してたからー」

　下町の名前を言い終わり、お茶を啜すすってたにいちゃんが「は！」と驚いた顔をする。

「やえさんがさっき見学しに行こうとしてた部って、ドネルケバ部じゃなく美容研究部だったんですね」

「ちょい待ってー。ヤエが美容研究部？　なんでそないなトコに見学行こうって思ったん？」

「……それは……卒業するまでに」

　もい子とにいちゃんが固かた唾ずを呑のんで、あたしを見つめてる。

　あたしは意を決した。

「……む、胸を大きくして、グラマーになりたかったんだもん」

　……。

「ヤエ、ホンマにホンマに胸のサイズを気にしてたんやね」

「見学に行こうとしたって話は結局あたしが言っただけだから、証拠になんないかな？」

「いや充分な証拠やん。美容研究部は廃部しとる。美容研究部があったらヤエはここにおらへんやん」

　あたしは恥ずかしいエピソードのカミングアウトの代償に、勝利を手に入れたみたい。

　ゲームに負けたときは子供のように悔しがるもい子も、穏やかな表情で敗北を受け入れてる。

　にいちゃんは、あたしに頷うなずきかけてくる。

「やえさんの勝利への執念。そして勇気を見せてもらいました。わたしは感動で胸がいっぱいです」

　にいちゃんの胸はＥカップ。確かに、その胸は柔らかいものでいっぱいだよねー。

　もい子が、コースロープを取りに向かう。

　休憩時間は残り十分もないくらい。

　あたしはにいちゃんに「行こっか」と笑いかけた。

　にいちゃんは頷く。

　コースロープは三人で張らなきゃね。

　そう思った矢先、誰だれも予想しなかった事態が起こる。

　突然、プールサイドに闖ちん入にゆう者しやが現れたの。

「失礼致します」

　――え？

　それは、神じん卵らん太た郎ろうだった。

　突然現れた神卵太郎に、あたしはびっくらこいたって感じ。

　にいちゃんは、希少種の生物を見つけた研究家みたいに緊張した面持ちになって。

　もい子は、プールにハエが飛んできたほどの関心もないのか、あくびをかましてる。

　神卵太郎は朝のニュース番組のアナウンサーみたいに、快活な声で言った。

「初めまして。自分は神卵太郎といいます。しがない新聞部員をしています。

　実を言いますと各部の紹介記事を書いていまして、各部に一日体験入部をさせて頂いております。いずれ水泳部さんにも体験入部したい所存ですので、その際はご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします」

　うわー、畏かしこまり過ぎて、選挙演説みたい。

　神卵太郎、そんな喋しやべり方してて疲れたりしないのー？

　聞いてるあたしは疲れたんですけど。

　ってか、ナニ体験入部って。

　水泳部に男なんて全然お呼びじゃないから。

　真面目が服を着てやってきたような神卵太郎のコトを、興味深げに眺めるにいちゃんが言う。

「あの、神卵太郎さんとやら」



    

  
    
      



    

  
    
      「はい、なんでしょうか？」

　この二人が会話してると丁寧過ぎて、高校生同士のやりとりに聞こえないし。

「今日は体験入部しに来たわけじゃないんですよね。ではなぜプールに？」

「飼育部の顧問でもある野の々の宮みや麻あさ美み先生が考案した水泳部秘伝のウォーミングアップがあると伺いました。是非ともそれを拝見したいと思い、参上した次第です」

　参上って言葉、忍者以外も使うんだねー。

　あたしは男が嫌い。

　もい子は男に無関心。

　男を研究対象として見てるにいちゃんが、必然的に会話をするコトに。

「あれ、そういえば神じんさん。新聞部って言ってましたよね」

「はい、生粋の新聞部員です」

「新聞部って、新聞部ですよね。永なが遠とお高校の新聞部ですよね」

　あ。

　にいちゃんがそんな風ふうに質問する意味がわかった。

　ついさっきまで、さんざん部活の名前を挙げていったけど、その中に「新聞部」はなかった。

「新聞部をご存じないのも無理ないですね。なにせ本年度唯一新規に設立した部でして、部員は僕一人ですから」

　ハナっから神卵らん太た郎ろうに興味なさげでコースロープを一人張ろうとしてたもい子が、

「本年度唯一新規に設立した部？」

　って呟つぶやいて。

　次の瞬間、あたしの方に矢のような視線を向ける。

「ヤエ！　うちまだ正式に『負けた』とは言うてなかったやんね」

　あたしはにいちゃんの顔を見た。

　三人でゲームをするとき、にいちゃんって参加者＋レフリーの役目も担ってる雰囲気があるの。

「やえさん。確かにもい子さんは敗北宣言をしていません」

　もい子は「ゲッツ！」と太古の昔に流は行やったギャグで喜びを爆発させる。

　もい子が叫ぶ。

「新聞部っ！」

　……あたしは、プールの水深より遙はるかに深いため息をついた。

　あたし達女子達の悲喜こもごもなんてまるでわからず、案か山か子しのように立ったままの神卵太郎を、あたしは睨にらみつけた。

　神が「あれま！」と驚き以外のなにものでもない表情を見せる。表情筋が発達しすぎじゃない？　なんかウザいし。

「あ、あなたは、水泳部の人だったんですね」

　やっぱり、あたしのコトにまだ気づいてなかった神じん卵らん太た郎ろう。

　やっと、このまえ校門の前で会ったコトを思い出したらしい。

　神卵太郎のせいで、あたしはこれでゲームに二度も負けるハメになった。

「いやはや偶然ですね。そうですか、水泳部だったんですか」

　偶然の再会を喜んでるトーンで話してる神卵太郎を見てたら、再会嬉うれしくねえーとか、このタイミングで来るとかやめてーってな気持ちが溢あふれてきて、

　あたしは思いの丈をぶちまけたくなった。

「なんで、アンタは疫やく病びよう神がみなのよ！」

「……あ、あの、前回は確か『なんで、アンタは神じゃないのよ』と言われ。今回は『なんで、アンタは疫病神なのよ！』……。すみませんが僕はあなたという人がよくわからなくて、非常に困惑してます」

　別に神卵太郎なんかに、あたしをわかってもらう気なんてない。

　あたしは神卵太郎を無視して、もい子から水すい遁とんの術専用かんじきを受け取った。

　罰ゲームをしなきゃいけない。

　あたしはかんじきを装着する。

　自分以外に水遁の術をする子を前に、もい子は少年のようなワクワクした顔をしてる。

　にいちゃんは両手を胸の前に合わせて、祈るような顔であたしを見てる。

　全く状況がわかってないっぽい神卵太郎は、「むむ」と謎なぞの音を漏らして、混乱した表情をしてる。

　罰ゲーム……水遁の術を、野球部の下品な掛け声も言いながら、やんなきゃいけないんだよね。

　……あれ、掛け声ってどんなリズムだったっけー？

「ヤエ、ファイト！」

　あたしはプールの水面におそるおそる降り立ち、決死の覚悟で罰ゲームを始めた。

「おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！」

「や、やえさん区切るところが違います！」

「そないにおっぱいにコンプレックスがあったんやねぇ」

　にいちゃんともい子の声が聞こえたけど、あたしは罰ゲームを早く終わらせたくて、がむしゃらにプールを激走した。

「おっぱい！　おっぱい！　おっぱい！」

　地面を走るのと違って、水面を走るのってバランス崩れそうで、思わず必死になっちゃう。

　視界の隅っこで、もい子があたしの走りっぷりに手を振って喜んでるのが見えて。

　そして。

　無事プールサイドに到達。

　走り終えたあたしのもとに神じん卵らん太た郎ろうが駆け寄ってくる。

「お疲れ様です。これが水泳部秘伝のウォーミングアップなんですね。壮絶でした」

　違うから！って否定するまえに、神卵太郎が質問を続けてくる。

「おっぱいには、どのような意味があるんですか？」

　はあ？　なにコイツ!?

　ほとんど面識のない女子に向かって、いきなり「おっぱい」とか言ってくるなんて……変態野郎！

　気づけば、あたしは思いっきりビンタしていた。

　ビンタをもろに食らった神卵太郎は、そのままプールに、



　――ドボン！



　落ちた。

　もい子がすぐ側に駆けつけてくる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ヤエ、なにやっとるん!?」

「だって、コイツがいきなりおっぱいとか言い出すし」

「いやいや、そもそもヤエがおっぱい連呼して走っとったやん」

「え、なにそれ、嘘うそ」

　あたしは、にいちゃんを見た。

　にいちゃんは、もい子の話を肯定するように、コクリとしっかり頷うなずいた。

「やえさんったら、野球部の掛け声は『ぱいおっぱいおっ』ですよ。……ふふっ、心地良い感情が溢あふれてて本当にここは楽しい部活ですね」

　このあと。ド級のカナヅチっぽい神じん卵らん太た郎ろうが学校のプールで溺おぼれるっていうまさかの事態に陥ってて。あたしはコースロープを投げ入れて、助けてあげた。

　助けたんだから、ビンタのコトはチャラにしてよね。

　それと、あたしが水すい遁とんの術をしてたときに上げた掛け声のコトは、まぢで忘れてー。



    

  
    
      
　第四話　最も可愛いピンクの回





　去年まで、あたしの通う永なが遠とお高校には……。

　美容研究部グラマー＆プリティ（通称・グラプリ）。

　っていう、何ソレ？って言いたくなる部が本当にあって。

　その美容研究部（グラプリだなんて恥ずかしくて呼べないよね）の、活動記録が綴つづられた書物（もい子がどっからか入手した）を紐ひも解といてみると……。

　紫外線の進入を防ぐために、部室の窓に一級遮光カーテンをつける。

　部員の肌のうるおいのため、部員数と同じ数のデイモイスチャーナノケアを部室でフル稼働させる。

　スズメの涙ほどの部費を使い切り、ツバメの巣エキスの入ったドリンク剤を購入する。

　コラーゲンやヒアルロン酸が含まれたドリンクを、バスケ部員がアクエリアスを飲むペースで飲み続ける。

　適度な運動はスタイル維持と美に欠かせないとして、スローヨガ・ピラティス・太たい極きよく拳けんに明け暮れる。

　美容の難敵はストレスだと考え、視界に入るだけでも不快感を覚えるブサイクな男子生徒に「失せてちょうだい」「消えてちょうだい」と罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げつけ、一部の男子生徒にトラウマを植え付け、Ｍっ気を開花させる。

　などなど。

　美容部員達の高いモチベーションを感じさせてくれる。その情熱を別の部で発揮すれば、インターハイ行けちゃいそう。

　それで、インターハイも定期公演もない美容研究部の目標っていうのが……、

「部員全員でミスコン荒らしをする」

「校内中の男共をオトす」

「美のカリスマになる」

「通りを歩く際、美しすぎるが故に通行人に二度見をしてもらう」

「湯上がりたまご肌を実感する」

「不老の秘薬を調合する」

　などなど。

　ほとんどポンコツな目標が並んでたー。

　でも湯上がりたまご肌は実感してみたいかも。てか、カリスマって自分でなろうと目指すものなの？

　で。

　なんで、あたしが美容研究部のコトなんかを詳しくなってるかっていうと、昨日もい子に強制的に美容研究部の活動記録の書物を読まされたから。

　なんで、もい子はそんなコトしてきたかっていうと、



「今度美容研究部の謎なぞの活動をうちらが再現してみるって、ええと思わん？」



　っていうコトを昨日のもい子は言うワケなの。

　水泳部の休憩時間には、忍たま乱太郎に出てきそうなギャグキャラですか？って感じで水すい遁とんの術に明け暮れてたのに、もい子の中でのブームが水遁の術から美容に移り変わったんだよねー。

　水遁の術を布教しなきゃいけないって使命感に燃えまくりだったのに、燃えかすもないぐらい完全に鎮火しちゃったの。

　ブームの移り変わり方が、一昼夜にして季節が夏から冬になっちゃったくらい、ぶっ飛んでる。

　もい子の愛用品だった水遁の術専用かんじきは、いまやにいちゃんがほうじ茶をプールサイドで呑のむ際のお盆に再就職を果たしてる。

　美容研究部の活動なんて興味ないよー。再現とかめんどくさーい。

　普段だったら、あたしはそう言ってたと思うけど。

　美容研究部にはコスチュームがあって、そのコスチュームに対する理念が妙に気に入っちゃった。



『現状の自分自身のスタイルをより強く意識するため、グラプリ部員は部活動中、常に身体からだのラインがよくわかる服装でいる事を厳守。なお、部活時の服装はモチベーションを上げる重要な役割を担うものであるからして、鏡に映った自分の姿にウットリできる衣類を身にまとうよう心がける事』



　チョットナルシストっぽい感じが気になったけど、部活中はみんな好きな格好をするってのは賛成できる。

　ちょうど最近のあたしは、休憩時間により優雅な気持ちを味わうためには、競泳水着のままじゃダメかもって思ってたから。

　ぶるじょわ度を上げるには、地味な競泳水着じゃなくて、キラキラした派手な水着が必要だよねー。

　休憩時間中に、競泳水着から着替えるって活動なら喜んでＯＫって感じだから、あたしはもい子の新ブームに乗っかるコトにした。

　絵本の中のお姫様のようにビジュアルが愛され系なのに、にいちゃんは美容法がなんかいぶし銀（米ぬか石せつ鹸けんで洗顔して、泥炭石シャンプーで洗髪してる）だから、美容研究部の活動なんて興味なさげかなーって思ったら、

「やえさんともい子さん楽しそうですね。二人の陽気な気持ちにいい影響を受けます。はい、わたしも鏡の前でうっとりする会に参加させてください」

　にいちゃん、素晴らしく協調性ある子。鏡の前でうっとりする会じゃないけど、まあ名称なんてどうでもいいし。

　ってコトで。

　今日の休憩時間、あたし達はそれぞれ競泳水着以外の水着を着て過ごすコトになった。

　競泳水着の時点で身体のラインはわかりまくりだけど、競泳水着姿のまま鏡の前に立ったところで、感情は無の境地。

　うっとりとはほど遠いからねー。



　水泳部の前半の練習をスポ根ですか？って感じで超ハッスルしてこなして。

　野の々の美みっ！がペディグリーチャムを抱えて、掛け持ちしてる飼育部に向かって行って。

　コースロープを外してる最中に、今日はやけに吹奏楽部のトランペットの調子外れな音が聞こえてくるなーって思ったら、校舎三階の窓際でグラウンドに向かってトランペット吹いてるのは、スチールウール頭の男子で。

　ゲッ、神じん卵らん太た郎ろう今日は吹奏楽部にいるワケ！って思ってるうちにコースロープをはずし終わって。

　あたしともい子とにいちゃんは、部室兼更衣室に移動した。

　部室の中は、パーティションで区切って、お互いの着替えを見えないようにする。

　誰だれがどんな水着を着てくるか、楽しみなワケだから着替えの段階でわかっちゃうって、なんかヤダしね。

　あたしは水着を鞄かばんから出しながら、

　あたしのエレガントな水着で、もい子とにいちゃんを悩殺してやるー。

　なんて思いながら着替えた。

　一番先に着替えを終えたもい子はすでにプールサイドに行ってる。にいちゃんはまだ着替え中みたい。

　あたしは更衣室の鏡の前に立ってみた。

　うっとりするわー。

　あたしは、意気揚々とプールサイドに向かった。



　プールサイドのもい子があたしに気づいて、軽く手を振ってくる。もい子はアキレス腱けんでも伸ばしながら待ってるかと思ったけど、さすがに今日はノーストレッチね。

　あたしは裸足のときより軽い足取り（ミュールを履いてるから気分が軽いの）で、もい子のもとに向かった。

　我が部一の体育会系で、永遠高とわこー屈指のわんぱく娘なくせして、可愛かわいいものが大好きっていう若干キャラクターの統一感に欠けるもい子は、案あんの定じようっていうか、やっぱり可愛い系の水着できた。

　鮮やかなピンク無地の三角ホルタービキニ。

　ショーツのサイドにはリボンがついてて、ショーツのウエストに付いたミニフリルが風に巻き上げられた瞬間みたいに、ふんわりヒラヒラしてる。

　三角ビキニのブラに包まれた胸は、いつもの競泳水着のときより自己主張してる。谷間とかあるし。

「もい子、さすがに可愛いのチョイスしてくるねー」

「そーやろそーやろ。うちはピンクが一番好きな色なんやけど、うちが人生で見た中で最も可愛いって思ったピンク色がコレやの」

　ビキニは確かに可愛いピンク色してる。

「ヤエのその格好は、目を奪われるねぇ」

「似合ってるでしょー」

「うん。ヤエに似合っとるって思うねんけど。この場には合ってへんねぇ。学校のプールサイドってゆーより、高級リゾートホテルのプールサイドみたいやもん。まあ、うちは高級リゾートホテルとかよう知らんのやけど」

「リゾートホテルのプールサイドかぁー。それ最高の褒め言葉じゃん」

　これをチョイスしてきて正解だった。

　あたしは自分の格好を見直した。

　大人っぽいハイビスカス柄のホルタービキニ。

　同柄のパレオは裾すそがフリンジ仕様になってる。胸元やショーツ前面にはラインストーンがちりばめられてて、派手でキラキラしたものが好きなあたしとしては満点な水着なの。

「あとは兄さんが来よったら、美容研究部の活動開始やね」

「にいちゃんはなに着ても似合いそうだよねー」

　そして。

　校舎三階の窓際にいる神じん卵らん太た郎ろうが発する間抜けなトランペットの「プウゥーッ」って甲かん高だかい音を聞きながら、待つこと二分。

　プールサイドに、白い不審者が現れたの。



「え、誰だれ？」

　白しろ装しよう束ぞく（？）姿に、シュノーケルでもするんですか？って聞きたくなるようなデカいゴーグルをつけた人物が、あたし達の方に歩いてきた。

「もしかして……にいちゃん？」

　頷うなずく。

「えー、兄さん、水着を着るって条件やったのにアカンやん」

「これ水着です」

　嘘うそこけっ。

　って思ったけど、ゴーグルを外したにいちゃんは、それはそれは幸せそうな顔をしてて、白装束を見せびらかすようにその場で一回転しちゃってるから、あたしともい子は「またまたご冗談を」とも言えない。にいちゃんからは、計画的なボケをかますひょうきん者の雰囲気は皆無だった。

「に、兄さん。ちなみにそれってどこの水着なん？」

　もい子は、白装束を水着として扱おうとしてる。

　にしても、ブランドがどこかとか訊きいちゃうのー？

　ドン・キホーテのパーティーグッズ売り場にありそうな白装束が、アルバローザとかピンダイとか三愛なワケない。

「……これはどこのか気にしてませんでした。なにぶん磯いそ着ぎですから」

「ＩＳＯＧＩ？　ローマ字なん？」

「ろうま地？　いえ、素材は白木綿ですが」

「……」

「……」

「二人ともえげつないほど会話がかみ合ってないから」

「磯着の説明をしますね。海女さんが海に潜って、貝類や海藻を採集する漁を行うときに着るものなんです。それが磯着なんです」

　それが磯着なんですって、平均より遙はるかに大きな胸を張って言われてもー。

　あたしは人生で初めて見る生の磯着を観察した。全身真っ白ですね、しか感想がない。

　もい子は、一いつ旦たんは受けいれようとしたコトの再検証をしだす。

「ねえ兄さん、それ磯着ってコトは、水着とちゃうってコトやんね」

「いえ、水着です」

「え、でも磯着と水着は別もんやないの？」

「これは、もはや水着のようなものです」

「磯着のカテゴリーがフワッとした！　兄さん、できれば水着を着てほしいねんけど」



    

  
    
      



    

  
    
      「わたしにとっては磯いそ着ぎは水着も同然。水着といえば、競泳水着の次に磯着のことが浮かぶほどです。いえ、磯着こそキングオブ水着と言えるかもしれません」

「にっちもさっちもいかねえー。なあ美容番長ヤエ、兄さんの磯着は水着として認めてええの？」

　美容番長って。ウワサ年齢50歳の女芸人みたいな称号いらないんだけど。

「あたしは磯着も水着でいいと思うけど」

「えーっ。ヤエは認めちゃうん？」

「やえさん。ありがとうございます」

「磯着は水着って認めるけど、にいちゃんはそれ着て鏡の前でうっとりできるのー？」

「おっ、うっとりできるどうかは重要。兄さんどうなんどうなん？　さすがにうっとりは厳しいんやないの？」

「大丈夫です。わたし、着替え終わったあと鏡を見てうっとりしました。うっとりを通り越して、愕がく然ぜんとしました」

「えーっと、愕然って、うっとりを通り越した先にあるものなの？」

「わたしは自分の姿なんぞを見て、こんなにもうっとりできるのかと愕然としたんです」

「確かにうっとりの先に愕然があった！」

　もい子が「物言い！」と叫ぶ。

「横綱審議委員会張りの物言いやわ！」

「もい子さん、物言いは勝負審判や控え力士が異議を唱えることですよ。横綱審議委員会通称横審はあまり関係ないかと」

　もい子はにいちゃんの相撲雑学を聞き流すかと思いきや、「勝負審判張りの物言いやわ！」と律儀に言い直して、にいちゃんに詰め寄った。素直なもい子ー。

「兎とにも角かくにもそないな格好でうっとりしたなんて嘘うそやわ。うっとりやなくて、うんざりの間違いやないの」

「もい子さん信じてください。わたしはうっとりするんです」

「しいひん！　百人中百人がうっとりしいひん！」

「もい子さん、お言葉ですが決めつけはよくないです。十人十色、いろんなものを趣向する人間がいるんです。いろんな人の価値観を尊重しなくてはダメですよ」

　正論過ぎる！　どこに出しても恥ずかしくない正論だねそれ。

　てか、もい子はなぜに磯着をこれほど否定してんの。

「兄さんお願いやから、普通に可愛かわいい水着着ようよ。今日はさ、うちら三人可愛い水着を着て、みんなで美容研究部的な活動するんよ」

「もい子さん。この磯着可愛くないですか？」

「可愛くないわ。ヤエの顔ほども可愛くなんてない」

「物言い！　いきなり流れ弾飛んできたんですけど。あたしの顔がなぜ磯いそ着ぎとの引き合いに出されたの？」

　もい子は他人の「物言い」は相手にしないらしい。

　もい子は、「そんなん可愛かわいくない可愛くない」って地じ団だん駄だを踏んで、扱いにくい人になってる。

　にいちゃんは、駄だ々だっ子こをあやす優しいお母さんのような慈愛のある瞳ひとみを、もい子に向けた。

「もい子さん。なにを可愛いと思ってもそれは個人の自由なのですよ。憲法も法律も、わたしが磯着を可愛いと思う気持ちを何なん人びとたりとも否定することはできません」

　なんかスケールでかくなったー。

　にいちゃんの強い意志を見せつけられ、もい子はうなだれた。パレオ一枚分ほどの重さもない力ない声で言う。

「可愛い水着を三人で着たかったなぁ。まさか海女さんがおるなんて」

　一方のにいちゃんは、あたしのパレオのハイビスカス柄にも負けない華やかな笑顔。

「さあ、もい子さん、やえさん。美容研究部の活動をしましょう」

　あたしは、別にもい子を元気づけたかったわけじゃないし。

　にいちゃんから笑顔を奪いたかったわけじゃない。

　ただ気づいちゃったから、それを口にしたくてしょうがなくて。

　その衝動に任せて、あたしは言った。

「あのさー、美容研究部の服装の定義ってさ、鏡の前で自分がうっとり出来るコトと……身体からだのラインがよくわかるコトだよね」

　もい子の視線がにいちゃんの磯着に注がれる。

　にいちゃんは俯うつむくようにして、自分の格好を見下ろした。

　パッと晴れやかな顔になったもい子が言う。

「兄さん。身体のラインと趣旨がよくわからんそれを脱げ！」



　磯着は美容研究部的活動をするのに不向きってコトになり、ってか磯着は海女さんが漁をする時以外基本不向きだよねーって思うけど。にいちゃんは水着へ着替えるために更衣室に向かうコトになった。

　にいちゃんが持参してきたのは磯着だけだったから、にいちゃんはもい子が持参してきた予備の水着を着るってワケ。

　予備まで持ってくるなんて、もい子気合入ってるねー。

　にいちゃんの着替えが終わるのを待つ間、あたしはもい子とプールサイドトーク。

「いやー、兄さんがあの水着を着るんかぁ、楽しみやわー」

「どんな水着なの？　まあ、磯いそ着ぎのあとはなに見ても驚かないとは思うけどー」

「ぐくくくっ、そら見てのお楽しみ。にいちゃんに似合うできっと」

　一日一回はブス笑いするんだね。

「せやけどサイズが兄さんに合いそうでよかったわぁ」

　Ｄカップのもい子の水着を、Ｅカップのにいちゃんが着る。サイズの問題はほぼナシ。多分Ａカップのあたしだったら問題があったよねー。

　ヤバい。最近のあたし、胸絡みのコトで凹へこむコト多っ。

「そやヤエ、パレオ取って。下半身のスタイルがわからへんから」

「このパレオが優雅な気分を増してくれんのにー。しゃーない、あたしの美脚を拝ませてやるか」

「ほれほーれ、美脚見してみー」

「いくよーん。鼻血出し過ぎた挙げ句、気を失っちゃダメよー」

　あたしはパレオの結び目に手をかける。

「ええから早う早う」

　もい子の熱い視線を下腹部に感じながら、あたしはパレオの結び目をゆっくりとほどいてく。

　ラインストーンが濡ぬれたように光るハイビスカス柄のショーツを見れば、そのキラキラなエレガントっぷりに、もい子は唸うなるハズ。

　さあ、とくと見るがいい！

　あたしがパレオを取った瞬間。

　もい子の熱い視線が、あたしのうしろに流れて行くのがスローモーションの世界の中で見えた。

「おぉ、おぉぉ」

　もい子は思惑通り唸り倒してる。

　でも、もい子はあたしのビキニのショーツを見てない。

　視線はあたしの後ろに流れたまま。

　次の瞬間には、あたしは振り返り、「おぉー」って唸った。

　神じん卵らん太た郎ろうのトランペットも「プゥー！」と、ひときわ大きな甲かん高だかい不協和音を発した。

　プールサイドには、白い天使がいたの。



　陽光の下、輝くような純白のビキニだった。

　にいちゃんは、おどおどした足取りでこちらに向かってくる。

　あたしともい子は、今日一番うっとりしていた。

「どうでしょうか？　変ではないでしょうか？　あ、もい子さんが貸してくださった水着が変という意味ではなくて、着てるわたしが変ではないでしょうか？」

　海女さんの正装である磯いそ着ぎをファッションショーのモデルの如ごとく堂々と着こなしてたのに、純白の水着をとっても自信なさげに着るにいちゃん。

　三愛水着イメージガールですか？ってくらい超似合ってるー。

　ってか、胸がすごいコトになってる！　にいちゃんが歩くたびに揺れまくってるし。ナニソレ別の生き物なの。絵的にＲ15って感じだよー。

　もい子は可愛かわいいにいちゃんに大満足してる様子で、笑顔で頷うなずいた。

「よし、格好は全員オッケーやな。美容研究部的活動しよっか」

「そうそう、着替えに時間をだいぶ使っちゃったけど、まだ肝心の美容活動全然してなかったよね。しようしよう」

「もい子さん、どんな活動をするんですか？」

　もい子は「コッホン」と胡う散さん臭くさい咳せき払ばらいを一つして、胸を張る。

「秘密のバールに包まれた美容研究部の活動の中で、今日うちらが再現するんは……」

　もい子、しょっぱなから間違ってるからあとの言葉が頭に入ってこないよ。秘密のバールじゃ隠された大工道具みたいになってるじゃん。あぁ、ベール。

　もい子は「だらららららららら」って口でドラムロールをしだす。焦じらすねー。



「じゃじゃん！　『みんなでみんなの見てくれのええやんってトコを百個言う』美容法でーす！」



　もい子はとびっきりのドヤ顔してるんだけど。えーっと、いまいち意味わかんない。

「それは、わたし達がそれぞれお互いの外見の美点を褒め合っていき、その人の外見の美点を百箇か所しよ挙げるまで続けるという美容法なんですね」

　にいちゃん、アンタいい通訳になれるよ。

「そゆこと。他人に言うてもらうコトで、自分の知らんかったチャームポイントに気づけて、自分の容姿に自信を持つコトができる。自分のコトをもっと好きになれるっちゅうわけやね。

　ほんでうちらは大塚美容形成外科に行かんでも、前向きに生きていけるんよ」

「いつのまにあたし達は美容整形しないと前向きに生きてけない運命背負ったのよー」

「ヤエ冗談やん。うちらみんなして可愛いから、必要ないやんね」

「もい子、そう言いながら二回くらいあたしの胸をチラ見したよね。あたしは豊胸したほうがいいとか思ってる？」

「この美容法はなんと言うても、お金がかからんのがええね。お金をかけへんで、できる美容法なんてなかなかないよ」

　あたしの胸の件くだりが、超あっさりスルーされた。

　もい子の胸なんてもげろー。って呪のろいをかけてたら、二つのバレーボールが視界で揺れる。ううん、純白ビキニのにいちゃんのＥカップだ。

「あの、その、美容法……百箇か所しよではなく、三箇所くらいにしませんか？」

「どしたのにいちゃん」

「はい、わたしの外見のいいところは、かかとの裏がザラザラし過ぎてないことと、右肩に夏の大三角形みたいな小さなホクロがあることと、胃壁の色が綺き麗れいなことぐらいですから」

　……。

　あたしともい子は言葉を失った。

　ひとまず、間違いなくわかったコトが一つ。

　この美容法は、にいちゃんのためにある。

　日々プールサイドでほうじ茶をすすり、磯いそ着ぎでうっとりする残念なセンスの持ち主であるにいちゃんに、自分の容姿にやけに自信持ってないにいちゃんに、その外見の魅力をいっぱい教えてあげなきゃ。

　そして。

『みんなでみんなの見てくれのええやんってトコを百個言う』美容法は始まった。



　まず第一に。

　いくつ挙げたかいちいち覚えておく負担を軽減させるため、手持ち型の数取器がもい子から支給された。

　交通量調査会社でもない、ただの水泳部になんでそんなものがあったかっていうと、理由はもい子が水すい遁とんの術の魅力に取り憑つかれる前に遡さかのぼる。

　その頃ころのもい子の身にだけ起きたブームは、バードウォッチングだった。

　数取器が三つもあるのは、もい子があたしとにいちゃんにもバードウォッチングをしてもらうため、用意したってワケ。

　もい子の情熱に負けて、あたしとにいちゃんもバードウォッチングをするようになった。

　でも、永遠高とわこーのプールからはカラスしか見えないってコトが判明（数取器買う前に気づくべき！）。

　数取器に一回の活躍の場も与えず、部室の肥やしにしてしまうのはもったいないの極みとか思っちゃって、あたし達は半ばやけになってバードウォッチングをした。

　数取器が必要なほど鳥なんていないし、ってかバードはカラスだけ。

　それでも、水泳部の休憩時間は、しゃにむにクロウウォッチングを続けた。

　夕方の学校には、十二羽から十六羽のカラスがやってきてて、平均して水曜日が他ほかの曜日よりなぜか二匹多いっていう事実を掴つかんだとき、あたし達はカラスを眺めるだけで休憩時間をでたらめに消費するコトこそ、もったいなさの極みじゃんって気づいた。

　だから。

　バードウォッチングはあたし達の中で、禁則行為になった。

　たまにもい子は、数取器をプールサイドに持ち寄り、野球部のバント練習を眺め、「バントウォッチング」っていう哀愁すら漂うギャグをやってのけるんだけど、プールの水音がいつもより冷たくない？って気分にさせてくれるだけで、あたしとにいちゃんはクスリとも笑うコトはなかった。今となっては、数取器そのものを見るだけで、妙な切なさを覚える始末なの。

　それで、その数取器が今日はあたし達の外見の美点をカウントするのに、かり出されたわけ。

　数取器にとっては、カラスが何羽いるか数えるより遙はるかに有意義で、おそらくこの数取器最初で最後の大役だと思う。



　あたしともい子とにいちゃんは、お互いの外見がよく見えるように輪になって立つ。

　あたしの番になったら、二人のうちどっちかがあたしの外見を一つ褒める。自分が褒められたたびに、手持ちの数取器を「カチッ」とさせて、正確にカウントする。

　それで次の人の番になる。それの繰り返し。そんな感じのルール。

　序盤は楽勝だった。

　もい子もにいちゃんも、外見的な魅力が多い子なのー。

「顔小ちっちゃい」とか「髪キレー」とか「黒目が大きい」とか、褒め言葉なんてどんどんでてくる。

　にしてもさ、お互いがお互いを褒め合うって実はとっても素敵な行為だねー。

　楽しい雰囲気になるし、褒められて嫌な気なんて全然しないし。

　もい子やにいちゃんが、褒めてくれた部分はやっぱ自信もつく気がする。

　にいちゃんなんて、あたしともい子に褒められるたびに「ありがとうございます」って頭を下げてくるし、もい子も「もっと早う美容研究部に目をつけていればよかった。水すい遁とんのなんちゃらにうつつを抜かしとる場合やなかった」とか言ってるし、チョット水遁の術のコトは永遠に忘れないでよ。

　とにかく。

　この美容法のおかげでみんなハッピーになれてる。美容研究部もさぞかしこの美容法で部員同士の結束を高めたコトだろうねー。

　そんな感じで笑顔でこの美容法を試していたあたし達は、甘ちゃんだったの。

　この美容法の恐ろしさをまだわかってなかったから。

　異変は、あたし達がそれぞれを三十個ほど、お褒めの言葉を頂ちよう戴だいしたときに起こった。

　……褒める箇か所しよがなくなってきたの。

　一人当たり三十箇所も褒め合ったんだから、もうここらで終わりにしてもいいんじゃない？って視線をもい子に送ったけど、もい子は「ヤエの白目キレーやね」と、あたしの三十一箇所目の美点を挙げ、迷わず続行の道を進んでく。

　そして。

　三十五個目を境に大抵の言葉は、三人全員に使われるコトが多くなった。

　例えば「肌キレー」と、にいちゃんがもい子に言えば、

　次は「肌キレーやね」と、もい子があたしに言い、

　その次は「肌キレー」と、あたしはにいちゃんに言う始末。

　当然、隣の人と全く同じ褒め言葉を続けて言われるようになると、容姿を褒められた喜びなんて感じない。苦し紛れに呻うめくような声で発せられた褒め言葉で、喜ぶ子はいないよねー。

　だから。

　ただちに、褒め言葉の盗用及び悪質な使い回しは禁止になった。

　そして、この過酷な状況でにいちゃんが奮起する。

「やえさんは楚そ楚そとして秀麗な顔立ちですね」とか、「もい子さんの魅力的な表情には少女の愛らしさと少年の活発さが絶妙に同居してますね」なんて言って、あたしやもい子を褒め倒した。

　もはや、これは相手の外見の魅力的な点を捜すのではなくて、ボキャブラリー勝負へと様相を変えていった感じ。

　だけど、ボキャブラリー勝負といっても、あたしともい子はにいちゃんのように熟語とか難しい言葉とかを知ってるワケもない。

　もい子は、

「ヤエの身体からだって、シュッとしててええね」

「兄さんの身体って、ボンキュッポンとしててええね」

「ヤエの瞳ひとみって、キラキラってしててええね」

「兄さんの瞳って、キュアキュアキュアってしててええね」

　といった擬音シリーズをおっ始ぱじめた。

　一方あたしは、

「にいちゃんの笑った顔って可愛かわいい」

「もい子の困った顔って可愛い」

「にいちゃんの無表情の顔って可愛い」

「もい子の焦った顔って可愛い」

　といった○○の顔って可愛かわいいシリーズを確立した。

　表情のバリエーションを増やすために、わざともい子の足を踏んで、「もい子の痛がった顔って可愛い」「もい子の怒った顔って可愛い」と二カウント分荒稼ぎをしたけど、百個への道はまだまだ遠い。

　あたし達の誰だれもが、これは最近まれに見るグダグダなゲームだとわかってた。

　残りの休憩時間は、プールサイドに寝っ転がって、流れる雲がなんの動物に見えるか考えてたほうがよっぽど有意義じゃない？　って思ったけど……。

　あたし達は、この美容法をやめるにはもう手遅れだった。

　意地でも百個言いたい！

　そんな、情熱に限りなく近い意地が胸には宿ってたの。

　擬音シリーズが底を尽き、もい子はやさぐれた。

「ねえ、兄さん。びもくなんちゃらって言葉なかったっけ？」

「眉び目もく秀しゆ麗うれいですね」

「それってどないな意味やっけ？」

「はい、顔立ちが美しいこと。特に、男性の容よう貌ぼうについて言いますね」

「おおきに。ほな、ヤエは眉目秀麗やね」

　ひど過ぎる！

　たった今意味を覚えた言葉を使うっていう雑な褒め言葉が出た。男性の容貌についてって教わってんのに、ためらわず使われたしー。

　でも、あたしは我慢した。

　このときのあたしは、「もい子は意外とスッチーの格好が似合いそう」「にいちゃんは意外とメイド服が似合いそう」といった意外と似合いそうシリーズを展開させてたから、人に文句を言える立場じゃなかった。

　明日になったら、どこを褒められたのか覚えてないんだろうなーっていう質の悪い褒め言葉が行き交い続け。

　ついには圧倒的なボキャブラリーで、エースのにいちゃんも、ついには言葉が尽き、

「やえさんってパッと見、トップモデルっぽいです」

　っていう一気に阿あ呆ほうな仕上がりの褒め言葉を口にするようになった。

　じゃあ、ジッと見、なんなのよ？　って問い詰めたい衝動は抑え込んだ。にいちゃんは今まで一番頑張った人だから。

　放課後のプールサイドで、ビキニ姿の女子が三人、必死の形相で互いを褒め合う美容法はついに佳境。

　終わりがはっきりと見えた。

　あたし達の手持ちの数取器はそれぞれ九十八を示してる。

　このうち、意味のある褒め言葉はいくつだったのかは考えないようにしよう。

　あとたった二個。

　時折聞こえる神じん卵らん太た郎ろうの吹くトランペットの「プワァー」って甲かん高だかい音がただただ耳障りだった。神卵太郎の嫌いなトコ今日一個増えた。神卵太郎の吹くトランペットの音。神卵太郎の嫌いなトコだったら、百個余裕で言えそうなのに。ってか、神卵太郎のコトなんて考えてる場合じゃないし。あたし集中ー。

　そして。

　あたし達は、なぜ今までこの部位を褒めてなかったんだろうっていう部位を発見した。

　それは、胸。

　あたしともい子が、にいちゃんの巨乳を褒める。

　あたしとにいちゃんが、もい子の豊乳を褒める。

　やったー。にいちゃんともい子、あと一個だね。あたし達百個いけそうだね。

　だけど。

　にいちゃんともい子は、あたしの胸を前に言葉を失う。

「……やえさんは、空気抵抗が少なさそうな胸です」

　と、にいちゃんがおそるおそる言ったけど、

「それは褒め言葉じゃない！」

　あたしはがっつり却下した。

　……。

　そこから、あたしの九十九個目の美点が出てこない長考の時間が続いた。

　もい子とにいちゃんは、あたしの身体からだを前から横から後ろから、なめ回すように見た。

　難しい表情をした人に身体をジロジロ見られながら、「はぁ」とため息をつかれる。美容の道は厳しい。

「兄さん、虫眼鏡めがねってもっとらん？」

　あたしのどこを拡大して美点を見つけるつもりなのよー。

「もい子さん、近すぎては逆に見えないってことがあります」

　そういうと、にいちゃんはプールサイドの端まで離れていった。あたしと25メートルプール１レーン分は離れたし。

　にいちゃんが大きな声で言ってくる。

「やえさーん、パレオを巻いてもらえませんか？」

　言われた通りにする。まさかパレオを褒めたりしないよね？

「やえさんって、さりげなく美少女っぽいオーラが出ていますか？」

　エー。「さりげなく」だし、「っぽい」だし、「オーラ」っていうフワッとしたものだし、なにより疑問形だし。

　あたしをすぐ後ろから眺めてたもい子が言う。

「ヤエの美少女オーラは後ろ姿のほうがでとるよ。よっ、背中美人」

　あたしは頭を抱えた。褒め言葉は前面限定にしてほしかったから。

　あたしは九十九箇か所しよ目の美点『背中美人』を泣く泣く受け入れるコトにした。

　あたしの背中でもい子が「おっ」と弾んだ声を上げる。

「ヤエ、腕を動かしたときの肩けん胛こう骨こつの浮きでる感じもええな。ヤエの次の番は、ばっちりやね」

　え、あたしの記念すべき百個目の美点は、肩胛骨の浮きでる感じの良さ？

　確かに今までも。

　鎖さ骨こつがキレーとか、

　頭ず蓋がい骨こつの形がいいとか、

　頬ほお骨ぼねの感じがちょうどいいとか、

　骨シリーズはあったけど……。

　百個目に骨を褒められて終わるんは嫌だ。それは断固拒否しなきゃ。

　あたしがそんなコト考えてるうちに、もい子がにいちゃんの胸を触りだし、

「おっきーのに形もキレーで、プルルンプルルンしとって気持ちええね」

　と、にいちゃんの百個目の美点を挙げた。

　そのにいちゃんはもい子の胸を揉もみだし、

「大きくて張りがすごくて、ボインボインとしてて気持ちいいです」

　と、もい子の百個目の美点を挙げた。

　お互いの乳を触りあいっこしたもい子があたしを見つめる。

「ヤエの肩胛骨は……なんかええ感じ」

　コヤツ忘れおった!?

　肩胛骨の「浮きでる感じ」がいいって部分を忘れおった！

　百個到達し、すでに達成感を味わってる二人に、あたしは言う。

「嫌だ。あたしは肩胛骨をフワッとした感じで褒められて終わんのヤダ！」

「えー、ヤエ。ワガママ言うてどうしたん？」

「やえさん、わたし達は美容法を実践し、確かな美への意識を手に入れたんですよ。わたしの美点は、かかとの裏と夏の大三角形と胃壁の綺き麗れいさだけではなかったんです」

「にいちゃんはよかったよ。自信持ててよかったよ。でも、あたしは逆に自信失ったから」

「どしたヤエ、肩胛骨にもっと誇りを持ってええんよ。ええ感じの肩胛骨に申し訳ないやん」

「肩胛骨に誇りなんて持つか！　肩胛骨に申し訳ないってどういう心理なのよ！」

「やえさん聞いてください。わたしはやえさんの内面に沢たく山さんの美しい点を知ってますよ」

「内面じゃなくて外見褒めてよー！　あたしももい子やにいちゃんみたいな、ちゃんとした美点で百個目を締めくくってほしいのー」

「うちや兄さんみたいなちゃんとした美点。ほいでも、ヤエはさ」

　もい子とにいちゃんの視線があたしの胸らへんに向けられる。お願いだから、困ったものを見るような目であたしの胸を見ないでー。

「どうせあたしの胸はさ、大きくないから二人と違って褒めるトコなんてないよね」

「ヤエ、そないなコトないやん！」

「そうです。やえさん、褒めるとこがないなんて嘘うそです！」

「……」

「……」

「……」

「……どしたの二人とも。あたし、思いっきりお褒めの言葉待ってるんだけど」

　もい子がおもむろに、あたしの胸元に顔を近づける。

「あ！　ヤエの胸ってええ匂においするよっ」

「プールの塩素の匂いですけど、なにか？」

「……」

「……」

　無言って一番、人を傷つけるね。

「ヤエの胸ってさ、将来うちより大きくなってそうやんね」

「根拠のない希望的観測なんていらねー！」

「やえさん聞いてください、大きな葛籠つづらより小さな葛籠のほうが良いことがあるんですよ」

「舌した切きり雀すずめの話なんていらねー！　あたしの胸は葛籠じゃない！」

　自分でも駄だ々だをこね倒しちゃってるって思ったけど。

　だって、最近ホント胸のコトで凹へこまされるコトばっかりだから……なんかもうヤダって感じになってんの。

　休憩時間の残りはわずか。

　にいちゃんは、「コースロープはわたしともい子さんで張りますので、やえさんは休んでてください」って、労いたわるようなコトを言ってくれるんだけど。

「貧乳は体調不良じゃない！」

　あたしの駄々は最高潮まで達し、地じ団だん駄だ踏みまくりで。

　そして。

　自分で自分のパレオの裾すそを踏んじゃって、

　あたしは、体勢を崩しちゃって、



    

  
    
      



    

  
    
      　――ざっばぁん。



　プールに落ちた。

「ヤエ！　プールに飛び込む様が見み惚ほれるほど美しいっ！」

　どん欲なもい子が美点を挙げようとしてくれてる。もー、最低。

　あたしは、水中から顔を上げた。

　こけたのが恥ずかしくて、なんか惨めで、あたしは最悪な気分で喚わめいた。

「もい子適当言うな！　あたしはどうせ九十九個しか美点のない女なのよー！」

　……。

　どうしたんだろ。

　プールサイドのもい子とにいちゃんが、高い位置からキョトンとした顔で、あたしのコトを見てる。

　二人の顔が、なぜか嬉うれしそうな微笑ほほえみに変わる。

「ヤエ、あるやん。とっておきの百個目」

「やえさん。そんな美しいものを最後まで隠していたんですね」

　二人ともなに言ってんのー？



    

  
    
      



    

  
    
      　あれ？

　もい子とにいちゃんの視線が、あたしの顔よりもチョットだけ下なコトに気づいた。

　本人お気に入りの鮮やかなピンクのビキニを着たもい子が、羨うらやましそうに言う。

「うちが人生で見た中で、最も可愛かわいいピンクやわ」

　どゆコト？

　あたしは視線が向けられてるっぽい自分の胸元を見る。

　そのとき神じん卵らん太た郎ろうが吹くトランペットの「プゥーッ」って甲かん高だかい音が聞こえてきたけど、あたしはそれより甲高い声で悲鳴を上げた。



    

  
    
      
　第五話　神の回





　いつもの放課後。

　いつものプール。

　いつものように前半の練習が終わってすぐ、あたし達はコースロープをせっせこせっせこと外してると、

「ヤエ＆兄さん聞いて。人間の顔ってな、怒ったりすると……なんと、交感神経の働きが活発になるねんよ」

　ドヤ顔で「なるねんよ」って言われても……。いったいなんの話？

「もい子、そのなんちゃら神経が活発になるとなんかダメなのー？」

　最近美容研究部の活動の足跡を辿たどるコトがブームなもい子は、あたしの顔を見て「だめだこりゃ」と呟つぶやいた。ああ、久々にもい子の長ちよう介すけ聞いたー。

「ヤエ。耳穴かっぽれして、よう聞いて」

　かっぽれとは、俗謡、俗曲にあわせておどる滑こつ稽けいな踊りのコト。うん、耳穴をかっぽれするのは、まず無理。

「交感神経の働きが活発になると活性酸素ってのが発生するんよ。ほいで、この活性酸素ってのがてんやわんやのすったもんだの末、顔のシワを増やしちゃうの」

「説明雑。で、なんでそんな話はなしし始めてんの？」

「今日うちらが試す美容法に関係あるからに決まっとるやん」

「うわっ。またあたしとにいちゃんを勝手に巻き込むつもりだし。兄ちゃーん、もい子がこんなコト言ってますけどー」

　黙々と片付けをするにいちゃんは無言のまま胸に抱えた一本のコースロープを宙に投げ出し、フラフープの大きさの「○」を作る。どうやら美容法の参加を表明したみたい。

　にいちゃんって、テンション高いのか低いのかよくわかんないときが多々ある子。

「おっ、兄さんやる気やね。ヤエもやるでしょ」

「一人だけのけ者は嫌だしね。それで、なにすんの？」

　もい子は、胸の前に指をピンと立てる。

「本日の美容法はずばり……『怒らないコト』」

「怒らない？　え、それが美容に関係あんの？」

「密接にあんねんなーこれが。怒るとね、顔にシワができてしまうんよ！

　美容部の活動記録によると、本家美容研究部員はなにがあっても怒らなかったんやって。熱心な美容活動に明け暮れるあまり、部長は部外の生徒から『ドモ○ルンリンクル』ってあだ名で呼ばれても、決して怒らなかったらしいんよ」

　人一倍美を追究してる女子高生に、三十代からの基礎化粧品のあだ名をつける。あだ名って、時に残酷だよねー。部長さんは怒らなかったかもしれないけど、陰で泣いてたんじゃないかな。

「まあ、そーゆーわけやから、今日の休憩時間のうちらは美容のため怒らんと過ごそうねっ」

　別にそんな目標掲げなくても、普段の休憩時間中も怒ったりなんてしないけどねー。

「ねえ、もい子。ふと思ったんだけど」

「なになに？」

「笑顔でもシワができるとは言わなかったっけ？」

「おっ、言ったりするかも。ほいなら笑顔も禁止。今日の休憩時間は無表情で過ごすよ」

　ゲッ。

　なんか休憩時間が台無しになる気配が一気に漂ってきたんですけど。

　もい子があたし達の表情筋を封印しようとしてるよーって思いを込めて、にいちゃんを見ると、「大丈夫ですよ」って感じの頷うなずきを返してくれる。

「もい子さん。笑うと表情に一時的にシワが寄るので、シワができるなんて言われてるだけですよ。笑っているときの一時的なシワは深い溝にならずに、元に戻りやすいんです。さっきもい子さんが言っていた交感神経は、笑顔のときは働いたりしませんし」

　あたしともい子はふむふむと頷く。

「美容の敵はストレスともいいますし、楽しいときは思いっきり笑えばいいと思います。美容に悪いどころか心の底から笑うコトは美容にとても良いはずですよ。わたしはそう思います」

　にいちゃんがそう思うんなら、あたし達もそう思う。

　読書家のにいちゃんは、水泳部が誇るインテリだしねー。

「ほいなら、やっぱし今日の休憩時間の美容法は怒らんことのみ」

「うん、りょーかい」

「はい、わかりました」

「いよっしゃ。うちらもたとえ本家の美容研究部員達みたいに『ドモ○ルンリンクル』とか『Ｓ○』とか『美○潤』って呼ばれても、笑顔で過ごせる人になるんよ」

　うん、怒りはしない。軽く凹へこむだけ。



　コースロープをプールサイドの所定の位置に置いたあたし達。休憩時間をいつも通り満喫するコトにする。

　だってね。

　今日の美容法は特別になんかするってわけじゃないから。

　いつかみたいに、外見のいい感じじゃんってポイントを百個挙げるわけじゃないし。

　いつも通りの休憩時間の過ごし方なら……。

　あたしはプールに浮かべたビニールボートの上で、まったりしつつ「ぶるじょわー」とか呟つぶやいてるだろうし。

　もい子は、全身の筋肉と関節のストレッチ三ざん昧まい。でもストレッチに無我夢中なのかと思いきや、可愛かわいさとは無縁の代物（水すい遁とんの術専用かんじきとか）を可愛くしようと斬ざん新しんなカスタマイズ始めちゃったりするだろうし。

　にいちゃんは、ゴザの上で読書をしつつ、ほうじ茶を啜すすりまくり。でも、出し抜けに「プールサイドに盆栽と石いし灯どう籠ろう、どっちがあったら嬉うれしいですか？」とか言い出すから、あたしやもい子は絶句するか、否定的な言葉を叫ぶハメになる。

　で。

　今日もあたし達はそれぞれそんな感じのイッツマイペースな自由時間を過ごすのかと思ったら、

「この前、水泳部に来た髪質が酸化スチールウールみたいな男の人いましたよね。……名前なんていいましたっけ？」

　にいちゃんがこんなコト言い出したの。

　なにゆえ神じん卵らん太た郎ろうの話題なの？

　生き物の中で人間の男が最も嫌いなあたしにとって、その男の中で最も生理的に受け付けない個体、それが神卵太郎。

　なにかの悲劇的事故のせいで無人島に二人っきりになっちゃったら、あたしは嬉き々きとして魚のエサになる末路を即断しちゃうほどの人物、それが神卵太郎。

「兄さんはホンマ名前覚えるの苦手なんやね。神よ、神。ヤエが神かみってゆうたコトでお馴な染じみの神」

「もい子やめて、あのときの記憶は思い出したくないの」

　優雅な休憩時間が、暑い日のコンビニダッシュへと変わってしまった忌いまわしい記憶。デリートしてー。

「ねえにいちゃん、なんで神卵太郎の話なのー？」

「はい、あの男の人は毎日違う部を体験入部してるんですよね。今日はどこにいるのかしらと思いまして」

　にいちゃんは夢見るような瞳ひとみで、フェンスの向こうのグラウンドを眺めてる。

　ん？

　なんだろう、この物思いに耽ふける乙女な感じの雰囲気。

　もい子もあたしと同じ印象を持ったみたい。にいちゃんにおそるおそる切り出す。

「兄さん、もしかしてやねんけど、神じんのコトが気になっとったりするん？」

　絵本の中のお姫様のような愛らしいにいちゃんの顔は、王子様に出で逢あったみたいに華やいだ。

「……はい、気になります」

　――!?

　あたしともい子の間に激震。

　あたし達には無縁の極みだと思ってた恋愛トークがまさか始まっちゃうの？

　って覚悟してたら、そこから理科の実験みたいな話が始まった。

「わたしは男の子という摩ま訶か不ふ思し議ぎな生命体の実態がやはり気になります。神じんさんは、その他ほかの摩訶不思議な生命体に輪をかけて摩訶不思議な生命体です。毎日違う部に自主的に参加し、自分一人の新聞部で部活紹介の記事をひたすら書き続ける。彼は未み曾ぞ有うの変人かもしれません。これは研究者が突然変異したモルモットに遭遇した驚きと同じかもしれません」

　そうだった。軽く忘れてたよー。

　にいちゃんって、男のコトを研究対象のような目で見てる子だった。

　てゆーか、にいちゃんは人のコト未曾有の変人とか言ってらんないよ。だってにいちゃんも相当変人の域突入しちゃってるから。

「そっか、びっくりしたぁ。兄さんがまさか男に恋心でも抱いたんかと思ったやん。そないなコトありえんよね。男なんてほぼ視認すらできひん未知の物体やし。ったく男ってさ、どいつもこいつも隠密スキル高すぎ。気づいたら背後におるし、気づいたら帰りのホームルームにおるし」

　そうだった。思い出したよー。

　もい子って、男のコトに恐ろしく無関心な子だった。

「ねえもい子。帰りのホームルームまで男子の存在に気づかないって、それいったいどんな状況なの？」

「ああ、うちはあれなんよ。教壇の真ん前の席やからさ」

　いやいやいや、そんな「だからしょうがないでしょ」みたいな顔されても、全然納得できないから。

　にいちゃんからなにか言ってやってよ、って思って振り向くと。

　にいちゃんは、ＵＦＯでも捜してる研究者の瞳ひとみで、未いまだフェンスの向こうを眺めてた。

「神という名の生命体は一体何処いずこに？」

　にいちゃんって（もい子もだけど）、話題に男が絡むと急にからみにくい人になっちゃうよね。

「でもさ、にいちゃん。グラウンドで練習してる運動部系か、このまえみたく窓際で練習する吹奏楽部にでもいなきゃわかんないよねー」

「なあなあ、ヤエ兄さん」

　それ、ヤエって名前のお兄さんを呼んでるように聞こえるね。

「男のコトなんてどうでもええやん。ひとまずアキレス腱けんでも伸ばしながら、おもろい話題でも考えようよ」

「アキレス腱はさておき、別の話題にするのは賛成かなー」

　あたしは、神じんのコトなんて好んで話したくないから。

　なんの話題しよっかな。

　プールに金粉入れたらキラキラして綺き麗れいそー、いつかやってみない？って言ってみようかな。

　あ、でも。金って価格が高騰してるんだっけ。じゃあ無理かー。

　なんて思ってたら。

　突然。

　どこかから電子的なメロディ（テクノ？）が聞こえてきた。

　その音の出所は、にいちゃんが敷いたゴザの側の壁にあるスピーカーからで、それは放送部の校内放送じゃんって気づいたときは、「うげ！」って思ったー。



　永遠高とわこーには今はなき美容研究部グラマー＆プリティに負けず劣らず強烈な部活がまだまだ存在する。

　その一つが、「超攻撃的文化系集団」とか「禁断の革命組織」とか「聴覚のテロリスト軍団」とか呼ばれる悪名高き永遠高放送部なの。

　入部なんかした暁には……、

　内申点を根こそぎ失う。

　身体からだの変なところから長い毛が生えだし、それがやがてアンテナになる。

　電磁波が見えるようになって、電子レンジを異常に怯おびえるようになる。

「ほうそう」という音の響きに敏感になって、百貨店等にて「包装致しますか？」って聞かれると、「安易に放送という言葉を使ってはならぬ」とわけのわからないキレ方を見せるようになる。

　こんな感じで。

　放送部は胡う散さん臭くさいウワサが絶えない。

　ちなみに部室は、永遠高放課後の魔ま窟くつと呼ばれてる。

　いかがわしい活動を続けてるにもかかわらず、未いまだ廃部になってないのは校長室を盗聴して、校長の弱味を握ってるとか諸説あるけど。実際のところは不明なんだよねー。

　まあ、そんな感じの放送部の変遷は、次の通りなの。



　発足時に、ＦＭ送信機を部室に持ち込み、校舎の屋上に無断でアンテナを立てて、自分たちのラジオ局を開局させた。なにその行動力？

　　↓

　永遠高とわこーから半径５００メートルに届く電波で放送を開始した（中継器を使ったとかなんとか、電波の話はあたしにはちんぷんかんぷん）。尊敬はしないけど、なんかすごいね。

　　↓

　強い電波を発射する無線局を無免許開設するという違反行為（電波法第四条）がバレかけて、ラジオ局はサッサと閉局した。高校生で法を犯すとか、デンジャー。

　　↓

　閉局後、校内放送だけをするようになった。やっと健全になったねー。



　でも。

　この放送部が問題を起こさず、おとなしく部活動に勤いそしむわけがなかった。

　放課後になると連日、どこのオールナイトニッポンですか？って感じに、三時間長放送し続けたの。

　放課後の校内から静寂を奪った暴君的放送。

　これには、校内で部活動に励む部からクレームの嵐あらし。

「聞きたくねえんだよ！」と迫る校内系部活。

「放送の自由を侵害するな！」と抵抗する過激派放送部員。

　これはまさに永遠高部活動史に残る放課後騒音問題なの。

　その他ほかの代表的な騒音問題に、吹奏楽部のシンバル奏者があまりに自分の出番がないコトに退屈を募らせ過ぎて、人間は一時間にシンバルを何回打つコトができるのかってギネスに挑戦しようとして起きた「シンバルの乱」があるけど。タチの悪さでは放送部の方が上。

　反省の色を見せない放送部は、「聞きたくねえならスピーカーをオフにしろ！」とのたまう。そんな戯ざれ言ごとには先生方も黙ってない。職員室からの非常及び業務放送も聞こえなくなってしまうとの弁。ごもっともー。

　怖いモノなどなにもないと嘯うそぶく狂犬連中の放送部員も、教職員が出てくると途端に素直になった。権力に屈した？　ううん、違うの。なんでも教師陣の中に電波的な美人教師がいて、部員達はその教師に憧あこがれを抱いてるとかなんとか。「怖いモノなどなにもない、ただ貴方のやさしさが怖かった」と神田川的なコトを言って、放送部は放課後騒音問題に終止符を打った。

　で、結局。

　放送部は、職員室からの放送と放送部からの校内放送の音声送信の回路を分けたの。大工事ホントお疲れ様ですー。

　校内全すべてのスピーカーはオンオフのスイッチがつけられたから、放送部の校内放送を聞くか聞かないか選べるようになった。職員室からの非常及び業務放送はスイッチのオンオフに関係なく、聞こえてくるけどね。

　なので。

　各部は部室のスピーカーのスイッチをがっつりオフにしてる。

　ところで、連日三時間越えの放送の気になる内容はどんな感じかっていうと。

　創作ラジオドラマ。放送部部長による電波談義。今日の株価。明日の天気。メインコーナーは学校生活におけるお悩み相談。こんな感じのラインナップ。

　誰だれがこんな変な放送部に、悩みを相談するの？って疑問はありまくりだけど。

　これがどういうわけか相談は、まあまあ寄せられてるっぽい。

　でも。

　その寄せられる相談っていうのが、

「オフにしていたはずのスピーカーのスイッチが人知れずオンになってるんですが、これって人為的ですか？」とか。

「スピーカーのスイッチをオンにするときはすごく軽い力でいいのに、オフにするときは恐ろしく力がいるんですけど。ナニコレ？」とか。

「『一週間以内に放送部に悩み相談をしないと、家のテレビをペイチャンネルとディスカバリーチャンネルが交互に映る箱に変えるぞ』っていう迷惑メールがくるんですが、なんとかしてください」とか。

「放送部を廃部に追い込める方法を教えてほしーの」とか。

　放送部に対する限りなく苦情に近い悩みが、全体の九割みたい。放送では、残り一割の相談にしか答えないみたいだけどね。

　っていうわけで。

　あたし達も放送部に苦情言わなきゃ。だって、スピーカーのスイッチがいつのまにかオンになってるしね。これって放送部がなんか細工したのかも。

　ひとまずスイッチをオフにしよー。

　そう思って、プールサイドのスピーカーに向かおうとすると、

「リスナー諸君ごきげんいかがお過ごし？　本日の放送、後半戦最初のパーソナリティを務めさせていただくのはわたしMrゴッドエッグ。僭せん越えつながら皆様のお悩みに助言させて頂きます。最後まで是非ともおつきあいください」

　聞き覚えのあるような気がする男の声がした。

　凜としてて、真面目な印象があるのに、なんか聞いてて微妙にぞわぞわする感じ。

　――カラン。

　プールサイドでにいちゃんが茶筒を落とす。

「……この声は酸化スチールウール」

　神じん卵らん太た郎ろうでMrゴッドエッグ。

　そのセンスないわー。



　あたし達はスピーカーの側のゴザの上に車座になった。

　にいちゃんは、摩ま訶か不ふ思し議ぎな神卵太郎って生命体が気になってる。

　もい子は、神のコトに興味を示すにいちゃんが気になってる。

　あたしは、神卵太郎の声なんて別に好んで聞きたくなんかない。でも神卵太郎が人の相談に、なんてアドバイスするのか、ほんのチョットだけ気になる。

　だって、思春期こじらせたせいで妙に畏かしこまりくさった態度の神卵太郎が、人の相談に乗れるとか思えないし。

　まあ、好奇心を刺激されたって感じ。

　っていうわけで。

　あたし達は校内放送を聞くコトになったの。



    

  
    
      



    

  
    
      【袋ふくろ綴とじ八つ裂き丸】さんのお悩み。

『なんでエロ本ってモザイクが入ってんスか？　モザイクの下がどうなってんのか気になって仕方ないッス』



　うわ。下品過ぎて吐きそー。

　神じんが相談に答える前に、あたし達もお悩みに対して一言いおうってコトになった。

　体育会系のもい子は、

「身体からだでも動かして雑念を振り払え」

　スポーティな答えだね。

　本好きのにいちゃんは、

「袋綴じは定規などを使って綺き麗れいに開けてください。八つ裂きはダメです」

　悩み相談変わってるし。

　あたしは一言で充分。

「キモ！」

　さあ、神卵らん太た郎ろうはなんて相談を返すのかな。

『その昔。男達は全すべてにおいて女性に劣る生き物だったそうです。そんな男達を哀れに思った神様が男達に腕力をプレゼントしたようです。

　モザイクは、現代を生きる男達の想像力を鍛えるために与えられた神様からの小粋なプレゼントです。

　そういう訳ですので、モザイクの下にしかと想像を巡らしつつ、感謝の気持ちでじっくりと拝みましょう』

　……。

　神のかなり斬ざん新しんなアドバイスに、ゴザの上であたし達は沈黙した。

　てか結局、エロ本のページを拝むコトには変わりないんだよね。やっぱキモー。





【机の間が天の川】さんのお悩み。

『隣の席の女子が日々少しずつ机を僕の机から離していきます。どうすれば遠ざかる事を食い止められるでしょうか？』



　うわー、悲惨な相談だよ。

　どこまでも体育会系なもい子は、

「空気イスすれば、隣の机が離れていくコトなんて気にならんよ」

　やり過ぎたら机が離れていくだけじゃなく、肉離れもしそー。

　優等生のにいちゃんは、

「隣の席の女子になぜ机を離すのか、その理由の詳細を確認しましょう。それでもし【机の間が天の川】さんそのものが理由である場合は……とにかく机を離さないように一生懸命懇願しましょう」

　それはもっと悲惨な事態に発展するーって感じだし。

　あたしは軽く励ますしかできないかな。

「次の席替えを夢見て、強く生きて」

　さあ、神じん卵らん太た郎ろうはなんて相談を返すのかな。励ますしかないよね？

『隣の席の女生徒は少々お行儀の良くない方とお察し致します。ですので、机が離れないように接着剤を用いて、くっつけてあげるのが最良の気遣いかと存じます。かようなさりげない優しさを見せてあげれば、机だけではなく、【机の間が天の川】さんと隣の女生徒の心も強力にくっつくこと請け合いです。

　あと、学習机の脚部の床との接地面はアクリル焼付塗装ですので、アロンアルファ・プロ用速効多用途タイプをオススメします。是非参考までに』

　……。

　えーっと、いろいろどしたよ神卵太郎。

　あたしともい子は絶句。

「やはり摩ま訶か不ふ思し議ぎな方ですね」

　茶を啜すするにいちゃんののんびりした声がゴザの上に漂った。

　あたしはこの放送を聞いてる【机の間が天の川】が常識人であるコトを切に祈った。

　明日以降、どっかの教室で机をくっつけた哀れな男子生徒の話は聞きたくないもんね。





【恋なき枯かれ山さん水すい】さんのお悩み。

『ワタシはこれまで異性を好きになった事がありません。男の人に興味はあるんですけど、好きになれる気がしません。でもワタシは子孫を残したい派です。人工授精の成功率が高い名医をご存じでしたら教えてください』



　やっとまともな恋の悩み相談（しかも女子！）かと思いきや、凄すご腕うでの医師を紹介してって話になってる。

　男に対して無関心のもい子は、

「うちも男の子なんて好きになれへんよ」

　男を研究対象として見てるにいちゃんは、

「……わ、わたしも……男の人を、好きになれる気がしません」

　男嫌いまっしぐらのあたしは、

「あたしも男なんて絶対好きになんない」

　てな感じで、あたし達三人の意見は一致した。

　当然、三人とも名医に心当たりはなさげだけどね。

　神じん卵らん太た郎ろうは恋の相談＆名医の紹介希望に、なんて返すのかなー。

『【恋なき枯かれ山さん水すい】さんは心から悩んでいらっしゃるんですね。相談のお手紙が筆で綴つづられていて、その思いの強さをひしひしと感じます。

【恋なき枯山水】さんには誠に残念なお知らせなんですが、わたしは人工授精の名医は存じてあげておりません。

　医師を紹介できない代わりに、「人を好きになれない」と寂しいことをおっしゃる【恋なき枯山水】さんに、愛についての助言や金きん言げんの類を贈る事ができればと思うんですが。

　何を隠そうわたしといえば、日課の如ごとく妄想を巡らしては、脳内でのみ色恋沙ざ汰たの気分を味わっている有様でして。

　去年に至っては、桃色の妄想に集中するあまり信号が赤になっているにも気づかず、車にはね飛ばされ、恋愛経験ではなく臨死体験をした身である故、わたしからひねり出せるのは、愛についての珍言迷言妄言虚言が関の山かと思われます。

　しかしながら、【恋なき枯山水】さんにアドバイスをさせていただきます。

　思春期の女生徒になにも言葉も贈ることができないとあらばMrゴッドエッグの名がすたります。もともとすたるほどの価値などない名ではありますが。あまり自虐的になるのは控えます。

【恋なき枯山水】さん。あなたは相談の手紙に【恋する枯山水】と書いたあとに、【恋する】の部分を【恋なき】に書き直していらっしゃいますね。

【恋なき枯山水】さんの本心では、やはり恋がしたいと思っているんじゃないですか。

　人を好きになりたいと願っている人は、恋にたどり着けると思います！

　少なくとも人を好きになんてなりたくないと思っている方よりもずっとずっと。

　かくゆうわたしも恋がしたいと願う気持ちは人一倍強いはずなんですが、わたしの恋路は別名天てん竺じくと呼ばれておりまして、なかなかたどり着けません。西さい遊ゆう記きと違い、わたしの恋路に仲間はいません。本当にゴールがあるのかすらわかりません。ただ砂漠のような道が続いています。

　……脱線してしまい失礼致しました。

　最後に一言。

【恋なき枯山水】さん、いいえ【恋する枯山水】さん。恋については頭を悩ませる事も多々お有りになると思いますが。

　考え事をする際は、前方の横断歩道の赤色灯には是非ともお気をつけください』

　……。

　神じん卵らん太た郎ろうの魂のこもった言葉を、あたしは黙って受け止めた。

　恋愛経験がない男が、女の子に恋のアドバイスを一生懸命してんのは、かなり滑こつ稽けいなはずなんだけど、「キモ！」とか言って笑えない空気があった。

「……やえさん、もい子さん。和菓子の詰め合わせ、よかったらどうぞ」

　突然、にいちゃんはそう言って、ビート板を差し出してくる。

　え、ナニコレ高度なボケ？

　……。

　あたしともい子は軽く言葉を失う。

「あ、すみません。間違えました。あはは」

　にいちゃんの様子がなんか変かも。妄想をこじらせたあまり赤信号に突っ込んでく男子の存在にパニくったのかな。

　もい子は、「なるほどなぁ」と急きゆう遽きよなにかに納得したご様子。

「神がさっきさ、『机をくっつければ心もくっつく』みたいなわけわからんコトをアドバイスしとったのは、妄想でしか恋愛したコトないやつやからなんやね」

　神卵太郎、ダッサー。

　そう思ったけど、それは口にしなかった。

　恋愛経験がないのは、あたしも同じだから。

　あ、でも、あたしは恋愛の妄想なんて絶対しないけどー。





【次期幽霊部員】さんのお悩み。

『放課後のすっごく遅い時間に、旧校舎の窓にやけに頭のでかい人影のようなものを見ちゃいました。あのー、永遠高とわこーって幽霊がいちゃったりするんですか？　簡単にできる除霊方を知ってたら教えてほしいです』



　うわーヤダヤダ。

　幽霊はまぢ怖いから！

　あたしって、昔からオカルトとかホラーとかダメなの。アニメ「ゲゲゲの鬼太郎」が、あたしのホラーの限界。稲いな川がわ淳じゆん二じの顔は限界越えてる。

　あたし達は除霊法を発表していく。

　可愛かわいいものが好きなもい子は、

「ヒマラヤのピンク岩塩で盛り塩するべし」

　清める気ねえー。

　渋いものが好きなにいちゃんは、

「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ南無阿弥陀仏」

　にいちゃんが怖いー。

　派手でキラキラしたものが好きなあたしは当然、

「幽霊が出そうなところに夜通しディスコライト点つけといてー」

　で決まりかな。

　さあ、神じん卵らん太た郎ろうは相談になんて返すのかな。にいちゃんみたいにお経唱え出すとかやめてよね。

『幽霊といえば、わたしは小学校の修学旅行での集合写真を思い出します。

　隣に立つ宝たから田だくんの肩に祖父へのお土産に買ったリアル仕様の孫の手を軽い気持ちで乗せてしまい。

　後日「心霊写真だ！」とクラス中が騒然とする事態を招いてしまいました。

　幾人かの女子は、この世の終わりだというようにさめざめと泣き続け。

　幾人かの男子は、「マジやべー」「超やばい」と少ないボキャブラリーで事態の深刻さを訴えておりました。

　ただ、宝田くんだけは「幽霊なんていねえんだよ」と男らしくゲラゲラ笑い飛ばし、肝っ玉の太さを見せつけました。

　とても「あれは孫の手です」と言える雰囲気はなく、白状するタイミングを完全に逸したわたしは、みんなの楽しい修学旅行の思い出に水を差すようなマネをしてしまった事に、痛く悔やみました。

　この時のわたしにできたのは、涙を流す女子達の影響で一時的に深刻なティッシュ不足に陥った教室に、スコッティティッシュ５箱パックを人知れず支援しただけです。

　そして、月日は流れ。

　小学校の卒業式。その集合写真。

　宝田くんの肩に誰だれのものかわからない不可解な手が乗っておりました。当然孫の手ではありません。

　わたしは、これは償いのチャンスだと思いました。

　心霊写真だと騒ぐクラスメート達に、「あれは、僕が孫の手を乗っけたんだ」と言い放ちました。

　みんなに「なにやってんだよ」「最低のジョークだな」「バカだろ」などと嘲ちよう笑しようされましたが、修学旅行の時に言えなかった言葉をやっと言えたわたしは、妙に晴れやかな心地でした。

　ただ、気がかりが一点。

　わたしだけが、卒業写真はリアル心霊写真だということを知っている身であるわけですから、災いの類が降りかかってはしまわぬかと宝たから田だくんの身を案じました。

　その後。心霊鑑定士なる人物と接触を図り、件の写真を見てもらったところ、あれは宝田くんの守護霊で、卒業おめでとうの意味が込められた手だという事が判明しました。大変紛らわしい守護霊です。しかしながら、これにて一件落着しました。

　…………失礼致しました。

　一人思い出話に花を咲かせすぎて花畑にしてしまいました。恐ろしく脱線した話を本題に戻します。

【次期幽霊部員】の相談ですが、旧校舎の頭のでかい人影のようなものはおそらく幽霊ではありません。どうかご安心ください。

　それでももし今後、その人影のようなものを目撃し、不安に苛さいなまれるという事であれば、その人影に向かって「ナイスファイト」と言ってください。

　それがわたしの知りうる唯一の除霊法です』

　……。

　アンタ小学生ん時いろいろナニやっちゃってんの？

　ってか結局、宝田くんには、守護霊だったってコト伝えてないよね。

　しかも、そのオリジナリティあり過ぎる除霊法はどこで仕入れたのよ。それただの応援だよね。

　なんか神じん卵らん太た郎ろうの話聞いてると、どんどん変な謎なぞが増す感じ。

　うわー、神の謎とか、神の過去とかにあたしの脳のキャパシティ使いたくない。でも怖い話にはもっと使いたくない。

　あたしは、リアル仕様の孫の手を欲しがり出したにいちゃんと、その孫の手はどこに売っているか話すコトで、怖い話っぽいのを聞き終わったあとの落ち着かない気分を立て直した。

　もい子がなにかに気づいたように「ねえねえ」とはしゃぎ出す。

「うちの手って、おじいちゃんおばあちゃんにとってみれば、孫の手やんね。見よ、リアル仕様の孫の手だぞぉ。でも非売品だぞぉ」

　もい子は右手をあたしとにいちゃんに掲げる。

　うん、苦笑いしかできない。





【美少女バイキング】さんのお悩み。

『いきなりっすけど俺おれモテまくりたいんすよ。

　なのに、このガッコーのトップクラスにグレード高い女を落とせないんすよ。

　なんつーか。

　このガッコのトップクラスの女って、男性嫌いぽかったり、男にまったく興味なさげな雰囲気出してるじゃないっすか。

　あれなんとかしてほしいんすよ。

　せっかく可愛かわいい顔とか綺き麗れいな顔とかデカい胸で生まれてきたんだから、ちゃんと恋愛して、男を喜ばせろよって思うんすよ。自分一人で生きてるわけじゃないんだから、それが世のためっすよね。

　んで、相談なんすけど。

　男嫌いとか、男興味ないとか、男なんて恋愛対象になんないとかぬかしちゃってる女をどうやったら、落とせますか？』



　……。

　………。

　…………。

　あたし達は言葉を失った。

　男って、下等で下品で単純で愚かなくせにその上野蛮で、どうしようもないバカだなーって思ってたけど。

　こいつはゲスの極みだ！

　ホントさ、女の子の人生ってスリリングでウケるよね。うかうかしてたら、とんでもないゲスに狙ねらわれるわけだし。ゲスな男の彼女になんてなっちゃった日には、人生暗黒ルート行きだから。

　あまりにゲスな男の存在に薄ら寒くなってた心が、ジワッジワッと熱くなってくる。

　心が赤く色づいたみたい。あぁ、あたし、怒ってるんだ。

　今日の美容法って、怒らないコトだったよね？

　ごめん無理。守れないよ。

　美容法の言い出しっぺのもい子の表情は炎のようにギラギラに燃えてる。充分なストレッチでほぐした腕に力を込め、拳こぶしをギュッと硬く握ってるし。

　温厚なにいちゃんだって、氷のような表情でスピーカーを突き刺すように睨にらんでる。まるで、そのスピーカーそのものがゲス男であるみたいに。

　もう、放送を聞くのやめよう。

　スイッチを切るため、スピーカーに手を伸ばそうとすると……。

　突然、なんの感情も持たない人工音声のような無機質な声が聞こえてきて、ドキッとした。

　なんで急に人工音声？

　ううん違う、これ、神じん卵らん太た郎ろうの声。

『それではアドバイスさせていただきます。

　まずパスポートを申請してください。パスポートが取得できましたら、次にアフリカ行きの航空券を手配してください。

　そのままアフリカに旅立ってください。現地に着きましたら、身体からだ中じゆうに肉という肉をぶら下げ、サバンナを闊かつ歩ぽしてください。

　大型のネコ科ほ乳類の群れに遭遇しましたら、真っ当な人間に生まれ変わりたいと切に願ってください。

　そして、転生後。

　心の根の優しい青年になって、男性嫌いや男性に興味ないという女の子の閉ざされた心をほぐし、是非とも清き男女交際をしてください』

　……。

　神は、丁寧にすごく遠回り気味に相談者に対して「死ね」って言った。

　怒ってたはずのあたしは思わず「クスッ」と笑っちゃった。

　もい子の炎のような表情も、にいちゃんの氷のような表情も。

　どっかに消えて、二人とも「クスッ」と笑った。

　神はまだ言いたりないみたい。音声ガイダンスみたいな声から一転、スポーツ観戦してる松まつ岡おかシューゾーみたいな熱い声がスピーカーの向こうで爆発してる。

『お、おい【美少女バイキング】！

　お前みたいな奴やつがいるから、男性嫌いになってしまう女の子がいるんだ。

　いいかよく聞いてくださ、違う、よく聞け！

　Mrゴッドエッグはお前がどこの誰だれか必ず見つけ出すぞ。本当だぞ。

　そして、もし女の子に対して不誠意行為をすれば、そのことをパパラッチのごとく洗いざらい記事にして、号外を学校中にバラまく。

　肝に銘じて生きろ！』

　……敬語じゃない神卵太郎の声って初めて聞いた。

　多分、神ってタメ口が慣れてないんだ。

　多分、神って普段人に怒ったりしないんだ。

　だって、ちょいちょい声が変な感じで上うわ擦ずっちゃって、タメ口での怒り方が全然板についてない感じだし。

　でも。

　怒った神卵太郎、悪くないじゃんって思えた。

「肝に銘じて生きろ！」ってなんかカッコイイ言葉じゃんって思ったよ。

　神じん卵らん太た郎ろうは熱いトーンから、いつもの新入社員のアナウンサーみたいな馬ば鹿か丁寧な口調に戻った。

『いいですか【美少女バイキング】。わたしは最後に言葉を贈ります。

　男ってやつは、神様から腕力と想像力と、女の子と恋が出来るっていう特権をプレゼントされた最高の生き物なんですよ！』

　……。

　それで唐突に今日の相談コーナーは終わったみたい。もうスピーカーから神卵太郎の声が聞こえてくるコトはなかった。

　このあと。

　永遠高とわこー一のＤＪを自称する正規放送部員が「チェケラ」とか言い出したから、あたしはスピーカーのスイッチをブチッと切った。

　ゴザに座ったままのもい子とにいちゃんに、あたしは言う。

「今日の美容法失敗しちゃったねー。怒っちゃったし、あたし達」

「しゃあないわ、あれに腹立てんかったら女やない。温厚な兄さんやって、キレとったことやし。レアやね」

「いえいえ、わたしはそんな。ただ生き霊を飛ばせないものかと思ったぐらいで」

「がっつりキレとる！　てか思い出したら笑っちゃうんやけど、神さ、最後になんかすごいロマンチックなコト言うてなかった？」

「はい。男の人は女の子と恋が出来る特権を神様からプレゼントされた最高の生き物だって。ふふっ、おかしいです」

「あはっ、ウケるよねー。神卵太郎って恋愛経験ないとか言ってたのに、プレイボーイみたいな立ち位置で語ってたし」

　思い返せば、ロマンチック発言だけじゃなく、神卵太郎のおかしな語録がどんどん思い返されて。

　あたし達は、笑い続けた。

　あたし達の今日の美容法は、怒っちゃったから失敗だったけど。

　でも美容によくない休憩時間じゃなかったと思うよ。

　だって、心の底から笑うコトは美容にいいらしいからさー。



　休憩時間の残りわずか。

　コースロープを張り戻して、野の々の美みっ！を待つ時間。

　あたしはにいちゃんのいるゴザに向かった。

　実は気になってるコトがあったんだなー。

「にいちゃん、チョット聞きたいコトがあるんだけど」

「なんですか？」

「あのさ。間違ってたら、ゴメンだけど」

「はい」

「さっきの放送のさ、【恋なき枯かれ山さん水すい】ってもしかしてにいちゃん？」

「えっ。あ、う」

　にいちゃんの顔は、ハロゲンヒーターの光でも浴びたみたいにほんのり赤く染まった。

【恋なき枯山水】は、『私はこれまで人を好きになった事がありません。男の人に興味はあるんですけど、好きになれる気がしません』って悩んでいた。

　これだけで、にいちゃんかもなんて思わなかった。

　でも、【恋なき枯山水】っていう妙に渋いネーミングセンスと、それといつもオフになってるスピーカーが今日はオンになってたのが、やっぱ気になった。

　スピーカーはゴザのすぐ側にある。

　にいちゃんが自分の相談のアドバイスを聞こうと思って、スピーカーをオンにしたんじゃないかなって思った。

　どれも想像の域は出ないんだけどねー。

　だから、にいちゃん＝【恋なき枯山水】の確率は半分もないかなーって考えたんだけど、

「……そうなんです。【恋なき枯山水】は、わたしです」

　当たったみたい。

「にいちゃん。恋してみたいの？」

　お姫様みたいに愛らしい顔のにいちゃんは、十二時直前のシンデレラみたいにテンパった表情をあたしに向けて……。

　次の瞬間、びっくりする行動を取りだした。

　座っていたゴザの端っこをサッと掴つかむと、自分はうつぶせに寝っ転がって、くるくるとゴザを身体からだに巻き付けだしたの。えーっと、一発ギャグ・簀す巻まき娘とか？

「わたしは変かもしれません」

「う、うん」

　やばっ、思わず「うん」って言っちゃったー。

　対岸のプールサイドには、後半の練習を前にテンション上げてるもい子が「ビートたけしの一発ギャグするわ！」って、はしゃいでて「アンドリアノフ！」と叫んでる。ビートたけしの一発ギャグするなら普通「コマネチ」じゃないの？

「にいちゃん大丈夫だよ。もい子も充分変だしさ」

　あたしはゴザの端っこを無理矢理引っ張って、簀巻き娘からいつものにいちゃんに戻した。

　ゴザの上に仰向けのにいちゃんの表情は、やっぱりどこか必死で、泣きそーっていうか、なにかに耐えてるっていうか、そんな感じで。あたしは焦った。

「どしたのー？」

「やえさん。わたしの心はどうしてもダメなままです。……その場の雰囲気や周りの人の気分、感情が移ってきてしまって。……自分を見失っちゃいました」

　にいちゃんって、不意に壊れちゃいそうな小さな微笑ほほえみを見せる。そういうとき、あたしはたまらなく落ち着かない気分になる。

「にいちゃんはさ、感受性が豊かすぎるだけだよ。で、なにがあったの？　見失ったってなに？」

　にいちゃんは身体からだを起こして、ゴザに座る。あたしも向かいに座った。

「やえさんやもい子さんはそんな事はないので、わたしはとても気楽にいられるのですが……教室では、みんな恋をしているんだなーと、ひしひし感じます。女の子達はよく恋愛の話をしていて、わたしはその会話が苦手なんです」

　それならあたしも苦手だよ。男の話なんかするくらいなら、政治の話しちゃうね。ところで今の首相ってまだあの人でいいんだっけー。

「エチケットとして、わたしも好きな人を一人くらい見繕っておかないと変かと思いまして」

「見繕うって、おでんじゃあるまいし」

　にいちゃんのヘンテコなエチケット。でもちょびっとわかる気はするよ。

　なんでかわかんないけど、高校生って組織的な圧力でもかかってんの？ってくらい無理矢理恋愛してる子多いよねー。とりあえず誰だれかを好きになる。ひとまず誰かを好きでいる。そんな子ばっかいるように見えてるのは、あたしの見る目が歪ゆがんでるからかな？

「男の人の意見を聞きたいと思いまして……放送部への相談には、本当は『どうやったら恋ができますか？』と書こうと思ったんですが、そんな恥ずかしい事が書けず……結局人工授精の名医を捜してる内容にして、ごまかしました」

　相談の内容ごまかす意味がわかんないよー。

「でも、わたしのような若輩者が、興味本位で手を出すには、男女交際はあまりに危険なのかもしれません。

　男の人の中には【美少女バイキング】みたいなひどい人がいるわけですし」

　ゴザの上で正座してるにいちゃんは、取扱注意のシールを貼はりたくなるような壊れそうな微笑みを見せちゃうから。あたしは、対岸のプールサイドで未いまだにたけしのギャグを繰り返してるもい子みたいに、テンション高めにはなれない。

　あたしはさ。

　別に、にいちゃんに誰かとつきあってほしいだなんて思ってないんだー。

　男を好きになってほしいとかも思ってないんだー。

　だけどにいちゃんが、男のコトなんかで、男の存在のせいで、そんな悲しげな微笑ほほえみを浮かべるのが、嫌なだけ。

　にいちゃんの顔からそんな微笑みを取り払いたくて、あたしはなんか必死になって口走ってた。

「【美少女バイキング】みたいなゲスの極みはいるけどさ。にいちゃん元気出してよ。だって、神じん卵らん太た郎ろうみたいな男だっているじゃん」

　……ん？

　あれ、あたしはなんで、神卵太郎をマシな男子の代表みたいに言ってんだろー。

「……神さん。そうですね。お悩み相談の答えがどれも独特で、なにを考えてるかわからないところが多々ありますけど。とっても摩ま訶か不ふ思し議ぎ中の摩訶不思議な方ですけど。神さんは、ひどい人では絶対にないですね」

　そう言ったにいちゃんの顔から、壊れそうな微笑ほほえみが消えてた。

　感受性がそこそこのあたしにだって、にいちゃんの気持ちが明るくなったのを、心でしっかり感じた。

　そして。

　プールに野の々の美みっ！が戻ってくる。

　もい子が「ダンカン、ばかやろう」ってビートたけしのギャグをかまして、顧問を出迎えた。

　あたしはその光景を見て、思わず呟つぶやいた。

「もい子、ばかやろう」



　あたし達カジキマグロ？ってぐらい泳いだ後半の練習が終わって、全身に心地よい疲労を感じてプールをあとにする。

　もう日暮れの学校。

　先に着替えが終わったあたしは、校門のところで一人、もい子とにいちゃんを待ってたら……。

　暗がりに佇たたずむ旧校舎の一階の窓に、なにかがサッと動いた。

　――人影？

　しかも……なんか頭の部分がやけにデカかったような。

　あたしは、さっきの放送を思い出していた。

　旧校舎に幽霊目撃したかもって相談。

　あ、そうだ。

　旧校舎に人影のようなものを見ちゃったときのための除霊法を、神卵太郎が教えてくれたっけ。

　あたしは、なんか変な除霊法を思い出した。

　人影のようなものは旧校舎の暗い窓の中にチラッチラッと見えてる。ううん、あれは人影のようなものじゃなく、確実に得体の知れない人影！　不気味！

　あたしは気持ちを奮い立たせて、旧校舎に向かって言った。

「ナイスファイト！」

　暗い窓の中、人影が立ち止まる。

　闇やみに塗りつぶされて表情は全くわからないけど。その顔がこっちに向けられて……、

　――ゲッ！　コッチ見てるし！

　って思ってたら。

　次の瞬間、旧校舎の窓が勢いよく開け放たれた。

「激励の言葉ありがとうございます！　校内新聞をこうご期待！　あ、それと旧校舎にまだ残っている僕のことは、どうか内緒にして下さい。先生に怒られますので」

　人影は万歳するように何度か大きく手を振り、ポカンとするあたしを尻しり目めに窓は閉められた。

「えっ」

　なに今の。

　てか、ただの神じん卵らん太た郎ろうじゃん。

　そこであたしは、あるコトにハッと気づいた。

　そっかー。

　いろんな部に体験入部して、その日の練習が全すべて終わるまで、その部で部活動をしてる神卵太郎。

　毎日そんなコトしてるんだから、当然肝心の新聞をつくるにはそれ以降の時間に活動するしかないよね。

　旧校舎の人影のようなものの正体は、神卵太郎だってわけか。

　きっと神卵太郎は放送部で相談に答えるとき、自分のコトだってわかってたんだろうなー。

　旧校舎に残ってるコトをバレたくないから放送で名乗らなかっただろうけど、旧校舎に人影のようなもの見たら「ナイスファイト！」って言えって、これなに？

　激励ありがとうって言われちゃったけど、「ナイスファイト！」って新聞部を激励する言葉かなんかなの？

　ホント、神卵太郎ってナニ考えてんのかわかんない。すこぶる謎なぞ多しって感じ。

　でも、神卵太郎のコトでちゃんとわかったコトもある。

　他ほかの部が帰り始める放課後遅く。旧校舎に一人で新聞をつくってるんだねー。

　髪の毛が酸化スチールウールのくせに、

　モザイクには感謝しろとか言うくせに、

　アロンアルファになぜか詳しいくせに、

　モテなさ過ぎで変な妄想してるくせに、

　祖父に孫の手を買っていく孫のくせに、

　人の怒り方がなんかヘタっぴのくせに、

　妙なロマンチック発言しちゃうくせに、



　……頑張ってんじゃん。



    

  
    
      
　エピローグ





　いつもの放課後。

　いつもの外プール。

　いつものチョット長めの休憩時間。

　あたし達はそれぞれ自由に休憩時間を満喫してた。

　あたしは、プールの真ん中に浮かべたビニールボートに寝っ転がって、

「ぶるじょわ階級～」

　とか言いながら、まったりしてる。

　もい子はというと、今日も美容法を試してる。

　美容研究部の活動を追っかけるブームはまだまだ終わる気配なさげなの。

「美容の大敵はストレス。自分なりのストレス解消法を見つけるのよ」っていう美容研究部の教えに従い、もい子がこの休憩時間に見つけたストレス解消法ってのが……。

　野球部へのヤジ。

　グラウンドの野球部員の誰だれかが、まずい守備なんかしたらすかさず、

「守備レンコン！　穴だらけやん！」

　プールサイドでストレッチしながらフェンス越しに野次る。

　野球部の監督からドヤされ、水泳部員から野次られる。守備練習中の野球部員かわいそー。

　なんて思ってたんだけど、どうやら野球部員の士気は上がってるみたい。

　守備練でファインプレーしたときは、もい子がヤジより大きな声で「ナイスッ！」とか「最高っ！」って褒めるから、それが聞きたくて野球部の男子はハッスルしてるご様子なの。

　異性に褒められるのって、そんなにテンション上がる？

　まあ、でも男子って女子にカッコイイところ見せるためなら必死になれる生き物っぽいよね。

　にいちゃんはというと、今日もゴザの上で本を読んでる。

　なんの本を読んでるか軽く聞いてみたら、

「これは未体験のジャンルの本なんです。ここに紡がれている物語は、まさに奇妙奇き天て烈れつなんです！」

　って熱弁されたー。

　なんのジャンルの本なのかな。確認した。

　びっくりっていうか、案あんの定じようっていうか。

　にいちゃんにとって、奇妙奇天烈な本っていうのは、恋愛小説だった。

　確かに、恋とは無縁のにいちゃんには未知の本かも。って、あたしも思いっきり無縁だけどねー。

　てな感じで。

　ほんわかぱっぱほんわかぱっぱな心地で、休憩時間をまったり過ごしてたら。

「あれを見みーっ！」

　って、もい子が叫ぶ。

　ナニナニ？　誰かえげつないエラーでもしたの？

　もい子の指差す方向を見やると、それは校舎の屋上。

　普段、たこ揚げ部とスポーツカイト部が熾し烈れつな縄張り争いをしてるそこに、二つの人影が見えた。男と女っぽいけど。

　――え？

　あの「ボワァボワァ」ってした頭は――間違いない。

　神じん卵らん太た郎ろうじゃん。

　ゴザの上で、にいちゃんが「はっ！」と驚いたような声を上げた。

「あれは神じんさんじゃないですか。それに、横にいる女性は……」

　視力２・０のもい子が叫んだ。

「小お田た部べや！　神の横におる女、桜さくら子こ幕府やん」

　小田部桜子。桜子幕府。

　この言葉を知らない永遠高とわこーの生徒がいたら、その子は間違いなくもぐり！って言えちゃうほど、我が校で有名なのが小田部桜子と桜子幕府なの。

　小田部桜子は、県内に複数のレジャー施設とホテルを運営してる企業の社長令嬢でリアルブルジョワ階級。

　桜子は、顔の作りが綺き麗れいでスタイルが超いい。女の子の憧あこがれをそのまま具現化したような姿をしてる。

　しかも、ファッション誌のトップモデルみたいに存在感があって。

　ガーリー系ファッション誌の表紙モデルしてもおかしくなーいって感じなの。

　これで性格が悪かったらゲロゲロだけど。

　性格は明るくて、誰だれに対しても優しくて、謙虚で、でも嫌みなほど謙虚じゃなくて、自己主張もちゃんとして、でもでしゃばりってコトは全然なくて、ホントその性格完かん璧ぺき仕上げですねって感じなの。

　そんな桜子に恋い慕う男共・通称「家臣」と、桜子に強く憧れる女子達・通称「大奥」がいる集団。それが桜子幕府。誰が幕府って名付けたのか知らないけど、永遠高とわこーにおける幕府の力は、時の徳川幕府並なの。



    

  
    
      



    

  
    
      　で。

　その桜さくら子こが、屋上に神じん卵らん太た郎ろうと二人でいる。

　もちろん、神卵太郎は幕府のメンバーじゃない。幕府のメンバーって、なぜか女子は腕に赤いシュシュをつけてて、男子は赤いリストバンドをつけてるから、それで見分けられるの。

「神さんが桜子さんを呼び出したんでしょうか」

「多分そうだよねー。桜子があのスチールウール頭に用があるとか思えないし」

　屋上のフェンスに寄りかかって、並んで話す神卵太郎と桜子。

　楽しげに話してるっていうより、なんか二人ともぎこちない気がする。

「なに話しとるんかなぁ」

「はい、妙に気になりますね」

「男が屋上に可愛かわいい女生徒を呼び出して、話す話題っていえばー」

「……もしや告白ですか。この小説にも、屋上での告白のシーンがありましたよ」

　にいちゃんが手に持ってる恋愛小説を掲げた。

　だよねー。

　このシチュは告白だよねー。

　ねえ神卵太郎、今日はどこの部にも体験入部しないで屋上で女生徒に告白なの？

　別に、神卵太郎にガッカリとかしないけど、なんか面白くない気分になる。チョットだけだけど。

「そういや放送部ってさ、放課後の学校でなにか事件があると緊急速報しとらんかったっけ？」

　そんな馬ば鹿かな放送部ってある？って思ったけど、永遠高の放送部は相当お馬鹿だったと思い出した。

　ゴザの上のにいちゃんは、すぐさまスピーカーをオンにした。

　緊迫した声がスピーカーからすぐ流れ出した。

『――全校生徒諸君！　大変である！　奇妙奇き天て烈れつな事件が起こってしまった！』

　奇妙奇天烈本日二回目。一日に別の人からなかなか二回聞けるワードじゃないよね。

『本日放課後ついさきほど、テスト勉強山張り部において、体験入部をしていた神卵太郎が山張り部部長より「テスト範囲を鵜う呑のみにするべからず」という教えを授かっていたところ。

　突如、部室に桜子嬢が現れ、「神くんに話したいコトがあるの。お願い来て」と切願し、山張り部部員達の衆人環視の中、神を連れ去っていった模様』

　えー、嘘うそ。

　神じん卵らん太た郎ろうが桜さくら子こを呼び出したんじゃなくて、桜子の方から神卵太郎を屋上に連れてったの？

　スチールウールみたいなその髪の毛が目触りだから、屋上で断髪式しましょってお誘い……なわけないか。

『屋上のフェンスで話す二人を望遠鏡にて読唇術を使った結果。どうやら全校生徒諸君には、誠に辛つらい現実、信じがたい真実をお伝えしなくてはいけなくなった』

　放送部員の緊張感が、なんかあたし達にも移っちゃって。

　あたしともい子とにいちゃんは固かた唾ずを呑のんだ。ってか読唇術が使えるやつまでいるんだね放送部って。うん、そこはもう気にしないよ。

　そして、スピーカーから信じがたい真実が告げられる。



『桜子嬢が、神卵太郎に愛の告白をしているようだ』



　――!?

　あのモテなさ過ぎて、妄想こじらせて赤信号に突っ込んでた男が、学校一の美少女に告こくられてるとか。うわーありえない！　今日エイプリルフールだっけ？　これ夢？　ううん、４月じゃないし現実っ！

　スピーカーから、男泣きが漏れ出してくる。

『……うぐっ、う、全校生徒諸君。気を強く持つのだ。放送部はこれからも桜子嬢と神の様子を伝えていく。

　もう耐えられない者は、スピーカーのオンオフスイッチをちょうど真ん中の位置に合わせるんだ。古今東西の失恋ソングが流れる仕様になっている』

　あたし達は、遠くで噴火する活火山でも見上げるように屋上の神卵太郎と桜子を眺めた。

　いったいなにが起こってんの？

　こんなの天変地異だよ。

　桜子とは、クラスが同じだからちょくちょく話すコトがある。あたしが男嫌いだから、恋愛トークはしたコトないけど、神卵太郎に告るって予想外過ぎる！

　桜子ってすごくモテそうなのに、っていうか実際モテまくりだと思うけど、そーいえば特定の男子と仲良くしたりしてなかったなー。彼氏だっていないはず。

　急性彼氏ほしい病にでもなったの？

　でも、その相手がよりにもよって神卵太郎？　ホワイ？　びっくりしすぎで英語になるから。

　ついさっきまで恋愛小説を読んでたにいちゃんがしみじみと言う。

「二人はおつきあいされるんでしょうか。男女交際といえば、都市伝説によるとキスをしたりするんですよね」

「どこも都市伝説じゃねー。兄さん、キスは男女交際に付きもんやん。筋トレにプロテインが付きもんみたいなもんやわ」

　いつものあたしなら、「もい子、例えが体育会系からブレないねー」とか言ってるだろうけど、ビニールボートの上で、あたしは黙りこくっちゃってた。

　神じん卵らん太た郎ろうと桜さくら子このカップルを想像して、絶句したわけじゃないの。

　不意にチョット嫌な記憶を思い出してしまったから。



　――キスかぁ。



　あたしって実はキスをしたコトがあるんだよね。

　ペットの犬としたとか、女の子と冗談でしちゃったとか、そーゆうんじゃなくて。

　男なんかと、一回だけしちゃったコトあるんだよね。

　あれは――小学五年生の頃ころ。

　小学生のあたしは、水泳してたわけじゃないから、日々の運動っていえば、歩いて十分の学校までの徒歩と体育の授業くらいだった。

　なのに。

　あたしったら超テレビ好きな子だからさ、ソファに横になってテレビ観ながら、ポテチ食べて「ぶるじょわー」とか言いながら、家にいる間中まったりしまくりだったから。

　小学生の頃のあたしは可愛かわいく言えば、ぽっちゃり系だった。うん、可愛く言えばね。

　で。

　たまーにダイエットしようとか思い立つ子だったから、あのときも河川敷をウォーキングしてたの。

　ふと川のほうを見たら、うつぶせの人がプカプカ浮かんでて緩やかに下流に流されてるの。

　息留めしてるのかな？とか、

　水生生物でも眺めてるのかな？とか、

　一瞬だけよぎったけど。

　違うじゃん！　アレ絶対溺おぼれてるじゃん！

　って気づいた。

　川岸までダッシュして、ぽっちゃり系のくせになぜか泳ぐのが得意だったあたしは迷わず川に飛び込んで、泳いで泳いで、土左衛門のように動かない少年を捕まえて、川岸まで大急ぎで運んだ。

　心臓は動いてる。でも、呼吸はしてない!?

　小五のあたしは、すでに男嫌いだったけど。緊急事態過ぎて、相手が同い年くらいの男の子だとかは気にしてなかった。

　テレビっ子のあたしは、その前日になにげなく見てた情報バラエティで知った人工呼吸を、少年に施した。

　必死に人工呼吸を繰り返す長い一分が流れたあと。

　少年は息を吹き返したの。

　あたしは、嬉うれしかった。

　でも、少年の無事を確認できたら、唇と唇をくっつけた事実に気づいて、すっごく恥ずかしくなっちゃったの。

　だから。

　少年とは自己紹介どころか、一言のやりとりもしないで、あたしはダッシュで川岸をあとにした。

　人助けをした直後に突然、スタコラサッサと逃げ出したあたしのコトを、少年は「待ってください！」と声を上げ、追っかけてきた。

　だけど少年は裸足で、川岸は結構砂利だらけだから「痛っ痛っ」って背後で呻うめいてて、あたしは砂利で悶もん絶ぜつする少年を置き去りにして逃げ帰った。



　……これが、あたしの人生たった一度のキスの全ぜん貌ぼう。

　急に変なコト思い出しちゃったなー。

　あの坊主頭の少年は、今どこにいるんだろ。

　まあ、どこでもいっか。

　もう会うコトもないだろうし。

　あたしはもうぽっちゃり系じゃないから、向こうもあたしに会ったところで気づかないだろうしね。

　あたしが回想に夢中になってる間に、屋上の二人に変化があったみたい。

　スピーカーから放送事故みたいな絶叫が聞こえてくる。

『ぎゃああああぁ！　しょ、諸君すごい事実が判明した！　神じん卵らん太た郎ろうが桜さくら子こ嬢をフリおった!!』

　屋上に見ると、神卵太郎は桜子を一人残して、フェンスから離れていく。すぐに神卵太郎の姿は見えなくなった。

　桜子は一人フェンスに力なくもたれかかってる。

『神が桜子嬢から告白を受けたという時点では。

　神は桜子嬢の弱味を握っているのか、

　神じんは催眠術の使い手か。

　などの可能性を疑っていたが、神が桜さくら子こ嬢をフったとなれば話は別。

　誰だれか神のために１１９番をしてやれ。桜子嬢を恋人にできる機会を棒に振るなど、脳内に出来た悪性の腫しゆ瘍ように、判断を司る器官を圧迫されているとしか思えん！』

　１１９番は大おお袈げ裟さだけど。

　でも、神卵らん太た郎ろういったいどうしたっていうの？

　ホントに桜子をフったわけ。

　あんな超美少女の社長令嬢だよ。美少女とつきあってはならぬとか、祖父母の遺言でもあるの？

　男子ってさ。好きじゃなくても、可愛かわいい子とか綺き麗れいな子に告こくられたら「ラッキー」とか思って、ひとまずつきあい始める単純な生き物じゃなかったのー？

　スピーカーからは、台風中継でも始まったみたいな騒音が聞こえてくる。

　どうやら桜子幕府の男共・通称家臣が放送部に乗り込んだっぽい。

『無許可で桜子様の放送は許さん！』『人じん誅ちゆう！』『天てん誅ちゆう！』

　多分、失恋のダメージが一番大きい幕府の男共のそのやりきれない悲しみが攻撃欲求に変わって、桜子の失恋を勝手に校内放送した放送部に向かったんだろう。

　放送部は「超攻撃的文化系集団」とか「禁断の革命組織」とか「聴覚のテロリスト軍団」なんて呼ばれる物々しいやつらだけど。

　桜子幕府は別名「戦国最強（ここは戦国じゃなくて学校だけど）」だから、幕府のメンバーが暴徒化したら、放送部じゃ太刀打ちできない。

　放送部員の断末魔の叫びが駄だ々だ漏れのスピーカーをオフにしたにいちゃんが言う。

「神さんは、やはり摩ま訶か不ふ思し議ぎな方ですね。桜子さんを袖そでにする。なにを考えているかわからないですね」

「神は桜子をフッたわけやから。ＢＬマンガ創作部は神を放ほうっておかへんかも」

「永遠高とわこーどんだけ変な部あれば気が済むの。てか、にいちゃんのいう通り、神卵太郎ってわからない男だわー」

　屋上には桜子の姿もなくなる。

　ねえ、桜子。マジで神卵太郎のコト想ってたの？

　にいちゃんは、ゴザを捲めくってその下から二つ折りのＡ３サイズの紙を取った。

「神さんという存在を知るために新聞も読んでみたんですが……摩訶不思議なままです」

　あ、そーえば、神が毎週欠かさず発行してるっぽい校内新聞って見たコトない。

「にいちゃん、それチョット見せてもらっていい？」

「はい。どうぞ」

　ビニールボートからプールサイドに移動して、にいちゃんから受け取った。

　今まで、神じんが作った校内新聞なんて全然興味なかったのに。

　今は、なんとなく読んでみたかった。

　でも。

　にいちゃんの言うとおり新聞を読んだからって、神卵らん太た郎ろうのコトがなにかわかるわけじゃない。

　一週間放課後に神卵太郎が体験入部した五つの部が紹介されてて、各部活のコトがわかるだけ。

　紹介文を読み終えたあたしは、最後の編集後記の部分に目を通す。



【今週は手話部にて「ありがとう」の手話単語を学ばせて頂き、これで僕は手でも口でもありがとうを伝えられる人間に成長できました。

　僕は「ありがとう」と人に言ってもらうのが、「ジャニーズ系みたーい」と言ってもらう次に好きなのですが、人に「ありがとう」と言うのはもっと好きです。

　残念ながら「ジャニーズ系みたーい」と言ってもらった事はまだありませんが、「デニーズ系みたーい」と言われた事ならございます。なんでも近所のデニーズに僕に似た店長がいるとの事で、その店長さんは大層いい男なのではないかと推察しています。

　多くの人に「ありがとう」という言葉を使う人生を歩みたい。

　人生に一度くらいは「ジャニーズ系みたーい」と言われたい。

　僕はそんな風ふうに思って日々生きていますが、「ありがとう」と伝えたいのに伝えられずにいる人のことを、折に触れて思い返すことがあります。

　僕は少年の頃ころ、一人の少女に命を助けてもらった事があります。

　その少女は、おそらく喋しやべる事ができない子であったと思われます。少女は僕を助けたあと、なにも言わず立ち去ってしまいました。

　手話を学んだ今、あの少女にありがとうを伝えたいと強く思うのですが、肝心要の少女はどこにいるのかわかりません。

　あの命の恩人の少女に、ありがとうと伝えたい。

　あわよくば、あの少女にキラキラとした瞳ひとみで「ジャニーズ系みたーい」と言われてみたい。

　最近、そんな妄想に取り憑つかれている僕は、来週ライトノベル執筆部に体験入部致します。その際、日ひ頃ごろ持てあまし過ぎの妄想空想を原稿用紙にぶつけたいと思います。

　来週号をお楽しみに。】



　神卵太郎やっぱ謎なぞだわ。

　とりあえず、今度会ったらギャグで「ジャニーズ系みたーい」って言ってみよー。

　でもさ、キラキラした瞳ひとみってどうやるの？



    

  
    
      



    

  
    
      
あとがき



　読者の皆様、お久しぶりです＆初めまして！　比ひ嘉が智とも康やすです。

　前作『神しん明めい解かいろーどぐらす』シリーズ完結から半年、新シリーズが始まりました！

　本当に嬉うれしい限り。ありがたやーありがたやーです。

　前作『神明解ろーどぐらす』のテーマは『下校』でしたが、

　本作品のテーマは、思いっきり『プール』です。

　最初から最後まで常に『プール』が舞台の話になってます。

　おいら（初めましての読者様、恐れ入りますが比嘉智康の一人称は「おいら」です）が、どこまで『プール』だけが舞台の話を書き続けられるか、応援よろしくお願いします！

　いきなりおいらの思い出話なのですが、小中高と北海道で過ごしたおいらにとって『プール＆女子』は、ほとんど伝説上の存在です。

　小学校の頃ころ、屋外プールの水温は夏にもかかわらず、もう少しで水風呂だよね？ってくらい冷たくて、男子も女子も唇を紫に変色させ、肩をふるわせていました。

　夏のプールの授業は、プールに入るのに心の準備が必要なほどです。特に楽しい思い出は……浮かばない始末。トホホ。

　小学校は、水着に指定がなく、各自水着は自由でした。

　中高は、学校にプールそのものがなく、当然水泳部もプールの授業もありませんでした。

　なので。

　おいらは、競泳水着を着ている女子を生で見たことがありません。

　その代わり、スキーウェアを着ている女子達なら沢たく山さん見た学生時代でした。

　ニット帽に大きなゴーグルをつけ（パッと見、誰だれかわかりません）、雪山を力強く滑り降りていく女子達。

　当時のおいらは「萌え」という言葉は知りませんでしたが、知っていたところで「萌え」とは言わなかったことでしょう。なにはともあれ、学生時代の雪山はいい思い出です。

　ここからは謝辞を。担当編集の児こ玉だまさんをはじめ、この本にかかわってくださいました皆さんありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします！

　やえ達のイラストを描いてくださったはましま薫しげ夫お先生。グッとくるイラストの数々ありがとうございます！　はましま薫夫先生は昔からファンです。自分の小説のイラストを描いていただけて、いやー本当幸せです。これからもよろしくお願いいたします！

　最後に読者の皆様。あなた様の人生の時間をおいらの本に使ってくれてありがとう！

　読者の皆様の存在に助けられて、比嘉智康は今日もなんとか札幌の片隅でオカンと共に生きてます。是非ともまた会いましょう！　よろしくです!!

二○一一年八月　比嘉智康



    

  
    
      　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道札幌市在住。

　　夏を満喫したい！と毎年思っているのに、夏を満喫できない男。今年のサンダルの出番は未だゼロ。というより外靴の出番もほとんどない有様。去年同様、執筆に追われ、ひきこもりの夏でした。なので、出っぱなしの秋を始めようと思います。



　　どこに行けばいいでしょうか？



　イラスト

　はましま薫夫（はましま・しげお）

　　埼玉県所沢市在住。

　　フリーのイラストレーター、グラフィッカー。

　　ときどきグラフィックデザインや漫画を描いたりしている何でも屋。猫が好き。



　　公式ＨＰ「S_H」

　　http://kokusangyuhorumon.blog111.fc2.com/



    

  
    
      泳ぎません。
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